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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　三つの試練と拡張センス









序章　年とし越こしと巫女みこ服

一章　年とし越こしアップデートと拡張才能

二章　残したクエストとお腹なかの中の鍛か冶じ屋や

三章　第二の試練と魔ま除よけの結けつ界かい片へん

四章　仲ちゆう介かいと造船計画

五章　【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】と属性無効

六章　封ふう印いんの間とマンティコア

終章　拡張センスと新規センス







あとがき




















　　　序章　年とし越こしと巫女みこ服







　大おお晦みそ日か当日。年越し蕎そ麦ばを早々に食べ終えて休んでいる時──

「お兄ちゃん、暇ひま！　飽あきた！　なんかしようよ！」

「何かするって何するんだよ。大晦日くらい大人しくのんびり過ごしたいんだけど」

「まぁまぁ、美み羽うちゃん。はい、ミカン」

　俺たちは、自宅の炬こ燵たつでのんびりと過ごしている。

　今も、炬燵のテーブルに顎あごを乗せた美羽は、静しずか姉ねぇが剝むいたミカンを、あーん、と口を開いて食べさせてもらっている。

　そんな美羽と静姉ぇの様子を見て、鳥の親子みたいと思いながら、俺は自分の剝いたミカンを食べる。

「でも実際、忙いそがしい年末年始なんて、美羽にとって嬉うれしくないだろ？」

「本当にそうだよ。でも、みんな、年末年始は忙しいんだって。親しん戚せきへの挨あい拶さつ回まわりとか、家族と過ごすとかって」

「そう考えると、私たちって特とく殊しゆなのかしら。お父さんとお母さんは、デートに出かけているものね」

　うちのような共働きの両親は、二人揃そろっての休みの時はデートと洒落しやれ込こむことが多い。

　二人とも楽しんでいるだろうなぁ、とか思いながら、俺は二つ目のミカンに手を伸のばす。

「あー、ルカちゃんたちと遊びたいよ～」

「そう言えば、ミカヅチも、何だかんだ忙しい、って言っていたわ」

　背伸びをしながら後ろにぱたんと倒たおれる美羽と、頰ほおに手を当てて呟つぶやく静姉ぇ。

　クリスマス帰省後の静姉ぇが、ＯＳＯ内でギルド【ヤオヨロズ】の活動をするより美羽とパーティーするほうが多かったのは、そうした理由だったのか、と納なつ得とくする。

「あー！　つまんない、つまんない！　ルカちゃんたちが居ないとつまんない！」

「駄だ々だを捏こねるなよ。なら、ＯＳＯで初はつ詣もうでにでも行けばいいだろ」

「それだ！」

　仰あお向むけに倒れていた美羽が、いきなり上体を起こして俺を指差す。って、こら、人を指差すんじゃない。

「ねぇ！　初詣に行こうよ！　ＯＳＯで！　教会があるしさ！」

「そうね。それに年越しアップデートもあるはずだから、年越しは、ＯＳＯで過ごしてもいいかもね」

「やったぁ！」

「そうなのか？　っていうか初詣って、それでいいのか？」

　静姉ぇが微ほほ笑えましそうに美羽の言葉を受け止めるが、俺は、そんな初詣でいいのかと、首を傾かしげる。二人の本命は、年越しアップデートの方ではないだろうか。

「振ふり袖そでを着て！　……は、無理かもしれないけど！　教会へお参りしようよ！」

　教会はお祈いのりだと思うんだが、というツッコミを入れたいが、はしゃいでいる美羽を見ているとなんだかどうでも良くなってくる。

　それに──

「この寒い中を本当に初詣しないだけマシか」

　炬燵の中で両手を温めるように擦こすり合わせながら、外の寒さを想像して身み震ぶるいする。

「それじゃあ待ち合わせ場所は大聖堂前ってことで。私は先に行ってるからね」

「私も美羽ちゃんと一いつ緒しよに、先にログインしているね」

　そう言いながら、ぐー、と背伸びをする静姉ぇも、美羽に続いて自室へと向かう。

「はいはい。俺も後から行くから」

　二人が居なくなったところで俺もノロノロと立ち上がり、小さく呟く。

「まぁ、教会に立ち寄って、帰るだけだし……すぐに済むだろう」

　俺は、炬燵の電源を切り、炬燵に置かれたミカンの皮を捨ててから自室に向かう。

　自室に戻もどるとエアコンの暖だん房ぼうを効かせ、ＶＲギアをセットして、ベッドに寝ね転ころがる。

　引き込まれるようなログインの感覚に身を委ゆだねて、暗くら闇やみへと意識を落とし、俺はＯＳＯの世界にログインする。




　　　　●




　いつものように【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立った俺は、そのままお店の外に出て、ミュウとセイ姉ぇとの待ち合わせ場所である大聖堂を目指す。

　その途と中ちゆうで通過する第一の町の東西南北の大通りでは、結構な数のプレイヤーたちがログインしていた。

「年末だってのに、結構大勢ログインしているな」

　そのログイン人数に圧あつ倒とうされつつも、そう言えば、ＯＳＯに初めてログインしてミュウたちと待ち合わせしたのも大聖堂前だったことを思い出す。

　今、俺の周囲に居るプレイヤーたちは、皆みな一様に、大聖堂の方向に向かって歩いている。

「みんな考えることは同じか」

　俺やミュウのように暇なプレイヤーたちが知り合いを集めて、大聖堂での初詣に向かい、大通りで食べ物や小物などを売る露ろ天てん商しようプレイヤーたちが、それに便乗する。

　まるで神社の初詣に合わせて出店する屋台のようだった。

　俺は、それらを横目に、ＯＳＯに初めてログインした時と同じ場所で、ミュウとセイ姉ぇを見つけた。

「ミュウ、セイ姉ぇ、待った？」

「ううん、全然待ってないよ、ユンお姉ちゃん！」

「私たちもさっき合流したところよ。それで……」

　セイ姉ぇが視線を大聖堂の方に向けると、開け放たれた大聖堂の扉とびらの前には、プレイヤーによる長ちよう蛇だの列ができ上がっていた。

　考えることはみんな同じで、その行列に並んでいたら、参拝前に年を越してしまいそうだ。

「ねぇ、ユンちゃん、ミュウちゃん。私は、もう少し人が引いてから来たほうがいいと思うんだけど、どうかな？」

「俺もどこかで適当に時間を潰つぶしてきたほうがいいと思う」

「私もさんせー！　それじゃあ、行こう！　ユンお姉ちゃん！　セイお姉ちゃん！」

「だから、ミュウ。俺をお姉ちゃんって呼ぶなよ。……全く、仕方がないなぁ」

　俺は、溜ため息いきを吐つきながら、ミュウに手を引かれて大聖堂の前を後にする。

　大晦日のＯＳＯは、探せばあちこちに、プレイヤーによって面おも白しろいものが用意されていた。

　食べ物屋台で買い食いをしていると、来年の干え支との着ぐるみ装備のプレイヤーが大通りを闊かつ歩ぽしていたので、ミュウがタックルする勢いでそれに抱だき付くと、相手は踏ふん張ってそれに耐たえていて、それを見ていた俺は、妙みような感動を覚えたりもした。ついでに、その着ぐるみに握あく手しゆしてもらったのは、地味に嬉しかったりした。

　そうして屋台を見て回っていると、夜ということでガッツリ系の食べ物が多い中、ミュウがポツリと呟く。

「……甘い物が食べたい」

「あっ、いいわね。私も甘い物食べたいかも」

「甘い物っていうと……あそこだよな」

　俺も甘い物を食べることに賛成し、馴な染じみの店となっている【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】のある東の大通りへと、三人で足を運ぶ。

　そして、辿たどり着いたその店は、正月用の特別な飾かざり付けがなされていた。

　喫茶店のオープンテラスでは、テーブルや椅い子すが撤てつ去きよされ、代わりに、小さな釣つり鐘がねと木き槌づちが設置されていた。

　叩たたけば、カーンという高い味のある音を響ひびかせる釣鐘には、すぐ横に一人一回と書かれた看板が立てられており、その前に小さなプレイヤーの列ができ上がっている。

　また喫茶店の入り口には、朱しゆに塗ぬられた鳥居が建てられており、洋風建築の外観に和風な飾り付けをしたために、無理矢理感が半はん端ぱない。

　それでも、西洋ファンタジーの世界観で作られているＯＳＯでは、日本を感じさせる『和風』があるだけで人は集まるようだ。

「本日の【コムネスティー喫茶洋服店】は、喫茶店営業ではなく、年末年始特別販はん売ばいを行なっております！　お守り、破は魔ま矢や、限定お菓か子しの販売！　また正月の甘酒無料サービスも行っております！」

「本日限定のサービスで、なくなり次し第だい終しゆう了りようとなります！」

【コムネスティー喫茶洋服店】の喫茶店部を担当しているラテムさんとカリアンさんが、釣鐘を打ち終わったプレイヤーを誘ゆう導どうするように声掛かけをする。

　二人は、普ふ段だんのお店の制服ではなく、ラテムさんが紫むらさきの袴はかま、カリアンさんが緋ひ色いろの袴と、それぞれ神職の服装をしていた。

　そして、忙しそうにお客さんを誘導しているラテムさんとカリアンさんから、こんな小声の叫さけびが聞こえてきた。

「なんでこんなに忙しいの!?　ラテム、人手が足りないのはどこ!?」

「商品の売り場に人手を優先しているんだが、無料の甘酒サービスに来るお客さんが手て際ぎわよく捌さばけない。だけど、ここを乗り切れば、後は人が減る……はずだ」

「もう、クロードさんの見通しが甘すぎるのよ」

　その内容に、俺は思わず声を掛けてしまう。

「えっと……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　一応、顔見知りの相手なので、近寄って声を掛けると、二人は揃って俺の手を摑つかんだ。

「ユンさん！　来てくれたんですね！」

「え、えっと……まぁ、時間潰しのために」

「クロードさん！　臨時ヘルプ見つかりました！　今カリアンが連れて行きます！」

　ラテムさんが声を張り上げて、人の列の向こうへと声を投げかければ、少し聞き取り辛づらいが、分かった、という声が返って来る。

　そして俺は、カリアンさんに手を引かれて、店の奥へと連れて行かれた。

　そんな俺の様子を見ていたミュウとセイ姉ねぇは、面白そうだから、と言いながら付いて来た……って、その前に止めて、助けて。

「クロードさん！　ユンさんを発見しました！」

「なに!?　よくやった!!」

　クロードも紫の袴姿で現れた。

　そして、俺とカリアンさん、その後ろからこっそりと付いて来たミュウとセイ姉ぇを見み渡わたして、大きく頷うなずいた。

「よし！　全員臨時で雇やとおう！」

「いやいやいや、なんか話が見えないんだけど！　それに、ミュウとセイ姉ぇまでさらっと戦力に数えるなよ！」

　俺の抗こう議ぎを受けて、カリアンさんがやっと、俺の後からミュウとセイ姉ぇが来ていたことに気が付き、何い時つの間に!?　と驚おどろいていたが、すぐに平静さを取り戻し、二人にも手伝いを頼たのみ始めた。

　一方のクロードは、俺にこう説明してくる。

「話が見えない？　……まぁ手短に言えば、この状じよう況きようを改善するために手伝ってくれってことだ」

「この状況って……まぁ人手不足なのは分かるけど……」

　俺は、先さき程ほどよりも盛せい況きようさを増している店の様子に辟へき易えきとする。

「なんでこんなことになってるんだよ」

「マギの作ったアクセサリーが口コミで広まってしまったんだ」

　そう言って、クロードは、売れ筋商品の中から一つを手に取って、俺に見せてきた。

　それを俺の肩かた越ごしに見たミュウが声を上げる。

「おおっ!?　これって【結けつ晶しよう柱ちゆう】で作ったアクセサリー!?　【結晶柱】って加工が難しくて、武器にもアクセサリーにも向かない奴やつなのに！」

「あら、珍めずらしいわね。【結晶柱】は硬かたいのに脆もろいから、【ヤオヨロズ】の生産職たちも加工に難なん儀ぎしているのよ」

　どうやらそのアクセサリーは相当生産の難易度が高いアイテムらしい。

　透すき通るような結晶が使われたそのネックレスは、お守りとして売られている。

　アクセサリーの分類としては、魔ま法ほう防ぼう御ぎよの上じよう昇しようするアミュレットであり、追加効果も最大三つまで付ふ与よできるだけのスペックがある。

「なのに値段はたったの10万Ｇゴールドかぁ。サービス価格だね！　安すぎるよ！　欲ほしいなぁ！」

「くくくっ、マギに頼んだ目玉商品だからな。赤字覚かく悟ごの人気商品だ。今から並んでも、順番が来るまでに売り切れてしまうだろうな」

　そう言って、ちらりとこちらを見るクロード。それは言外に、店を手伝う報ほう酬しゆうは【結晶柱】のお守りだぞと言っているのだろう。

「ちなみに、その【結晶柱】ってどこで手に入るんだ？」

「火山エリアのダンジョン【鬼き人じんの別べつ荘そう】を抜ぬけた先の【無む機き洞どう穴けつ】の採さい掘くつアイテムだが、生産に必要な最低レベルは、【鍛たん鉄てつ】か【彫ちよう金きん】のレベルが40以上だぞ」

「うわっ、高っ！　どっちにしても俺には無理か」

　その【結晶柱】が採れる場所には行けないわけじゃないが、上手うまく手に入ったとしても、今の俺の【彫金】センスレベル26では、ミュウの欲しがるアイテムは作れないのだ。それに、硬いのに脆い素材の加工のコツを摑むためには、かなりの失敗を繰くり返すだろうから、何度もそのエリアに向かって採掘する必要がありそうだ。

「さて、改めてユンたちには、店の手伝いを頼みたい。その報酬は、この【結晶柱】のお守り三つでどうだ？」

「そうね。それと終わった後に、甘酒と限定のお菓子を用意してくれる？」

「なるほど、そちらも用意しよう」

「──って、セイ姉ぇ！　なに勝手に交こう渉しようしてるんだよ！」

「えぇ～、私も【結晶柱】のお守りが欲しいから」

　ねぇー、と、ミュウと声を揃そろえて言うセイ姉ぇ。

「お願い、ユンお姉ちゃん」

「私も欲しいなぁ、ユンちゃん」

　俺は、二人からのお願いに肩を落として、無言で頷く。ちくしょー、可愛かわいい姉妹しまいのお願いを拒きよ否ひできるわけないだろう。

　俺は、しばらく無言になり、心の整理がついてから、両頰ほおを叩いて気合いを入れた。

「よし、やるか。それで、俺たちは何をすればいいんだ？」

「それじゃあ、こっちの装備に着き替がえてくれ」

「分かった！　じゃあ、早く着替えてこよう！　試着室で着替えればいいんだよね！」

　俺は、急ぐミュウに手を引かれて、喫茶店の奥にある試着室に入り、渡された装備に着替える。

　メニューの装備変へん更こうから一発で着替えた姿を、試着室に備え付けられている姿見で確かく認にんする。

　俺の体格にぴったりと合う和装。上は純白の小こ袖そで、そして、下の袴の色は──緋色。

「やっぱりか……薄うす々うす予想はしてたけど、なんで俺が緋色の袴なんだよ。男なら紫だろ」

　押し殺した声で試着室の壁かべに向かって呟つぶやく俺。

　それに、男性と女性では、袴を穿はく位置の高さに違ちがいがあり、どう見てもこれは女性用だ。

　しかも、髪かみ形がたまで装備としてセットされており、長い黒髪を首の後ろ辺りで広がらないように革かわ紐ひもで纏まとめ、その革紐を隠かくすように、更さらにその上から和紙が巻かれていた。

「ユンお姉ちゃん、着替え終わった？　早く出てきてよ！」

「はぁ、分かってるよ」

　ミュウに催さい促そくされた俺は、深い溜息を吐き出しながら、試着室のカーテンを開ける。

　そこには、俺と同じように巫女みこ服に着替えたミュウとセイ姉ぇが待っており、三人でクロードの所に戻もどった。

　俺は、不ふ機き嫌げんさを隠さずに、クロードの前に立つ。

「着替えてきたぞ。俺に何か言うことはないのか？」

　なんで巫女服にした、俺も今クロードが着ているのと同じ男物の和装の方がよかった、と目で訴うつたえかければ、クロードが大きく頷く。

「やはり、正統派巫女はこれだな。ファンタジー世界だと、髪や肌はだの色合いとの違い和わ感かんがどうにも拭ぬぐえなかったが……うむ、これで満足だ」

　一人勝手に満たされるクロードに内心げっそりな俺。そして、そんな俺たちを楽しそうな表情で見つめてくるミュウとセイ姉ぇ。

「それじゃあ、手伝いだが、ユンは、破魔矢と甘酒を担当してくれ。そして、ミュウとセイの二人は、入り口での客の案内を頼む」

「分かりました！　セイお姉ちゃんと行ってきます！」

「それじゃあ、ユンちゃんも頑がん張ばってね」

　俺は、ミュウとセイ姉ぇの後ろ姿を見送り、自分の持ち場を担当する。

「すみません。甘酒を二つ欲しいんですけど……。それと、破魔矢って？」

「はい、ただいま。破魔矢は、鏃やじりに銀を使用した、アンデッド特とつ攻こうのアイテムです。使用するには【弓】系のセンスが必要なので、【弓】系センスを持ってない方には主に観賞用ですね」

　俺は、破魔矢について質問してきたお客さんに丁てい寧ねいに商品の説明をしつつ、甘酒を木製のコップに注いで配る手も止めない。

　ここで扱あつかっている商品の中では、【結晶柱】のお守りと正月限定のお菓子が一番売れていて、客は、それを買うついでにタダの甘酒を貰もらいに来るために、甘酒配りは結構忙いそがしい。

　また、破は魔ま矢やは、当初あまり売れ行きが良くないようだったが、俺がここを担当してからは、少しずつだが売れ始めた。

　何故なぜだろう、と首を傾かしげるが、まぁ売れることは良いことだと深くは考えないことにした。

　そして──

「──完売しました！　全商品完売しました！　あとは、甘酒の無料サービスだけです～！」

　ラテムさんの張り上げる「完売！」の声に、自分で思っていた以上に緊きん張ちようしていた俺は、ふっと肩の力が抜けた。

「ユンも休んでいいぞ。後は、こっちでやるから」

　クロードからそう提案されたものの、商品は全部売れたが、甘酒サービスの列にはまだお客さんが残っているため、俺はもう少しだけ手伝うことにした。

「うーん。もうちょっとやるよ。先にミュウとセイ姉ぇを休ませてくれるか？」

　ミュウとセイ姉ぇが休きゆう憩けいを終える頃ころには、深夜零れい時じを少し過ぎているだろう。その頃には、大聖堂の方も空すいてそうだ、と考えながら、俺は次々と木製のコップに甘酒を注ぐ。

　そして、次のプレイヤーにも──

「はい。甘酒をどうぞ。体が温まります……よ？」

「ユン、おまえなんでそんな格好してるんだ？」

「──っ!?　タク！　おまえこそなんでいるんだ!?」

　流れ作業で甘酒を渡していたために、目の前にタクが受け取りに来ていたことに気が付かず、俺は驚きの声を上げる。

「軽くソロで狩かりした帰りに、甘酒の無料サービスやってたから来たんだよ。満腹度回復のためにな……そしたら、お前が居た」

「そ、そうか……」

　幼おさな馴な染じみのタクに巫女服姿を見られて、羞しゆう恥ち心しんから顔が熱くなる。

　タクとしては、また女物の服を着せられている、程度の認識だろうけど、俺としては、知り合いにこの姿を見られたことが、恥はずかしくてたまらない。

　それに──

「ふーん。ユン、その格好似合ってるな」

「またそういうこと言って！　俺の羞恥心を煽あおるなよ！」

　俺はそう言って抗議の声を上げるが、そんな俺とタクを見かねたカリアンさんとラテムさんが、助け船のつもりで、俺たちに提案してくれた。

「ユンさんは、ちょっと休憩した方がいいんじゃない？　僕らが代わるよ」

「そうね。タクくんと一いつ緒しよに、奥の休憩室使っていいわよ」

　確かに、気が動転している状況で甘酒を配ってもミスしそうだ。

　俺は素す直なおに頷うなずき、タクを連れて店の奥の休憩室を借りることにする。

　その時、「なんだ、サービス係、代わっちゃうのか」という落らく胆たんの声や、「もう少しでユンちゃんから甘酒貰えたのに……あいつ許さん！」などという怨えん嗟さの声が聞こえた気がしたが、振ふり返ると、プレイヤーたちは大人しく一列に並んでいたので、俺は、気の所せ為いだったかなと首を傾げつつも、深くは考えないことにした。

　そして、タクを連れて休憩室に入った俺は、先に休んでいたミュウとセイ姉ねぇに、労ねぎらいの言葉をかけられた。

「ユンお姉ちゃん、お疲つかれ。それと、タクさんだ。なんでいるの？」

「ユンちゃん、お疲れ様。それとタクくんもいらっしゃい」

　ミュウは、お菓か子しを食べながら不思議そうに首を傾げ、セイ姉ぇはごく自然にタクに挨あい拶さつしていた。

「ミュウちゃんにセイさん、こんばんは。甘酒貰いに来たんだけど、ユンと喋しやべってたら邪じや魔まになってたみたいで、二人一緒にこっちに案内されました」

　そのタクの説明は、基本間違っていないので、俺はとりあえず黙だまっていることにした。

　そして、俺たちが休憩室でお茶を飲んで休んでいると、クロードが入ってきた。

「急な手伝いを頼たのんで悪かったな。これは、約束の【結晶柱】のお守りだ」

　そう言うと、クロードは、、俺とミュウとセイ姉ぇに、それぞれ一人一つずつ、小さな六角形の結晶がアクセントとなっているシンプルなお守りを手て渡わたした。





【結晶柱】のお守り【装そう飾しよく品ひん】（重量：１）
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　まだ追加効果を付けられていないお守りを、俺たち三人は嬉うれしそうに受け取る。

　その時、タクが少しだけ羨うらやましそうに見ていたが、見せびらかす趣しゆ味みはないので、すぐにインベントリの中に仕し舞まい込んだ。

「そろそろ年とし越こしカウントダウンだ。みんなで一緒に新年を迎むかえたいから、店の前まで出てくれるか」

「ああ、分かった」

　俺たちは連れだって、休憩室から喫きつ茶さ店てん内を抜け、お店の前の通りへと出た。

　皆みな、メニュー画面の時計を見て、年越しのカウントダウンを始めていた。

「「「10、９、８……」」」

　俺、ミュウ、セイ姉ぇ、タクが横一列に並んで夜空を見上げ、新年のカウントダウンに加わる。

「「「３、２、１……」」」

　遠くで除じよ夜やの鐘かねが大きく打ち鳴らされ、上空に色取り取りの魔ま法ほうの光こう球きゆうが打ち上げられる。

　それに参加するミュウとセイ姉ぇ。そして俺にも加わるようにアイコンタクトをしてくる。

「全く、仕方がないな。──《エクスプロージョン》！」

　俺は、地属性の攻こう撃げき魔法の《エクスプロージョン》を頭上に向けて打ち上げる。

【空の目】が、夜空のとある一点にターゲットを取り、俺は、そこを起点に魔法を発動させる。

　かなりの上空で発動した魔法は、打ち上げた跡あとを作らずに、大きな黄色の爆ばく発はつを生み出す。

　遮さえぎる物のない夜空で、その爆発は、拡散して夜空を彩いろどる。

「──《ダイヤモンド・ダスト》！」

「──《ソル・レイ》！」

　隣となりでは、ミュウが収束光線を上空に放ち、それがセイ姉ぇの生み出した細かな氷の空間を通過すると、氷の結晶が光を乱反射させて、夜空に光のイルミネーションを作り出す。

　そのような魔法を使った打ち上げ花火のような光景が、現在、町のあちこちで、新年の夜空を彩っていた。

「えへへへっ、今年もよろしくね。セイお姉ちゃん、ユンお姉ちゃん、タクさん」

「はいはい。今年もよろしくな」

　俺は、ミュウの頭を撫なでながら、セイ姉ぇやタクとも、新年の挨拶を交かわした。







　　　一章　年とし越こしアップデートと拡張才能







「おっ、年越しアップデートの内容が告知されてるな」

　年越しカウントダウンの後の魔法によるパフォーマンスが終わり、周囲に落ち着きが戻もどり始めた頃、タクがメニューを開きながら、そう口にした。

　俺たちも自分のメニュー画面を開き、アップデート内容を確かく認にんするが、ざっくりとした内容しか出ておらず、俺は首を傾げる。

「多数のクエスト追加、アイテム追加、細々としたバランス調整？」

　具体的なことが何一つ書かれていないアップデート内容に対して、タクとミュウは、なにやら納なつ得とくしている。

「これまで通りに自力で探せってことだな」

「よーし！　私たちもクエストを探しに──『ちょっと待て！』──」

　巫女みこ服姿のまま駆かけ出していきそうなミュウの肩かたを摑つかみ、引き留める俺とセイ姉ぇ。

「初はつ詣もうでに行くんだろ。言い出した本人がなに放ほう棄きしようとしてるんだ」

「お姉ちゃん悲しいなぁ。ミュウちゃん、私たちを置いてどこかに行こうとするんだから」

　俺は正論で諭さとし、セイ姉ぇが感情論で訴うつたえかける。

　それに対し、ミュウは声を詰つまらせ、シュンとちょっとだけ落ち込んだ。

「ごめんなさい。先走っちゃった」

　素直に謝るミュウに対して、セイ姉ぇがニコニコと笑え顔がおでその頭を撫で、俺も微び笑しようを浮うかべてミュウを見つめる。

　そして、ふと隣に立つタクと目が合ったので、尋たずねてみる。

「タクも一緒に行くか？　大聖堂へ初詣」

「そうね。みんなで一緒に行けば楽しいわね。今なら空すいていると思うわ」

　俺がタクを誘さそい、セイ姉ぇも名案とばかりに同意する。

　年越しの行事が終わり、アップデートで変へん更こうされたクエストやアイテムを探しに散らばり始めるプレイヤーたち。

　確かに、この状態なら、大聖堂に集中していたプレイヤー人口もだいぶ減っているだろう。

　俺たちの提案に対して、タクは何かを考え込むような仕草を見せるので、何か予定が入っているのかと、俺は尋ねてみた。

「何か予定とかあるのか？　この後、ガンツたちと合流するとか」

「いや、予定はない。うちのパーティーメンバーは全員、正月に予定とか入ってて、ログイン時間がバラバラになるから、年明け一週間はそれぞれ好き勝手に動くようにしたんだ」

「そうなのか」

　それを聞いて、セイ姉ぇも同じようなことを口にする。

「やっぱり、どこもそうなのよね。ミカヅチも、色々と新年の飲み会があるとかで、落ち着くまでログイン頻ひん度どは落ちるみたい」

「正月とはいえ、トップ二人が機能していないって、それでいいのか、最大手ギルド」

　俺のツッコミに、ギルド【ヤオヨロズ】のサブマスターであるセイ姉ぇが微ほほ笑えみ、大だい丈じよう夫ぶ、と答える。

「私がしっかり指示を出してるし、優ゆう秀しゆうなプレイヤーもいるから問題ないわ」

　そう言って、俺たちが話をしている間に、しょんぼりしていたミュウはいつの間にか復活し、元気よく俺たちに声を掛かけてくる。

「いつまでもここで話してないで、とっとと着き替がえて初詣に行こうよ！」

「早く着替えてこい。俺はここで待ってるから」

「分かった。それじゃあ……」

　タクにも着替えを促うながされて、俺は、ミュウとセイ姉ぇを連れて、コムネスティー店内の試着室に向かう。

　そこで、巫女服からオーカー・クリエイターの冬服装備に切り替えた俺が試着室を出ると、ほぼ同じタイミングで、ミュウとセイ姉ぇも出てきたので、三人でタクの所に戻った。

「待たせて悪いな。それじゃあ、行くか」

「そうだな」

【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】を出る際、俺はクロードに一声掛け、ついでに巫女服を返そうとしたのだが、そのままプレゼントされてしまった。

　微び妙みような表情になる俺に対して、ミュウとセイ姉ぇがちょっと嬉しそうにしているのを見たら怒おこるに怒れずそのまま受け取ることになった。

【コムネスティー喫茶洋服店】を出ると、ミュウとセイ姉ぇが、大通りの露ろ店てんを冷やかしながら先を行く姿を見ながら、俺はタクと並んで歩いていく。

「おーい！　ユンお姉ちゃん！　タクさん！　早く来ないと置いてっちゃうよ！」

「ふふふっ、こうして四人で初詣って、いつぶりかしらね。なんだか懐なつかしいわ」

　大きな声で俺たちを呼ぶミュウと、昔を懐かしむセイ姉ぇに、俺とタクは苦笑いを浮かべて、歩く速度を上げる。

　そして、その場所から少し移動した時──『くそっ、新年早々ハーレムパーティーかよ！』『ゲームもリアルもリア充じゆうかよ。ガッデム！』『幼おさな馴な染じみ属性で、年上、同い年、年下の美人三さん姉妹しまいとか、それなんてギャルゲーの世界だよ！』

　そうした声が聞こえてきたために、何事かと振ふり返ると、今にも血の涙なみだを流しそうな表情の男性プレイヤーたちがいるのだが、俺もタクも男だし、周囲にいるのは男性の比率が高いパーティーが大半だ。

　どこにハーレムパーティーがいるのだろうか？　と、俺は立ち止まって首を傾かしげてしまう。

「ユン、どうしたんだ？　ミュウちゃんとセイさんが待ってるぞ」

「ごめん」

　タクと共に、先行する二人の後を追い、大聖堂の前に辿たどり着く。

　今もまだ、普ふ段だんより多少プレイヤーが多かったが、それでもスムーズに大聖堂の中に入ることができた。

　蠟ろう燭そくの仄ほのかな光に照らされた空間は、ステンドグラスの窓から射さし込んだ月光が、床ゆかに儚はかなげな色取り取りの絵を映し出している。

　普段は人ひと気けの少ない空間で、プレイヤーたちが順番に女め神がみ像の前でお祈いのりする。

　ただ、その方法が、床に膝ひざを突ついて祈ったり、普ふ通つうに手を合わせるだけだったり、神社での参拝の仕方だったりと、割と自由過ぎるプレイヤーたちの姿に、俺は苦笑いを浮かべる。

　そして、俺たちの番が回ってくる。

「それじゃあ、祈ろう」

　タクの一言に、俺とセイ姉ねぇは目を瞑つぶって祈るが、途と中ちゆう、パンパンと手を叩たたく音が微妙にズレて聞こえたので、ミュウとタクは、どうやら神社の参拝方法でお祈りしたらしい。

　祈り方ひとつにも、それぞれの性格が出るのかもな、と思いつつ、俺は今年一年の願いを心の中で唱える。

（今年も一年、俺の知り合いたちがみんな元気で、楽しく過ごせますように）

　俺が願い事をしていると、ふと隣からの視線を感じて目を開いた。すると、ミュウが横目で、俺の横顔を見ていた。

「……どうしたんだ、ミュウ？」

「いや、ユンお姉ちゃんは、何をお願いしたんだろう、と思って」

　俺とミュウの会話を耳にして、セイ姉ぇとタクも願い事を終えて、こちらを見る。

「あら、私も聞きたいわ。ユンちゃんが何をお願いしたのか」

「むぅ。そう言うミュウやセイ姉ぇは何を頼たのんだんだよ」

　俺は、ただ一方的に聞かれるのは恥はずかしいので、逆にそう問い返すと、ミュウとタクが胸を張って答えた。

「レベルアップして強敵と戦えますように！」

「俺の剣けんコレクションに新しい武器が増えますように！」

　こいつらは……と、俺がジト目を向ける一方、セイ姉ぇは少し遠い目をしながら──

「私は──レアドロップが出ますように、って」

（（（──せ、切実だ！）））

　セイ姉ぇは、物ぶつ欲よくセンサーが働いているのか、セイ姉ぇ自身が欲ほしいアイテムが極きよく端たんにドロップしないドロップ運の悪さを持っている。

　それを改善するための切実なお願いに、俺とミュウ、タクは、一様にセイ姉ぇのドロップ運のなさに、何も言えず、心の中で涙する。

　そんな俺たちの沈ちん黙もくを受けて、セイ姉ぇは雰ふん囲い気きを変えるように俺に話を振る。

「みんな言ったから、ユンちゃんも教えてよね。私たちだけに言わせるのはズルいわよ」

「えっ!?　その……やっぱり、答えるの恥ずかしいんだけど……」

「駄だ目めだよ！　私たちのお願い事を聞いたんだから、ユンお姉ちゃんも言わないと。じゃないと許さないんだから！」

　ごくごく普通の願い事なんだけど、という言葉を飲み込み、若じやつ干かんの気恥ずかしさを覚えながら、俺は答えた。

「今年も知り合いたちみんなが元気で、楽しく過ごせますように、ってニュアンスの内容……って、何だよ！　何か言えよ！」

　俺が視線を逸そらしながら答えると、ミュウたちから生温かい視線を受けて、余計に恥ずかしくなる。

「ユンお姉ちゃんは、いつもみんなを思ってくれてるから大好きだよ！」

「そうね。ユンちゃんは、優やさしいわね」

　生温かい視線のまま、俺に抱だき付いてくるミュウと頭を撫なでてくるセイ姉ぇに対して、願い事を言う前よりも気恥ずかしさが増して、俺は逃にげるように大聖堂の出口に足を向ける。

「もう初詣は終わっただろ。俺は帰るぞ！　帰って寝ねる！」

　ところが、ミュウは、そんな俺を引き留める。

「ユンお姉ちゃん、まだ帰っちゃ駄目だよ！　一いつ緒しよにアップデートされたクエストやるの！」

「きゃっ!?　ミュウ、どこ触さわってる！　あー、分かったから離はなれろ！」

　俺の後ろから抱き付くようにして引き留めるミュウに、冬服の隙すき間まから手を差し込まれ、胸や脇わき腹ばらを触られそうになって、俺は思わず年とし越こしアップデート後のクエスト探しを手伝うことを了りよう承しようしてしまった。

　そんな俺たちの様子を微笑ましそうに見つめるタクは、軽く俺の肩かたを叩いてくる。

「ユンは、ミュウちゃんにホント甘いよな」

「その通りだから何も言えない」

　はぁ、と溜ため息いきを吐ついて、鼻歌交じりで大聖堂から出ていこうとするミュウの後を追う。

「これ、最悪徹てつ夜やしても見つからなくて、後で攻こう略りやくサイトの情報とかで知るとかないよな」

「あははっ、それは……ないとは言えないわね」

　俺の呟つぶやきに、セイ姉ぇが乾かわいた笑い声を漏もらすが、俺の杞き憂ゆうは、すぐにミュウに吹ふき飛ばされた。

「お姉ちゃんたち！　早さつ速そく見つけたよ！」

「見つけるの早っ！」

　大聖堂から出たばかりなのに早くも一つ目を見つけたミュウは、とある方向を指差す。

　そちらを見ると、大聖堂の横に、小さな庭園の入り口があった。そこには、一人の壮そう年ねんの神父が立ち、その前にはプレイヤーの行列ができている。

「あれがアップデートで追加されたクエストＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター？」

「いや、あれは前からあそこにいる神父ＮＰＣだよ」

「確か、聖水を売っているのよね」

　そう言うセイ姉ぇの説明によると、アクティブなアンデッド系ＭＯＢを、一時的にノンアクティブにするアイテムを売っているとのことだ。

　それは生産アイテムの素材として使うことができると聞き、俺は新たな発見にちょっと嬉うれしくなる。

「それじゃあ、俺もその聖水を買おうかな。でも、なんか物を売買してる雰囲気じゃないんだけど」

　目の前の行列は、明らかに、アイテム購こう入にゆうのためのものには見えない。パーティー単位で神父ＮＰＣと話をした後、列から抜ぬけて相談を始めるパーティーや、神父ＮＰＣと短く言葉を交かわした後、落らく胆たんした様子ですぐにどこかへ行ってしまうプレイヤーはいるのだが、物を買ったり売ったりしたようなプレイヤーがいないのだ。

　漏れ聞こえてくるやり取りの内容は断だん片ぺん的なもので、アイテム名だったり、敵ＭＯＢの名前だったり、何らかのお遣つかい事のようだったりする。

「どうなってるんだ？」

「そんなの、直接話を聞いてみればいいじゃない！」

　そう言って、ミュウが早速列の最さい後こう尾びに並んだので、俺たちも苦笑いを浮うかべつつその後ろに並ぶ。

　そして、前に並ぶプレイヤーと、暇ひまつぶしがてらの情報交こう換かんで、間接的にではあるが、クエスト内容を把は握あくすることができた。

　それは、センス拡張クエスト。

　センスを取得するために必要なＳＰセンス・ポイント50を消費して、神父ＮＰＣから出される幾いくつかのランダムな内容のクエストをクリアすると次の段階に進み、その最終的なクエストクリア報ほう酬しゆうが、新しいセンス装備枠わくなのだそうだ。

「……センス拡張クエストかぁ」

　そして、俺は自身のセンスステータスを確かく認にんする。






所持ＳＰ64




【長弓Ｌｖ31】【魔ま弓きゆうＬｖ10】【空の目Ｌｖ17】【看かん破ぱＬｖ29】【魔道Ｌｖ20】【地属性才能Ｌｖ30】

【付ふ加か術じゆつＬｖ44】【調教Ｌｖ30】【調薬師Ｌｖ12】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ10】




控ひかえ




【弓Ｌｖ50】【俊しゆん足そくＬｖ22】【錬れん金きんＬｖ45】【合成Ｌｖ45】【彫ちよう金きんＬｖ26】【生産職の心得Ｌｖ７】

【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ10】【急所の心得Ｌｖ10】








　ＳＰは64あるので、クエストを発生させる条件は満たしているが、俺はあまり乗り気ではなく、それにタクが目め敏ざとく気付く。

「なんだ、ユン。やる気のない声を出して」

「いや、なんか俺が一緒にこのクエスト受けると、みんなのパーティーメンバーや仲間たちに申し訳なく感じるんだよな」

　ミュウには、ルカートたちのようなパーティーメンバーがいる。

　セイ姉ぇには、ミカヅチを含ふくむギルド【ヤオヨロズ】の面々がいる。

　タクには、ガンツたちパーティーメンバーがいる。

　俺以外の三人には、そうしたパーティーメンバーやギルドの仲間がいるのに、その仲間を差し置いて、俺がこの三人と一緒にセンス拡張クエストを受けていいのだろうか、と、俺は後ろめたさを感じるのだ。

　そう言いながら、冬服の胸付近を摑つかんでいた俺の右手が、セイ姉ぇの両手でそっと包み込まれる。

「ユンちゃんは優しいね。だけど、気にしなくていいのよ。私は、このお正月中は、ユンちゃんたちにべったりのつもりだから」

　俺は、セイ姉ぇの言葉に軽く目を見開く。

「セイ姉ぇ、いいの？」

「うん。ユンちゃんやミュウちゃんと纏まとまった冒ぼう険けんができるって中々ないからね。どうせなら、このお正月の目標に、私たち三人でセンス拡張クエストをクリアする、ってのはどう？」

「セイお姉ちゃん！　タクさん忘れてるよ！　タクさんも入れて幼おさな馴な染じみ四人での攻略だよ！」

　ミュウがセイ姉ぇの発言の誤りを指し摘てきすれば、そうね、私たち四人でね、と微ほほ笑えみながら訂てい正せいするセイ姉ぇ。

　そして、タクは──

「ユンは、俺たちの仲間より先に、一緒にこのクエストを受けるのは気が咎とがめるって言うけど、出されるお題はランダムなんだ。同じクエストが当たらない限り、また新しん鮮せんな気持ちで挑ちよう戦せんできるし、ガンツたちは別段気にしないさ」

　タクがそう言うと、ミュウもセイ姉ねぇも頷うなずく。

「それじゃあ、受けてもいいってことかな？」

　俺が改めてそう尋たずねると、ミュウとセイ姉ぇが俺の両側に立ち、俺をきゅっと抱だき締しめて頭を撫でてくる。

「もう、ユンお姉ちゃんは。自信を持ってやればいいんだよ！」

「ふふふっ、ユンちゃんは、何も気にすることないのよ」

　そんな二人の行動にビックリして身を硬かたくする俺は、、周囲からの生温かい視線を感じ、気恥ずかしさを覚える。

「ほら、みんな、順番が来たぞ」

「あ、ああ……」

　タクの言葉で、俺は二人から解放されたが、なんとなく別の意味で、これから受けるセンス拡張クエストに対して不安を覚えるのだった。

「好よき日にいらっしゃいました。本日のご用件は何でしょうか？」

「クエストの内容を教えてくださいな！」

　ミュウが元気よくそう答えると、神父ＮＰＣは、ふむ、と考え込むような仕草で、ほんの少しの間、俺たちを見ていた。

　すると、俺たちのメニューが勝手に立ち上がり、センスステータスが表示される。

「皆みな、才能のために日々弛たゆまぬ努力を重ねられたようです。ならば、私が女め神がみの代理人として、その才能に見合う試練を与あたえましょう。さすれば、更さらなる才能が拡がるでしょう」

　そして、メニューに新たな画面が出現する。





──特とく殊しゆクエスト【センス拡張・三つの試練】が受注可能です。

※このクエストは、所持ＳＰ50を消費することで受注可能です。クエスト成功時には、センス装備枠が一つ拡張され、未所持センスを取得することができます。

クエストが失敗した場合には、消費したＳＰは返へん却きやくされます。






　クエストの説明の下に【ＹＥＳ／ＮＯ】の選せん択たく肢しが現れ、俺たちは、【ＹＥＳ】を選択する。

「これよりあなたたちに三つの試練を与えます。試練の内容は、採取、救済、討とう伐ばつ。三つの試練を全すべて達成することができたら、もう一度ここに戻もどっていらっしゃい」

　ここで一度、言葉を区切る神父ＮＰＣ。

　俺は、緊きん張ちようからごくりと唾つばを飲み込み、試練の内容に耳を傾かたむける。

「あなたたちに課せられた三つの試練、その内容は──」




　　　　●




「よーし、やるぞー！」

　ミュウが元気よく声を上げた場所は、桃とう藤とう花かの樹きが立つ丘おかの側そばにある、廃はい村そんのポータル前だ。

　夜中の真っ暗くら闇やみの中、ミュウの生み出す光魔ま法ほうの光球を頼たよりに、歩き始める。

「センス拡張クエストの内容が、あれなのか。もっと簡単なのが良かったよ。そして、俺は、今すぐにやらなくてもいいと思うんだけど。暗いし、足場悪いし……」

　そう俺は意見を口にするが、それでもやる気のミュウは止まる気配がない。

「俺としては、難易度が高いほど燃えるんだよなぁ」

「くっ、このゲーム廃人め」

　俺が恨うらみがましい目をタクに向ければ、セイ姉ぇが窘たしなめてくる。

「まぁまぁ、ユンちゃん。それよりユンちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？」

「まぁ、【空の目】のセンスがあるから暗視は問題ないけど……やっぱり不安はあるな」

　俺たちが受けたセンス拡張クエスト。その与えられた三つの試練の内容は──




・採取クエスト：飛ひ竜りゆう山脈で【飛竜の無精卵】を採取する。

・救済クエスト：【流行病の薬】を高原エリアの先にある町に届け、そこの病人を救済する。

・討伐クエスト：ＭＯＢ【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】を討伐する。




　この三つだ。

　だが、これらのクエストの中には、俺たちが知らない情報や、未み探たん索さくエリアに関するものが混じっている。

「飛竜山脈なら、みんなで上手うまく隠かくれながら探せば、何とか【飛竜の無精卵】を採取できると思うけど……」

「でも、採取クエストって面めん倒どう臭くさいよねぇ。こう、バーンと敵を薙なぎ倒たおしたいよ！」

「まぁ、ミュウちゃんの言うことも分かるかな。俺もどっちかって言うと、採取は苦手だから」

　俺が【飛竜の無精卵】の確保方法について算段を立てていると、ミュウの言葉にタクが苦笑いを浮かべながら同意している。

　確かに派手さはないけど、俺は意外と採取は好きなのだが、と内心溜ため息いきを吐つく。

「採取クエストの方は、ユンちゃんが得意だから大丈夫ね。救済クエストは、高原エリアを越こえなきゃいけないから、実質的にボスＭＯＢの【ライトニング・ホース】の討伐クエストみたいなものよね」

　セイ姉ぇがそう言うと、俺は嫌いやそうな顔をセイ姉ぇに向ける。

「俺、ボスとの戦せん闘とうとか正直苦手なんだよなぁ」

「なんで？　楽しいじゃん！　ボスのドロップとかでレアアイテムとかも手に入るし！」

　ミュウが本気で不思議そうにしているが、俺としては、基本ソロプレイだから、パーティー向けのボスとの戦闘は想定していないし、そもそもボスＭＯＢは総じて迫はく力りよくがあって怖こわいから苦手なのだ。今いま更さらだけど。

　だが、それを言うと、兄の威い厳げんが失われそうなので黙だまっていると、タクが口を開く。

「それに、【皇帝愚足蟲】って聞いたことがない敵ＭＯＢだから、探すのに苦労しそうだな。未確認のＭＯＢを探すことが試練の本命かな？」

　苦労しそうと口にしつつも楽しそうなタクに対して、俺は、表情と言ってることが一いつ致ちしていないぞと、内心思う。

　多分、この状じよう況きようを楽しんでいるんだろうな、と思いつつ、俺が遠い目をして、夜の闇の中に聳そびえる飛竜山脈のシルエットを見上げていれば、ミュウが、いつまでも追い付いて来ない俺たちに痺しびれを切らして戻って来た。

「もう！　みんな遅おそいよ！　ほら、もうすぐ飛竜山脈だよ！」

「なぁ、採取だけなら、洞どう窟くつを通ってこっそりと抜ぬければいいんじゃないか？」

「「却きやつ下か！」」

　俺の提案は、ミュウとタクから即そく却下される。

「戦闘を回かい避ひするなんて面おも白しろくない！」

「ワイバーンのドロップアイテムから作る剣けんが欲ほしいから、ワイバーンドロップを集めるぞ！」

　そう言う二人に対して、セイ姉ぇが苦笑いを浮うかべる。

「それじゃあ、戦闘はミュウちゃんとタクくんに任せたわ。私とユンちゃんは、【飛竜の無精卵】を探しつつ援えん護ごするわね」

　それでいい？　と確かく認にんするセイ姉ぇの割り振ふりに、俺たちは納なつ得とくし、真夜中の山道を歩き始める。

　敵ＭＯＢの出現しない下層部分は、ミュウとタクにはつまらない場所らしく、早く先へ進みたいようだが──

「──あっ！　あっちに薬やく秘ひ草そうが生えてる！　そっちには、魂こん魄ぱく草そう！」

　そう叫さけぶと、俺は、蛇だ行こうした山道を逸それて、足場の悪い斜しや面めんに生えている薬草を採取するために飛び出した。そのせいで山脈の中層に辿たどり着くのが遅おくれ始める。

「ううっ！　もう、ユンお姉ちゃん！　なんで薬草ばっかり集めているの！　本来の目的は別でしょ！」

「いや、だって！　これ【メガポーション】や【ＭＰポット】の材料になるんだぞ！　少しでも在庫が増えたらありがたいじゃないか！」

　俺が力強く、そして目を輝かがやかせて言えば、ミュウは、うぐっ、と声を詰つまらせて黙ってしまう。

「あらあら、今度は、ミュウちゃんとユンちゃんの立場が逆転しちゃったわね」

「ユンはほんと、生産に関することとなると目の色が変わるよな」

　そう言って苦笑いを浮かべるタクに対して、ミュウは頰ほおを膨ふくらませて不満そうな表情をしているが、俺が次の一言を言うと──

「この先、ワイバーンとの戦闘になるかもしれないから、ミュウたちに少しメガポーションとＭＰポットを渡わたしておこうか？」

「ホント!?　やったぁ！　ユンお姉ちゃん大好き！」

　全く、現金な奴やつだと俺は苦笑いしつつ、三人にアイテムを渡した後、ミュウの放った光球の灯あかりの届く範はん囲いにあるアイテムを採取していく。

　前回は、時間制限ありのクエスト中だったために採取できなかったフラストレーションがここで爆ばく発はつして、俺は手当たり次し第だいに目に付くアイテムを収集していく。

　大半は、ポツポツ生えている薬秘草や魂魄草だが、地面に転がる石の中にもアイテムは混じってる。

「おっ、こっちは上質な鉄鉱石。珍めずらしいなぁ、それに化石もある。そう言えば、未み鑑かん定ていの化石はかなりの量が【アトリエール】に溜たまってたな」

　そう言って、次々とアイテムを回収している内に、いつの間にか、飛竜山脈の中層に辿り着いていた。

　空は真っ暗で山道は険しいが、周囲には小型ＭＯＢは出現せず、中型、大型ＭＯＢだけであるために、比ひ較かく的てき敵の発見がしやすい。

「ミュウ、前方やや右側から一いつ匹ぴき敵がやって来るぞ！」

　俺は、【空の目】のセンスの暗視と【看かん破ぱ】のセンスによって、敵の奇き襲しゆうを事前に察知し、ミュウに伝える。

「やっとお出ましだね！　タクさん、行きますよ！」

「飛竜の巣がある場所までまだ距きよ離りはあるから、この辺りで肩かた慣ならしでもするか」

　現れたのは、ワイバーンではなく、一回り小さいアーケオプリスという中型ＭＯＢだ。

　黒や白、赤、青などの鮮あざやかな羽毛を持つ、鳥と翼よく竜りゆうの中間のような敵ＭＯＢが、一気に強きよう襲しゆうしてくる。

　それをギリギリまで引き付けたタクとミュウは、互たがいに敵の攻こう撃げきを一度避よけてから、近くの岩場や地面を蹴けり、アーケオプリスの翼つばさに斬ざん撃げきを加える。

　それによりバランスを崩くずして地面に落ちたアーケオプリスに、トドメを刺さそうと、腰こしを沈しずめたミュウとタクが跳とびかかり、二人の攻撃がほぼ同時に決まると、アーケオプリスは光の粒りゆう子しに変わる。

「お疲つかれ様。やっぱり戦闘は、ミュウちゃんとタクくんだけで大丈夫そうね」

　セイ姉ねぇが加勢する必要すらない戦いぶりに、ミュウは得意げに胸を張り、タクはただ好戦的な笑えみを浮かべる。

「ふふん。そうでしょ！　私がいれば百人力なんだから！　最後は私の一撃で倒したんだし！　これなら私だけでもワイバーンは倒せそうだね」

「ミュウちゃん、それは聞き捨てならないなぁ。最後の一撃は、俺が決めたんだぞ。それに、俺だって一人でワイバーンを倒して卵くらい採取できるぞ」

　俺から見たらほぼ同時に決まった攻撃に対して、何故なぜか張り合い始めるミュウとタク。

　ＯＳＯでのラストアタックには、特別な経験値やドロップなどのボーナスはないのに、何故か二人して挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべて睨にらみ合っている。

「なら、タクさん、勝負だよ！　どっちが多くのワイバーンを倒せるか！」

「望むところだ！　行くぞ！」

　そう言って、二人は中層を駆かけ上り、真っ暗な夜空から強襲してくるアーケオプリスに斬きり掛かかっていく。

　そのミュウの動きに合わせて灯あかり代わりの光球が遠ざかるので、セイ姉ぇがインベントリから光源となるランタンを取り出した。

「セイ姉ぇ、二人をあのままにしといていいの？」

「いいんじゃないかしら？　それよりユンちゃん。私もギルドの生産職の子たちへのお土みや産げに、薬秘草と魂魄草が欲しいんだけど」

「なら、俺たち二人は、素材を採取しながら【飛竜の無精卵】探しを頑がん張ばろうか」

　俺の提案にセイ姉ぇが頷うなずくと、俺が先導してアイテムの採取をしながら、飛竜山脈の上層を目指す。

　手に入るのは、薬秘草、魂魄草のような薬草や、地属性の魔法金属であるグランライト鉱石、岩場の隙すき間まから湧わき出る【生命の水】などだ。

　その他にも、薬やく霊れい草そうや魔ま霊れい草そうなどの薬草や、鉄や銀鉱石などの珍しくもないアイテムを採取して、セイ姉ぇと分ける。

　本当は、もっと広範囲を探したいのだが、これ以上採取範囲を広げると、山道から外れてしまう可能性が出てくる。

「薬草とかは、これくらいでいいかな？　そろそろ本命の【飛竜の無精卵】を探さないと」

　そう言って、少し離はなれた場所に浮く光球の下を見ると、次々と襲おそい来るアーケオプリスを撃うち落としていくミュウとタクがいた。

　ミュウは収束光線の魔ま法ほうを使い、タクは飛ぶ斬撃の遠距離攻撃を混ぜながら、有利に戦いを進めている。

　また、一体のアーケオプリスが鳴き声を上げると、その声に引かれて新たなアーケオプリスが現れるというループが発生しており、これじゃ、周囲のアーケオプリスを全ぜん滅めつさせないと終わらないと、俺は思った。

　俺とセイ姉ぇより先に山道を駆けて行ったのに、わらわらと群がるＭＯＢたちに足止めされているミュウとタク。

「ユンちゃん、今がチャンスよ！　ミュウちゃんたちがアーケオプリスたちを引き付けている間に、私たちで卵を探しましょう！」

「あ、うん。分かった」

　セイ姉ぇに力強く言われて、俺は頷き、セイ姉ぇと共に、ミュウたちの戦闘を迂う回かいする形で飛ひ竜りゆう山脈を上っていく。

　図らずも囮おとり役になっているミュウとタクたちを心配しつつも、敵に遭そう遇ぐうせずにあっさりと上層付近までやって来た俺とセイ姉ぇは、そこで【飛竜の無精卵】を探すのだが……

「どこにあるんだろう？」

　上層の斜面には、幾いくつもの穴が空いており、一つの穴が一頭のワイバーンの巣になっているようだ。

「困ったわ。どの巣穴を探せばいいのかしら？　ユンちゃん、分かる？」

「うーん。【空の目】でも、飛竜の体の死角にあるものは見えないからなぁ。あっ、あの巣穴の中にミスリルの採さい掘くつポイントがある！　それに、こっちの巣穴には、回復効果を高める【癒いやし茸たけ】が生えてる！」

「ユンちゃん……」

　卵探しとは関係のないことに興奮する俺に苦笑いするセイ姉ぇ。

「片かたっ端ぱしから巣穴をチェックして、ワイバーンがいない巣穴なら、そのまま潜せん入にゆうして卵探し。中で寝ねているところは、どうにかして巣穴からワイバーンを誘おびき出してから中を調べる、というのはどうかしら？　誘き出されたワイバーンは確実に戻もどって来るから、後々のことを考えれば、先に巣穴の中で倒たおしておいた方が楽なんだけどね」

　俺とセイ姉ぇは、とある巣穴の中でワイバーンが寝ているのを確認すると、入り口の横にある岩場の陰かげに隠かくれて、誘き出し作戦の準備を進める。

「よし、こい──《召しよう喚かん》」

　俺は、【アクアジェルの核かく石いしＬｖ２】を使い、一匹のアクアジェルを呼び出す。

「おまえは、この穴に入って、この五つの球を、なるべくワイバーンの側そばに置いて来てくれ」

　すると、俺が地面に置いたボムのマジックジェム五個を体内に取り込んだアクアジェルは、ポヨン、ポヨンと弾だん力りよく性のある体を跳はねさせながら、ワイバーンの巣穴の中にマジックジェムを運んでいく。

「ユンちゃんのアイテムは、ほんと便利よね。私が巣穴に魔法を放てば、すぐに見つかっちゃうし」

「マジックジェムは、時間差で攻撃できるから、隠れる隙すきもできるしね」

　任意に起き爆ばくできる爆ばく弾だんのように使えるマジックジェムは非常に重宝するし、使い捨てできる。アクアジェルのような合成ＭＯＢたちも、低コストで安全に、指定した作業をこなしてくれる。

　俺たちは、アクアジェルがマジックジェムを設置して戻って来るまで、小声で談だん笑しようしていた。

「そういえば、ユンちゃんは、まだ【地属性才能】のまま？　あまり使わないから成長しないのかな？」

「あー、そう言えば、レベル上がって上位センスに成長できるんだった」

　忘れてた、と俺が呟つぶやけば、セイ姉ぇが苦笑いしながら、上位の魔法について教えてくれる。

「なら、取得した方が良いわよ」

「じゃあ、そうしようかな」

　俺は、メニューを開き、【地属性才能】を、ＳＰ２を消費して上位の【大地属性才能】のセンスに成長させる。

【地属性才能】で使えた魔法はそのまま使えるが、新しい【大地属性才能】はレベル１からのスタートとなり、新しい魔法もまだ追加されていない。

「あれ？　魔法のスキルが追加されてない？」

「そうよ。上位の属性才能のセンスは、あまり多くの魔法は覚えないわね。レベルアップで覚えるのも10レベル刻みよ。ただ、下位の属性才能で覚えた魔法を使い続けていくうちに、そこから派生した魔法を覚えられることもあるわ」

　そう説明するセイ姉ぇの言葉に、俺は耳を傾かたむける。

　派生魔法を覚えるには、俺が【料理】センスで覚えた《食材の心得》みたいな、なんらかの条件が必要なのだろう。

　そう思って聞いていたが、途と中ちゆうでセイ姉ぇが困ったように眉まゆ尻じりを下げている。

「ただ、普ふ通つうだったら、上位センスを取得した時点で、下位センスから派生した魔法スキルの取得条件を満たしていることが多いと思うんだけど、ユンちゃんの場合、一つも覚えてないなんて不思議ね」

「一応魔法は使って……」

　いる、と言おうとしたのだが、一つの可能性に思い至る。

　俺の持っている【付加術】のセンスにある《技能付加スキル・エンチヤント》というスキルは、アイテムに自身の持つスキルを与あたえて、それを任意に発動させることができるものだ。

　そのスキルで作ったアイテムの代表例が、先さき程ほどアクアジェルに持たせたマジックジェムである。

　その性質上、アイテムにスキルをエンチャントすることで、【付加術】と【地属性才能】のセンスのレベル上げにも貢こう献けんしてきた。

　だが──もし、それがセイ姉ぇの言う派生魔法取得に必要な魔法の使用回数にカウントされていなかったとしたら……

「ユンちゃん、どうしたの？」

「セイ姉ぇ……もしかして俺、全然魔法使ってないかも」

　ポツリと呟き、ガクリと肩を落とした俺を宥なだめるように、セイ姉ぇが俺の頭を撫なでてくる。

　そして、俺が理由を説明すると、あらあらと困ったように微ほほ笑えむセイ姉ぇ。

「そういう理由なら仕方がないわね。でも、派生魔法は、それほど取得が難しいってわけじゃないから、これからは少しずつ自分でも魔法を使いましょう」

「うん。そうするよ」

　そんな話をしていた時、マジックジェムの運うん搬ぱんを頼たのんだアクアジェルが戻って来た。

　どうやら、小さいスライム系の合成ＭＯＢに、ノンアクティブのワイバーンは反応しないみたいで、無事に帰き還かんすることができた。

「さぁ、ユンちゃん。爆発させて巣穴の中を確かめましょう」

「ああ、その前に……おまえたちも手伝ってくれ！　──《召喚》！」

　巣穴に設置したマジックジェムを爆発させる前に、今度は、更さらに数十匹ぴきのスライム系合成ＭＯＢを周囲に呼び出し、俺はある指示を出す。

「全員、静かにこっそりと、この穴以外の穴の浅い場所にあるアイテムを回収してきてくれ！」

　俺の指示と共に、合成ＭＯＢたちは、バラバラに分かれてあちこちの巣穴にポヨンポヨンと向かっていった。

「よし、上手うまくいけば、これで目的のアイテムが回収できるぞ」

「ユンちゃんは、何でも面おも白しろい使い方をするわね。さぁ、今度こそ、この巣穴を確かめましょう」

「それじゃあ、行くよ──【ボム】！」

　俺は、キーワードを唱え、アクアジェルが置いてきたボムのマジックジェムを起動させる。ワイバーンの巣穴から一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが漏もれ出るのを見た直後、マジックジェムの多重爆発が巣穴を揺ゆらし、飛竜の眠ねむりを妨ぼう害がいする。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡ──』

　咆ほう哮こうを上げ、のっそりと巣穴から姿を現したワイバーンは、冬の限定クエストイベントの時に見たレイドボスのワイバーン亜あ種しゆに比べて二回りほど小さく、緑色の鱗うろこと蝙蝠こうもりのような翼つばさを持っていた。

　そして、山脈の斜しや面めんを助走するように駆かけ下りると、そのまま真っ暗な空へと飛び立っていった。




　　　　●




「気付かれなかったみたいね。それじゃあ、調べましょう」

　セイ姉ねぇと俺は、ワイバーンが飛び去った後の巣穴へと、急いで駆け出した。

　そして、【飛竜の無精卵】を確保すべく、巣穴中を探して見つけたものは──

「うわぁ、これ全部宝石の原石か」

　ワイバーンの巣穴の奥には、小高い石の山ができ上がっていた。それも全部が、マジックジェム作りに使われる中サイズ以上の宝石の原石だ。

　俺は、目を輝かがやかせてその山に近づくと、一つ一つ確かく認にんする。

「これはルビー、こっちはサファイア、そしてエメラルド、トパーズ、ガーネット！　色んな種類が集まってる！」

「うーん。クエスト的には外れだけど、収しゆう穫かく品としては当たりの部類ね。折角だから貰もらっていきましょう」

　そう言って、セイ姉ぇと俺で手分けして宝石の原石を回収する。

　インベントリに入れて分類された原石を確認すれば、宝石の原石が約９割、金や銀、ミスリルなどの金属鉱石が残り約１割、そして、極ごく々ごく少数の化石などが混じっていた。

　俺の【細工】系のセンスは、鉱石や宝石の原石は鑑かん定ていできるが、それ以外の化石などのアイテムには、詳しよう細さいな鑑定ができない。

　すると、【細工】系センスを持たないセイ姉ぇが、とあるアイテムを見つけて、俺に見せてくる。

「ねぇ、ユンちゃん。この綺き麗れいなのも宝石？　角度によって光り方が違ちがうんだけど」

「セイ姉ぇ、これは珍めずらしいよ！　これオパール化した化石だよ！」

　分類上は化石であるため、詳細な鑑定は、専門のＮＰＣに頼むか、化石鑑定に対応するセンスが必要だが、このアイテムは、化石でありながら宝石としても分類されるために、俺のセンスでも鑑定ができた。

　一つは【竜りゆう骨こつの化石宝石】といい、乳白色の艶つやを持った小さな骨であり、もう一つの【竜りゆう牙がの化石宝石】は、海のような青みを帯びた色と輝き方をしている。

「はぁ、凄すごいなぁ。こんなものが化石にあったんだ」

「でもこれ、何に使えるのかしら？　宝石の加工品？」

「そうだね。普通の化石なら、復元して【○○の竜の骨・牙きば】みたいな感じにすることができるんだけど、これは、宝石になった化石だから、復元する代わりに宝石系の生産素材として使えると思うよ」

「そっかぁ。早さつ速そく、初はつ詣もうでのお願い事が叶かなったのかしら？」

　ドロップ運やアイテム運のないセイ姉ぇは、そう呟き軽く微笑む。

　その時──

『ＧＹＡＡＡＡＡＡ──』

　洞どう窟くつの外で飛ひ竜りゆうの咆哮が聞こえ、俺たちは緩ゆるみかけた気持ちを引き締しめた。

「ユンちゃん、そろそろワイバーンが戻ってきたようね。私たちもこのくらいで戻りましょう」

「分かった。鉢はち合あわせはしたくないもんな」

　ワイバーンの巣穴は、行き止まりの洞窟になっているために、外に出たワイバーンが戻って来た時、逃にげ場がなくなるのだ。

　それを避さけるために、俺とセイ姉ぇは、巣穴に溜ため込まれた宝石の原石の３割ほどを残して回収し、急いでそこから脱だつ出しゆつする。

　そして、少し経たった後、自身の巣穴の周囲を調べて異変はないと安心したワイバーンは、巣穴の中へと戻もどっていった。

　俺たちが、ワイバーンの溜め込んでいた宝石の原石の７割方を奪うばっていたが、特に巣穴の中が騒さわがしくなる様子はない。

　そこで、俺とセイ姉ぇは次の巣穴に向かい、先程と同じ方法で、中のワイバーンを追い出した。

　そして、今度の巣穴の中身に期待しながら見たものは、乾かわいた黒い土の塊が積み上げられた小山だった。

「うっ、なにこの臭におい」

　セイ姉ぇがハンカチを取り出し口元を押さえてそこに近づくのを躊躇ためらうが、俺は、臭いを我が慢まんして、インベントリから農業用のスコップと鉱石運搬用の麻あさ袋ぶくろを取り出すと、スコップでその黒い土を袋ふくろの中に詰つめて回収した。

　そして、インベントリ内で確認したそのアイテム名は──【飛竜の糞ふん】だった。

「……うわっ、こんなアイテムもあるのかよ。こりゃ、完全に外れの巣穴だろ」

　そんな俺の呟きに対して、セイ姉ぇが声を掛かけてくる。

「ユンちゃん、何か分かった？」

「ここは完全に外れだな。【飛竜の無精卵】もないし、あるのは悪あく臭しゆうを放つ【飛竜の糞】だけ」

「それなら、とっととここから出ましょう。ううっ、私やっぱりアイテム運がないわ！」

　先程の宝石化した化石を手に入れたことでアイテム運が上向いてきたのかと思ったら、一気に落とされて若じやつ干かん涙なみだ目めになってるセイ姉ぇ。

　セイ姉ぇの素す早ばやい撤てつ退たい判断は、外れの巣穴ということもあるだろうが、この悪臭漂ただよう場所には、もう一秒もいたくないという気持ちのためだろう。

　俺も、得るものがない巣穴からはすぐに出ようと、一歩踏ふみ出しかけて閃ひらめく。

　この黒土というか【飛竜の糞】を、【アトリエール】の薬草畑で使えないだろうか。

　骨こつ粉ぷんや枯かれた野草に珍しい【飛竜の糞】を混ぜた肥料を作ることができれば、さらに薬草の収穫量が増え、品質が向上するかもしれない。

　そう思った俺は、【飛竜の糞】の塊でできた小山へと向き直り、麻袋四つ分だけ素早くインベントリに回収して、セイ姉ぇを追い掛けるように巣穴から飛び出した。

「ふぅ、外の空気がおいしく感じるな」

「……ユンちゃん、遅おそかったけど何かやってたの？」

　大聖堂で神かみ頼だのみしてもアイテム運が向上しなかったセイ姉ぇは、ワイバーンに見つからない岩場の陰かげに座り込んで、力ない声で俺にそう尋たずねてくる。

「あの糞が【アトリエール】の薬草畑で使う肥料の材料になりそうだから、少しだけ回収してた！」

　俺がそう説明すると、セイ姉ぇは俺に生温かい目を向けてくる。

「なんだかユンちゃんが羨うらやましいわ。外れの巣穴を引いても楽しめるところが……」

　若干、羨ましがられてないような気がして俺は首を傾かしげるが、そんな俺の様子を見たセイ姉ぇがくすくすと笑い、元気を取り戻す。

「うん、もう大だい丈じよう夫ぶ。ドロップ運やアイテム運が悪いのは、今に始まったことじゃないからね。さて、次こそ【飛竜の無精卵】を見つけましょう」

　セイ姉ぇの言葉に頷うなずき、それじゃ次の巣穴へ、と思っていた矢先、俺たちのいる巣穴の下方から真っ赤な火柱が上がり、空に向けて収束光線が何本も放たれた。

「何事!?」

「ミュウちゃんたちが上層に辿たどり着いたのね。ついでに、私たちがこの巣穴から追い出したワイバーンともう一体別のワイバーンを引っ掛けちゃったみたいね」

　セイ姉ぇが見上げる先には、ワイバーンのブレスの残り火が、チラチラと空中で舞まっている。

　暗視のセンスを持たないセイ姉ぇだが、自分の目で、その残り火が二体分あることを確認してそう判断したようだ。

　実際、【空の目】を持つ俺は、はっきりと二体のワイバーンの姿を確認している。

　そして、戦せん闘とうを繰くり広げるミュウとタクは──

「タクさんと、討とう伐ばつ数は同じ！　あのワイバーン二体を倒たおしたら、私がリード！」

「させるかよ！　俺が先に倒してやる！」

　お前ら、本来の目的を忘れて何の競争をしているんだ、と、俺は呆あきれて見下ろしてしまうが、そこでセイ姉ぇが、ちょっと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。

「ねぇ、ユンちゃん。ここであの二体とも私たちが倒したら、どうなると思う？」

「そりゃ、勝負が決まらないから絶対に悔くやしがるよ……ああ、そういうことね」

　セイ姉ぇは、二人の悔しがる表情を見るために、俺たち二人で倒そうと言うのだ。

　俺も、普ふ段だんの自由な振ふる舞まいの二人に対して、多少の意い趣しゆ返がえしをしたいという気持ちが湧わき起こり、少しだけ悪い笑みを浮かべる。

　ミュウたちよりも高い位置にいる俺たちは、十分にワイバーン二体を狙ねらえる射程圏けん内ないで、その時を待つ。

　ミュウとタクは、協力しつつも、自分が一いち撃げきを入れるために、互たがいの間合いを気にしながら戦っていた。一方で、着実にワイバーン二体のＨＰは減っていく。

　そして、そのＨＰが３割を切り──

「ユンちゃん！」

「セイ姉ぇ、いくよ！　《付加エンチヤント》──インテリジェンス！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　俺は、セイ姉ぇに魔ま法ほう攻こう撃げき上じよう昇しようのエンチャントと、武器に対して水属性上昇のエレメントエンチャントを施ほどこす。

「《空間呪加ゾーン・カースド》──マインド！」

　更さらに、魔法防ぼう御ぎよ低下のカースドに【空の目】のスキルを組み合わせ、視認できる範はん囲いの複数の敵ＭＯＢに対してカースドを施す。

　そうしてお膳ぜん立だてした俺に頷くセイ姉ぇは杖つえを掲かかげ、ワイバーンに向けて振り下ろす。

「堕おちなさい──《メイルシュトローム》！」

　セイ姉ぇが振り下ろした杖の先、ワイバーンたちの真下で、爆ばく発はつするように水が噴ふき上がると、二体の巨きよ体たいを飲み込みながら、上空に押し上げる。

　突とつ然ぜんの出来事に驚おどろき動きを止めるミュウとタクの目の前で、巨大な水の渦うずがワイバーンを山脈の岩に叩たたきつけながら激しく回転する。

　さらに水の威い力りよくが増し、岩のオブジェクトを幾いくつか砕くだき壊こわしていくと、その度たびにワイバーン二体の残りＨＰが一気に減っていく。

　最後の岩に叩き付けられた時、二体のワイバーンは、岩と回転する高圧力の水に挟はさまれて、一体のワイバーンは、咆ほう哮こう一つ上げることなく光の粒りゆう子しとなって消えた。

「うーん。一体だけちょっとＨＰが残っちゃった。ユンちゃんお願い」

「了りよう解かい」

　セイ姉ぇの魔法は、以前見た時より威力を増しているが、先に倒れたワイバーンがクッション代わりになったのか、もう一体へのダメージが僅わずかに軽減されたようだ。

　ミュウとタクは、目の前の光景に驚くも、残った瀕ひん死しのワイバーンを仕留めるために駆かけ出していく。

　だが、その前に俺は、長なが弓ゆみに矢を番つがえて引き絞しぼり、アーツを発動させる。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　引き絞られた長弓から放たれた一本の矢が、暗い夜の中を真っ直すぐに翔かける。

　セイ姉ぇの攻撃で墜つい落らくしていたワイバーンが再び飛ぼうと翼つばさを広げるが、その瞬しゆん間かん、その額に俺の放った矢が深く突つき刺ささり、一瞬の静せい寂じやくが訪おとずれる。

　その直後、巨体の倒れる重低音と衝しよう撃げき音を響ひびかせながら、ワイバーンはゆっくりと横よこ倒だおしになると、最後は光の粒子となって消えた。

「ユンちゃん、お見事！　それじゃあ、ミュウちゃんたちと合流しましょう」

　明るくそう言うセイ姉ねぇに俺は頷き、突然の事態に啞あ然ぜんとしているミュウたちの元に降りていく。

「こーら、二人とも何い時つまで遊んでいるの？　本来の目的忘れちゃダメでしょ」

　セイ姉ぇがやんわりと言いながら姿を見せると、二体のワイバーンのトドメを刺したのが俺たちだと気づいたのか、ミュウは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせ、タクは苦笑いを浮かべている。

「むぅ、分かってるよ！　だけど、タクさんとの勝負が！」

「ここは、引き分けだな。それより、最後にユンとセイさんに見事に持っていかれたなぁ」

　今度は別の勝負で決着をつけるか、と言っているタクに対して、ミュウもやる気満々のようだが、その前にやるべきことがある。

「ほら、倒したワイバーンの巣穴を確かく認にんしにいくぞ」

「そうね。さっきの二体のうち一体は、私たちが巣穴の中を調べるために外に誘おびき出した個体で、既すでに確認は済んでいるから、もう一いつ匹ぴきの方に行きましょう」

　セイ姉ぇが同意すると、ミュウが元気よく手を上げて、その場で何度も跳はねる。

「はいはーい！　私、あの一体がどの巣穴から出てきたか見てたから案内できるよ！」

　そう言って、跳ねていた勢いそのままに駆け出したので、俺たちも後を付いていく。

　そして、その巣穴の中に入り込めば──

「やったよ、みんな！　【飛ひ竜りゆうの無精卵】ゲットしたよ！」

　ミュウは、一番乗りで巣穴の奥まで辿り着き、バスケットボールほどの大きさの楕だ円えん形の卵を持って振り返った。

　飛竜の卵は、両手で抱かかえて持つほど大きく、ミュウの後ろには、他ほかにも無造作に幾つかの卵が転がっていた。

　俺たちは、【飛竜の無精卵】をインベントリに回収し、メニューのクエスト欄らんで、センス拡張クエストの、一つ目の試練を達成したことを確認した。

「やっと、一つ目達成かぁ。夜中に始めたから疲つかれたよ」

　俺は、クエスト達成の喜びよりも、終わったと実感した直後に押し寄せる眠ねむ気けに欠伸あくびをする。

　そんな俺を微ほほ笑えましそうに見つめるセイ姉ぇ。

「確かに少し疲れたから、ここでちょっと休んでいく？　ワイバーンは、一度倒せば半日は再出現リポツプしないから、今ここは疑ぎ似じ的なセーフティーエリアよ」

　そう言うセイ姉ぇの言葉に同意して、俺はその場に敷しき物ものを広げ、クロードの所で貰もらった限定菓が子しとお茶を取り出す。

　ミュウとタクは喜んでそれを食べるが、ミュウはすぐに眠くなり始めたのか、ウトウトしだし、俺の肩かたにもたれ掛かかって来た。

　そんなミュウを見ていた俺も眠くなり、次し第だいに瞼まぶたが重くなって眠りに落ちていく。

　──それからどれだけ眠っていただろう。

　いつの間にか横になって寝ねていた俺が、肩を揺ゆすられる感覚に瞼を開けば、少しだけ明るい洞どう窟くつ内が見え、俺の体にはタオルケットのようなものが掛けられていた。

「……あれ？　タオル掛けてくれたんだ。ありがとう」

「ユンちゃん、起きられる？」

「うん、大丈夫」

　俺に寄り掛かって寝ていたミュウも横になっており、その腕うでの中には、合成ＭＯＢであるヒートジェルが抱だき締しめられていた。

「……なんでミュウは、こんなの抱き締めてるんだ？」

「ふふふっ、ユンちゃんが巣穴のアイテム回収作業に呼び出した子たちがさっき戻もどって来たんだけど、その子だけミュウちゃんに捕つかまっちゃったみたい」

　そう言われて周囲に目を向ければ、洞窟の一か所にアイテムの小山ができ上がっており、回収作業が完かん了りようしたスライムの合成ＭＯＢたちが、集まって待機していた。

　回収品運うん搬ぱん中のヒートジェルを寝ぼけて捕まえたミュウの姿が容易に想像でき、微笑ましく思っていると、当人が目を覚まし、目元を擦こすりながら欠伸をする。

「あれ？　お兄ちゃん、お姉ちゃん？　おはよー」

　まだ寝ぼけているミュウは、ふわっとした笑みを浮かべながら俺とセイ姉ぇに深々と頭を下げるが、その胸に抱いていたヒートジェルが微び妙みような形に押し潰つぶされているのを見て、俺は心配になった。

　その時、洞窟の外に出ていたらしいタクが戻って来た。

「おー、やっと起きたか。いい場所見つけたから、回収したアイテムをまとめてついてこいよ」

　タクの言葉に、スライムたちが回収したアイテムを、セイ姉ぇとタクと俺で手分けしてインベントリに収めていく。

　まだ眠そうなミュウは、ヒートジェルを抱いたまま、眠気覚ましのお茶を飲んでボーッとしていた。

「それにしても、スライム放ってアイテム回収させるなんて、ユンはちゃっかりしてるな」

「そうか？」

　タクの呟つぶやきに俺がそう答えると、セイ姉ぇは何も言わずにクスクスと笑うだけだ。

　そして、アイテムやスライムたちを回収したところでミュウも完全に目を覚ましたので、タクが案内する場所に皆みなで向かうことにした。

　この夜明け前の暗さは、リアルと同じく一番闇やみが深い。

【空の目】の暗視性能のある俺でも、若じやつ干かん見み辛づらく感じる山道を上っていくタクの後に付いていけば、大体目的が分かってきた。

「よし、到とう着ちやくだ。あと五分もしたら昇のぼって来るだろう」

　そして、太陽が昇るまでの時間を、俺たちは、黙だまって過ごす。その時間が妙みように心地ここち良く、ジリジリと昇って来る太陽の光によって照らし出される世界を見つめる。

「前は、別の場所で、この世界の日の出を見たけど、場所が変われば日の出も変わるんだなぁ」

　以前、第一の町を見下ろす北の絶ぜつ壁ぺきの上から見た日の出は、左から太陽が昇って来たが、今回は、地平線から昇って来る太陽を正面から見つめている。
















　そうして、しばし静かに太陽を見ていた俺たちは横目使いのアイコンタクトだけで思いを伝え合うと、ふっと顔を綻ほころばせ、太陽に向かって声を上げる。

『──明けましておめでとうございます！』

　一応、年の切り替かわる深夜にも四人で軽く年頭の挨あい拶さつを交かわしたが、今度は太陽に向かって、四人で一いつ斉せいに新年の挨拶を口にした。

　飛竜山脈でのクエストを無事に達成した俺たちは、そのまましばらく太陽を見続けたのち、その場でログアウトするのだった。







　　　二章　残したクエストとお腹なかの中の鍛か冶じ屋や







　年とし越こしにセンス拡張クエストの第一試練を夜通し敢かん行こうした反動で、ログアウト後の元日は、俺と静しずか姉ねぇと美み羽うでのんびりお節料理を食べた後ぐっすり眠ってしまい、起きたのは翌二日だった。

　美羽だけは、正月のだらけた空気に吞のまれて、二日目の朝のお節料理を食べた後、仮か眠みんと称しようして二に度ど寝ねを始めているので、ＯＳＯにログインするのはもうしばらく経たってからだろう。

　俺と静姉ぇは、協力して居間の片づけやお昼の下した拵ごしらえをした後、ＯＳＯにログインして、俺の店である【アトリエール】で次の試練の相談をしていた。

「ユンちゃん、第二の試練は、大だい丈じよう夫ぶそう？　ボスと戦えそう？」

「うーん。問題ないと思う。ボスは怖こわいけど」

　センス拡張クエストの第二の試練は、高原エリアの先にある町に【流行病の薬】というクエストアイテムを届けるというものだ。

　クエストアイテムの【流行病の薬】は、既に神父ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターから重要アイテムとして受け取っている。

　これがクエスト用の生産アイテムだったら、俺の【調合】の腕を振ふるえるのに、楽な反面ちょっと残念だ。

「なら第二の試練に関してここでできる作業は、これでお終しまいかしら」

「そうだな。それじゃあ、俺は自分のやっておきたい作業を始めるよ」

　そう言って、第二の試練に関しては一いつ旦たんお預けにして、俺は【アトリエール】の外にある畑で、ＮＰＣのキョウコさんと共に道具を揃そろえ始める。

　農作業用のスコップやクワに、木の板や木製のハンマー、そして畑の境界線用に石を錬れん金きんして作り上げたバスケットボール大の石。それに農作業の単純労働用のスライムの合成ＭＯＢを数体を用意していると、畑を拡張する様子を眺ながめるために、パートナーの一角獣ユニコーンのリゥイと黒こく狐このザクロが、畑に隣りん接せつしたウッドデッキから畑を見つめていた。

　年末は忙いそがしかったために下準備しかできなかったが、全部の段取りがついた今ならすぐにできそうだ。

「さぁ、始めるぞ」

「ねぇ、ユンちゃんは、なにを始めるの？」

　セイ姉ぇは俺のやることが気になったのか、リゥイたちのいるウッドデッキからこちらを見て尋たずねてくる。

「うん？　畑の拡張作業だよ。最近、育てる薬草とかが増えて手て狭ぜまに感じ始めたから、隣接する土地を買ったんだけど、そこを耕して畑を広げるんだよ」

　四つ分の土地を購こう入にゆうしたことで６００万Ｇゴールドが消えたが、今までの蓄たくわえがあるし、少しポーションを売れば、その分は回収できる。

「そうなんだ。じゃ私は、ちょっとギルドの方の様子を見に行ってくるわね。調べ物もしたいから、終わったらまた戻って来るわ」

「分かったよ。よーし、やるぞ！」

　俺はそう言うと、早さつ速そくキョウコさんと一いつ緒しよに新しい畑を作り始める。

　四つの土地の内、二つはメガポーションとＭＰポット素材である薬やく秘ひ草そうと魂こん魄ぱく草そうの畑にするために、俺がクワで土を耕し始め、耕し終わった場所にキョウコさんが種を蒔まき、スライムたちがその上に土を被かぶせて、水を撒まいていく。

　最後の仕上げに、畑の境界線が分かるようにスライムたちがバケツリレーのようにして運んでくるバスケットボール大の石を、俺とキョウコさんが設置していき、しばらくして畑が完成した。

「よし、あとは、予備の畑の近くを肥料置き場にするか」

　以前は、必要になったらその場その場で素材を揃えて肥料を作っていたが、ここまで広くなると作り置きが必要なように感じて、今回急きゆう遽きよ作ることにした。

「さて、と。木き枠わくを作ってその中で肥料を混ぜるか」

【アトリエール】から一番遠い畑の一番遠い場所に作った肥料置き場の大きな箱の中に素材を投入する。

　投入するのは、腐ふ葉よう土ど、骨こつ粉ぷん、枯かれた野草。そこに手に入れたばかりの【飛ひ竜りゆうの糞ふん】を加えてスコップで混ぜ続ける。

　その間も、エンチャントで自身のステータスを底上げしつつ肥料を混ぜれば、以前は苦労した農作業も大分楽になったなぁ、と実感できる。

　そして、完成した肥料は──





中級肥料【消しよう耗もう品ひん】

より上位の素材の栽さい培ばい数と品質の向上を助ける。






　期待通りのアイテムができ上がり、早速、スライムたちに指示し、肥料を畑全すべてに撒いてもらうと、すぐになくなってしまったので、また作ることになる。

「明日の薬草の収しゆう穫かくが楽しみだなぁ。どれだけの数の質の向上したアイテムが手に入るかな」

　俺は、明日の収穫を楽しみにしながら、【アトリエール】に隣接する土地の前に立つ。

　それが最後の作業だと感じ取ったリゥイとザクロは、ウッドデッキから俺の隣となりに駆かけ寄り、これから始まることを待っている。

「ここのレイアウトを決めるのに時間が掛かかったんだよなぁ」

　そう言って、俺は、その土地の前でキョウコさん、リゥイ、ザクロと並び、メニューを開いて、とあるアイテムを使う。

　それは、年末のクリスマスイベントの報ほう酬しゆうとしてイベント期間中に集めたクエストチップと交こう換かんした【インスタントハウス】という、即そく席せきで簡単な家を建てられるアイテムだ。

　これを手に入れてから、【アトリエール】との位置関係などを吟ぎん味みしていたために中々設置できなかったものを、今日設置することができる。

「さぁ、やるぞ。──【インスタントハウス】設置！」

　俺が、メニュー欄らんのアイテムにある【インスタントハウス】を使用すると、指定した土地が青白く光り、その中から建物がせり上がって来る。

　あっという間に、俺が作り上げた即席の家が建っていた。

　屋根が斜ななめに切り取られたような、全面ガラス張りの建物だ。

　その中は床ゆかがなく地面のままで、そこを田の字型に四分割する煉れん瓦が敷じきの通路が十字に通っており、通路が交差する中央部分は、円形に煉瓦が敷かれていて、そこには木製のテーブルと椅い子す数脚きやくが用意されている。

　その四つに区切られた畑には、気温の変化に弱い状態異常バツドステータス回復系の薬草を栽培する予定だ。

　俺は、キョウコさんとリゥイとザクロを連れて、ガラスハウスの中や周りをゆっくりと歩いて確かく認にんする。

　リゥイは、全面ガラス張りの日当たりのいいガラスハウスの真ん中付近に座り込んで寝ね心地ごこちを確かめ、ザクロは、ガラスハウス内の温かさと広さに、跳はねるように駆け出す。

　しばらく自由に過ごしたリゥイとザクロはやがて俺のところに戻もどってきて、機き嫌げん良さそうに尻尾しつぽを振っている。

「気に入ったんだな。それじゃあ、ハウス内の温度も問題ないから、種蒔きや肥料投入は後日にするとして、そろそろ【アトリエール】に戻るか」

　ガラスハウスは、温室栽培の畑と憩いこいの場所を兼けん用ようしている、つまり育った植物の見み栄ばえなんかも考える必要があるわけで、どこに何を植えるかなど、レイアウトを決めてから栽培を開始する予定だ。

　ガラスハウスから【アトリエール】の入り口に戻った俺たちの前には、店のすぐ隣に建つガラス張りの建物を呆ぼう然ぜんと見上げているセイ姉ぇがいた。

「セイ姉ぇ、お帰り。ギルドの方はどうだった？」

「あっ、ユンちゃん。うん、【ヤオヨロズ】の方は問題なかったわ。こっちは、私が少し離はなれている間に建物と畑が増えたわね。ユンちゃん、確か畑の拡張作業してたのよね。いつのまにこんなの建てたのかしら」

　悩なやむように頰ほおに手を当ててガラスハウスを見上げるセイ姉ぇは、数秒目を瞑つぶると、普ふ段だん通りの様子に戻った。

「まぁ、ユンちゃんだから仕方がないか」

「何だろう、その言い方が釈しやく然ぜんとしないのは……まぁ、お茶でもする？」

　ガラスハウスの中にもテーブルとベンチはあるが、まだ何も栽培していない殺風景な場所なので、いつも通り、【アトリエール】の中に戻る。

「さて、ちょっとギルドで調べて来たことがあるんだけど、話を聞いてくれる？」

　お茶の準備をしている俺に対してセイ姉ぇがそう前置きするので、俺は無言で頷うなずき、話に耳を傾かたむける。

「高原エリアのライトニング・ホースについて調べて来たわ」

　セイ姉ぇがそう言うと、リゥイがピンと耳を立てる。同じ馬型のＭＯＢであるために興味があるようだが、次のセイ姉ぇの言葉を聞き、残念そうに耳が元に戻る。

「残念ながら、ライトニング・ホースに勝ったという情報は見つからなかったのよ」

「そうか」

「一応、あそこは最前線エリアの一つだし、挑いどんで負けた人の情報は得られたわ。そこからライトニング・ホースの行動パターンの予測もできる」

　ライトニング・ホースの行動パターンは、初撃の大おお技わざと、その後に自由自在に走り回って雷らい撃げきを纏まとった突とつ撃げきを繰くり返してから距きよ離りを取るということで、中々攻こう撃げきが当てられないらしい。

　その反面、防ぼう御ぎよ能力は低めに設定されているようだ。

「あと、第三の試練の【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】ってＭＯＢの情報も調べてみたんだけど、分からなかったわ」

「センス拡張クエストって、思ったより難易度高いのかもしれないな」

「そうね。第一試練の飛竜山脈も、採取クエストとはいえ、最前線の一つに挙げられるものね」

　俺は淹いれたばかりのお茶をカップに注ぎ、セイ姉ねぇと共に一口飲む。

「うん。美味おいしいわ。ユンちゃん、ありがとう」

「どういたしまして。でも、このまま情報が少ない状態で挑まなくちゃいけないのかぁ」

　しかも四人パーティーでライトニング・ホースに挑むのは大変そうだ。そう思いながら、ミュウとタクにも相談が必要だと考えていると、セイ姉ぇのメニューがミュウからのメッセージを受け取ったようだ。

「ミュウちゃん、さっき起きてタクくんと合流したみたい。これからここに来るって」

「そうか。なら、お茶の用意をしとかないとな」

　俺がそう言いつつ新たに二人分のティーカップを用意していると、ミュウが勢いよくお店に入って来た。

「すぐ隣にガラスの建物が建っていて、畑が広がっているけど、いつの間に建てたの!?」

　そんなミュウに対して、ガラスの建物が何かを知っているタクは、ミュウに続いて【アトリエール】に入って来ながら、若じやつ干かん感心した様子で窓の外に広がる隣接地の景色に目を向ける。

「【インスタントハウス】ってあんな感じになるんだな。あそこまで畑を拡張するとは思わなかったぞ」

　ミュウが、そのままリゥイとザクロの方に突撃して抱だき付くのを見て、俺たちは苦笑いを浮うかべる。

「ユンとセイさんで先に相談でもしてたのか？」

「ああ。ちょうど、ライトニング・ホースの情報が少ない、ってセイ姉ぇと話していたところだ」

　タクは、なにかを考えるような素そ振ぶりを見せ、そのまま険しい表情で告げてくる。

「今はタイミングが悪いから、ライトニング・ホースと戦うのは後回しにした方がいいぞ」

「なんでだ？」

　俺が首を傾かしげて尋ね返せば、リゥイとザクロに抱き付いていたミュウが代わりに答えてくれる。

「今は、高原エリアが暴走するタイミングなんだよ。だから、その時に挑むと、難易度が上がるんじゃないかな」

　普段なら、同じボスでもより難易度の高い時に戦おう！　と言い出しそうなミュウが、楽な状じよう況きようで戦おうと言ったことに驚おどろいた俺の視線を感じ取ったミュウは、ぷくっと頰を膨ふくらませて抗こう議ぎしてくる。

「確かに難易度が高い方が経験値的においしいけど、倒たおせなきゃ意味がないじゃん！　だから、まずは確実に倒せるようになってから、次に難しい状況に挑むんだよ！」

　ミュウの言葉に、セイ姉ぇとタクがうんうんと頷いている。つまり、そういう考え方が普ふ通つうってことなのだろうか？

「なるほど、今は時期が悪いってのは理解したけど、それじゃあどうする？　ただ待ってるだけなのは時間が勿もつ体たい無いし、【皇帝愚足蟲】の居場所も分からないだろ」

　そう言う俺の言葉に、だよなぁ、と呟つぶやき頭の後ろを搔かくタク。

　俺としては、セイ姉ぇが年末の実家帰省をしている間にこのセンス拡張クエストをクリアしたいから、ただ無む為いに過ごすのだけは嫌いやだ。

　たとえクエストが進まなくても、何か得るものがあることをしたい。

　同じ思いは、タクの中にもあるようで、真しん剣けんな表情で一つの案を提案してくる。

「なら、こういうのはどうだ？」

　そう前置きするタクの案に、ミュウ、セイ姉ぇは同意するが、俺だけは顔を顰しかめるのだった。
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「やっぱり、やり残したクエストがあると気分が悪いからな！　これを機にやるか！」

「その気持ちは分かる。分かるんだけど……だからって、もう一度ここを通るのだけは勘かん弁べんしてほしいんだよ！」

　俺たちは今、定期的に動き出し、高原エリアのＭＯＢを暴走状態に陥おちいらせる超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢのグランド・ロックの背の頂上内部にある泉の湧わき出す空くう洞どうに出た。

　グランド・ロックの暴走時には背を上るプレイヤーを阻はばむ雑ざ魚こＭＯＢのコカトリスが高原エリアに広こう範はん囲いに散るので、その隙すきに登頂したことがある。

　その時に頂上にある転移オブジェクトのポータルを登録してあるので、二回目以降、他ほかのポータルから直接、ここに転移することができる。

　ポータルの設置されたそこは、洞どう窟くつのような岩いわ肌はだがゴツゴツとした場所だが、天てん井じようには無数の竪たて穴あなが空いており、そこから外の光が差し込むために草木が育ち、【生命の水】が滾こん々こんと湧き出る泉のある庭園となっている。

「さて、グランド・ロックの体内ダンジョンのボスを倒してグランド・ロックの心臓を治ち療りようするクエストを、今度こそ達成しようぜ！」

　そう言われて、俺は、嫌そうにその空間の一角を見つめる。

「だからって……もう一度あそこを通るのは、色々キツイんだって」

　この場所は、グランド・ロックの体内ダンジョンへの入り口がある場所でもある。

　肉にく壁かべと粘ねん液えき、そしてグロ系ＭＯＢの出現するダンジョンで、俺は精神的ダメージを受けた記き憶おくがあるために、軽いトラウマになっているのだ。

　それに対して、ミュウとセイ姉ぇの反応は──

「あれだよね！　心臓に回復魔ま法ほうを掛かけ続けるやつ！　一気に纏まとまった回数、回復魔法が使えるから、レベル上げになるんだよね！　やりたいよ！」

「そうね。確か、ユンちゃんからプレゼントされたミュウちゃんのアクセサリーって、ここのボスがドロップする強化素材を使ってたわよね」

「えっ!?　そうだったの！　なら、なおさらダンジョンに潜もぐらなきゃ！」

　やる気になっているミュウとセイ姉ぇに対し、俺だけが二の足を踏ふんでいる。

「だからって、いきなり準備もなしにあのクエストは達成できないだろ……」

　そう言う俺に対して、タクがジッと俺を見つめてくる。

「とか言って、こっそりとイエローポーションを準備していただろ。知ってるぞ」

「……な、なんのことだか」

　俺は、タクの視線から逃にげるように視線を逸そらす。

　イエローポーションとは、ブルーポーションと同系統のカラーポーションのことだ。

　グランド・ロックの心臓の治療に、非常に費用対効果が高いポーションであることが判明している。

　一方で、イエローポーションを必要とするプレイヤーは少ない。【アトリエール】で販はん売ばいし始めた当初も、物もの珍めずらしさで買って行くプレイヤーはいたが、次し第だいに売れ行きが細くなった不ふ遇ぐうなポーションだ。

　俺自身もまだハイポで事足りており、メガポーションを作れるようになった今でも、イエローポーションを量産する必要性はない。

　だが……それでもこっそりとイエローポーションを作り続けてきた理由は、やっぱりこのクエストが気になっていたからだろう。

　ちなみにイエローポーションによる心臓病の回復点数は、１本20点。グランド・ロックの心臓病治療には１００００点の回復点数が必要──つまりイエローポーションが５００本必要ということで、俺は約一か月半掛けてその本数を既すでに用意してあるために理論上はクエストを達成できる計算なのだが……

「ううっ、でもなぁ」

　肉壁とかのグロは嫌だ、という俺に対して、セイ姉ぇが顎あごに指を当てて何かを考えるような素振りを見せる。

「それじゃあ、移動中の周辺の肉壁だけ氷で覆おおっちゃう？　ＭＰは消費するけど、それでユンちゃんの精神的な負担が減るならやるわよ」

「ううっ、セイ姉ぇ……お願い。ＭＰポーションやＭＰポットは渡わたすから」

　俺は、その救済策に目を潤うるませながら、メニューのアイテムトレード画面でセイ姉ぇに大量のＭＰ回復アイテムを渡す。

「わかった！　お姉ちゃんに任せて。行くわよ──《アイス・エイジ》！」

　金属同士がぶつかるような硬こう質しつの音が響ひびくと、体内ダンジョンの入り口が白く氷結する。

　俺が恐おそる恐るセイ姉ぇが凍こおらせた範はん囲いのダンジョンを確かく認にんすれば、肉壁や、足元に溜たまっていた粘液が白い氷に覆われており、体内ダンジョンのグロい光景を目にしなくて済んでホッと安あん堵どの吐と息いきを吐はき出す。

　ただ、歩く所も氷結したためにやや歩き辛づらいというのは難点だったが、この体内ダンジョンで受ける精神的ダメージに比べればどうってことはない。

「うん、大だい丈じよう夫ぶそう。でも、この魔法って？」

「水属性の支し援えん系魔法ね。ユンちゃんの使う《マッドプール》の派生版みたいな奴やつかしら？」

《アイス・エイジ》は、速度低下と水属性耐たい性せい低下の効果を持つ範囲魔法だそうで、【寒冷ダメージ】のアップデートで、敵は寒さによる【寒冷ダメージ】に加え広範囲に張られた氷を破は壊かいすると反射ダメージを受けるという効果が追加されるようになったらしい。

　だから──

「うわー。何もしなくても勝手に倒れてく。面おも白しろいかも」

　ミュウが目をキラキラと輝かがやかせて見つめる先では、体内ダンジョンの肉壁に潜ひそんでいた吸血ヒルのようなＭＯＢが、凍とう結けつから逃のがれようと氷の壁をぶち破って飛び出して来るのだが、その際、砕くだけた氷がその身を傷つけ、着地した氷の床ゆかでしばらく身み悶もだえると、やがて動かなくなる。

「セイ姉ぇ。これって……」

「あらら、こんなに強かったかしら？　それとも相手が水属性が弱点だったのかしら？」

　小首を傾げるセイ姉ぇの前に次々と吸血ヒルのＭＯＢが氷を突つき破って現れるが、氷破壊時の反射ダメージでＨＰの８割を失った吸血ヒルは、速度低下の効果で、こちらに辿たどり着く前に、【寒冷ダメージ】を受けて次々と倒れていく。

　まさに、セイ姉ぇの無む双そう状態。

「さぁ、行きましょうか」

　困ったように笑いながらもそう言うセイ姉ねぇと共に、その先も、敵がほぼ瀕ひん死しになる氷の領域を広げながら進む。

　ある時は、肉の床に隠かくされた小さな落とし穴なども丸ごと凍らせるために、その上を悠ゆう々ゆうと進み、またある時は、《アイス・エイジ》効果の領域外の肉壁から姿を現した敵ＭＯＢがタクとミュウによって速そつ攻こうで蹴け散ちらされていく。

「あれ？　これって俺がここにいる意味ある？」

　ミュウやタク、セイ姉ぇも以前より強くなり、このレベルの敵ＭＯＢでエンチャントを使ってもオーバーキルになってしまうので、今の俺には完全にやることがない。

「ユンの役割は、回復だ。気にするな」

　そうこうしながら、時間経過と共に内部構造が変わる体内ダンジョンを歩き続ける俺たちだが、中々ボスのいる場所に辿り着けない。

「初めての体内ダンジョンだから期待したのに……敵ＭＯＢはセイお姉ちゃんが殆ほとんどやっつけちゃって、こっちの出番がないよ！　それにボス部屋はどこ!?　この道何度も通ってるし！」

　中々ボス部屋に辿り着かないまま延々と歩き続けているため、ミュウはついに我が慢まんできずに大きな声を上げる。

「まぁ、こればかりは、運の要素が絡からむからなぁ。……それに俺の方は、ミュウより更さらに出番ないけどな」

「ん？　ユンお姉ちゃん、何か言った？」

「何でもない」

　ぼそっと呟いた最後の一言がミュウに聞こえなくて良かった、と思いながらも、俺もいい加減に似たような場所を歩き続けて疲つかれてきた。

「ミュウちゃんは、初挑ちよう戦せんだったのね」

「そうなんだよ！　みんな、この体内ダンジョンの入り口で腰こしが引けちゃって、結局ここのポータルを開通させるだけで終わっちゃったんだよねぇ」

　俺とタクたちがグランド・ロックに登頂した後、ミュウたちのパーティーもグランド・ロックの背中の内部にある泉のポータルに辿り着いたが、やっぱり女の子にとっては、この体内ダンジョンは生理的に受け付けられず攻こう略りやくを避さけたのだろう。

　そんな話をしながら進んでいくと、突とつ然ぜん、行き止まりになってしまった。

「あちゃー、行き止まりになっちまったか。ここは内部の構造がコロコロ変わるから、地図を描かいても意味ないしなぁ」

　そう言ってタクが頭をガシガシと乱暴に搔かくと、ミュウは俺の肩かたをツンツンと突つつく。

「ミュウ、どうしたんだ？」

「ねぇ、あそこの下り階段も通路だよね。あっちに行かないの？」

「ああ、あれか……」

　俺は、それだけ言うと長なが弓ゆみに矢を番つがえて、下り階段の横の壁に矢を放つ。

　すると、下り階段に擬ぎ態たいしていた、目の退化した敵ＭＯＢが、口、即すなわち階段の降り口を閉じる。

「あれは敵ＭＯＢのトラップだからな。あそこは通路じゃなくて罠わななんだよ」

「ふぅん……でもさぁ、それってちゃんと確認したの？」

　ミュウの言葉に、俺とタクは顔を見合わせた。

　敵ＭＯＢが待ち構えており、強制的に奥に連れ去られるのなら、そこは罠に決まっている。のだが、この目で確かめたわけじゃない。ただ、危険そうな場所を回かい避ひしているだけだ。

「なら、面白そうだから行ってみない？　戻もどって別の通路を探すよりこの罠に跳とび込んでみようよ！」

「いやいやいや！　おかしいから、なんでわざわざ危険に跳び込むの！　って言うか、敵ＭＯＢの口の中に跳び込むなんて嫌いやだよ！」

「ふむ。一理あるな」

　タクはあっさり説得されちゃってる。

　俺は、一いち縷るの望みを掛けてセイ姉ぇを見るが──

「ピンチはチャンスって言うし、敵を倒たおせばドロップも期待できるかもしれないし、徒労に終わることはないでしょうね。行きましょう」

「最後の望みが断たれた！」

　がっくりとうなだれて、セイ姉ぇの張った氷の領域に膝ひざを突く俺に対して、ミュウとタクが俺の肩を軽く叩たたいて慰なぐさめるような生温かい目で見てくる。

「それじゃあ、レッツゴー！」

　そう言って、下り階段に擬態した敵ＭＯＢの口の中に跳び込むミュウ。

　続いて、タク、セイ姉ぇと跳び込み──

「ああ、もう！　男は度胸だ！」

　最後に俺も跳び込むと、そのままウォータースライダーのようになった敵ＭＯＢの体内に滑すべり込んでいく。

　セイ姉ぇが常に氷を張り続けてくれるお陰かげで、俺たちが滑り落ちる範囲では、粘ねん液えき塗まみれになることはなかった。

　そして滑り落ちた先にあったのは、白っぽい肉にく壁かべが一面に広がる、それなりの大きさの空間だった。

「明らかに違ちがう生き物の中って感じだな」

　グランド・ロックの体内は赤み掛がかった肉壁だが、ここの肉壁は白くてブヨブヨした見た目をしている。

　そこで現れたのは──

「うげっ、なんかベタベタしてて気持ち悪そう」

　ミュウがそう言って指差す先には、ドロリとした不定形の生物が、体の表面を波打たせながら姿を現した。

　フレッシュ・バクテリアという名の敵ＭＯＢは、人間の三倍ほどの大きさで、ゆっくりと触しよく手しゆを伸のばしてくる。

「ひぃぃっ！　だから反対だったんだよぉ！」

　その気味の悪さに俺は悲鳴を上げ、ミュウとタクが俺の前に立ち武器を構える。

　だがフレッシュ・バクテリアは、セイ姉ぇの張り続ける氷の領域に踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん、表面がガチガチと凍り始めた。

「へっ？　なにこれ？」

　フレッシュ・バクテリアは、ぐぐぐっ、とこちらに触手を伸ばそうとする先から凍り付き、罅ひび割れてバラバラに砕けてしまう。

　砕けて小さくなった一つ一つが尚なおこちらに近づこうとするが、再び冷気によって凍り付き、動こうとした途と端たんに割れて更に小さくなる。

　その無限分ぶん裂れつを繰くり返してどんどん小さくなった個体は、最後に、【寒冷ダメージ】によって小さな光の粒りゆう子しとなって消えていく。

「強敵との戦せん闘とうかと思ったら、セイお姉ちゃんの魔ま法ほうで勝手にどんどん消えていく。うーん、これは弱小ＭＯＢの群体なのかな」

「まぁ、なんにせよ、この体内ダンジョンにとってセイさんは完全に天敵みたいな存在だよなぁ」

　一方的に何もさせずに封ふう殺さつできる敵が多いという点で、かなり攻略の楽なダンジョンだ。

　何故なぜかボス部屋に辿り着けないことを除けば、だが……

「……セイ姉ぇ、ありがとう。本当にありがとう！」

　俺がセイ姉ぇの手を摑つかんで感謝を伝えると、困ったように微ほほ笑えむセイ姉ぇ。

　とりあえず、この敵ＭＯＢの体内にはお宝などのアイテムはなく、背後には、元の場所に戻るために上り階段状の退路が出来ている。

　そこを戻って今度こそボス部屋を目指そうとするが、ミュウがこの空間の壁をジッと見つめていた。

「ミュウ、どうしたんだ？　何かあったか？」

「うーん。違い和わ感かんというか、なんとなく、なんかありそうな空間」

「ありそう？　だけど俺の【看かん破ぱ】のセンスには反応ないし……」

　俺は、ミュウの指差す白い肉壁を見つめるが、確かに反応はない。

「セイお姉ちゃんは、あの範はん囲いを凍こおらせて。ユンお姉ちゃんは、たしかＭＯＢの弱点を見られるスキルがあるよね。それ使って」

「分かったわ。──《アイス・エイジ》！」

「よく分からないけど──《食材の心得》」

　セイ姉ぇは、ミュウの指定した範囲に氷の領域を生み出し、俺も《食材の心得》で視し認にんできる範囲の敵ＭＯＢの弱点を見つける。

　すると、《看破》のセンスで反応しなかった広い範囲に、赤いマーカーが点ともる。

「ミュウの勘かんが当たった、その範囲だ」

　俺が指差す範囲を確認したミュウは、タクとアイコンタクトを取る。

「なら、タクさん、一いつ緒しよに行けますか？」

「オーケー、行けるぜ」

　互たがいに武器を構え、凍り付いた肉壁に向かって駆かけ出す。

「「──《ショック・インパクト》！」」

　振ふり被かぶった二人の剣けんが、凍り付いた肉壁に向かって振り下ろされる。

　打だ撃げき系ダメージを持ったアーツが壁の広い範囲に衝しよう撃げきを伝え、壁の一部がバラバラに砕くだけ始める。

「よし！　隠し通路はっけーん！」

　そして、ミュウの予想した通り、白い肉壁の裏には、グランド・ロックの本来の通路と同じ赤い肉壁の通路が続いていた。

「よーし、いくぞ！　やっぱり何かあると思ってたんだよね！」

「お、おい待てって。全く……」

　元気よく隠し通路に駆け出すミュウの後をタクが付いていき、俺はセイ姉ぇと共にやや小走りで、氷の領域から出ないように進んでいく。

　その先の隠し部屋で見たものは──
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　隠かくし通路を抜ぬけた先には、広い空間が広がっており、その肉壁の一部にめり込むようにして建っている一いつ軒けんの家があった。

　石造りの頑がん丈じようなその家は、三分の一ほど肉壁にめり込んでいるが、なんとなく生活感があるように思える。

「へぇ、体内に建造物があるなんてことがあるのか？」

　タクは、周囲を見回しながら観察している。

　俺たちが入って来た通路の他ほかに、何本かの通路がその家のある空間に繫つながっている。

「ごめんくださーい！　だれかいますかー！」

「いや、流石さすがにこんな場所に誰だれかいるわ──『なんじゃ、騒そう々ぞうしいのう』──誰かいた!?」

　家の中に呼び掛かけるミュウにジト目を向ける俺の予想に反して、建物の中から人がのっそりと姿を現す。

「あらあら、こんなところにもＮＰＣがいるなんて凄すごいわね」

「いやいや、巨きよ大だい生物の体内に普ふ通つうは人いないから」

　セイ姉ねぇが頰ほおに手を当てて、あらあらと話している一方で、ヒゲを生やした、背が低くて筋肉質な体格の初老のＮＰＣに、タクとミュウが話しかける。

「爺じいさんは、ここで何やってるんだ？」

「儂わしか？　儂は、ここで鍛か冶じをしておる」

「こんな場所で？」

　目を丸くして訊きき返すミュウに対して初老ＮＰＣは鷹おう揚ように頷うなずくと、そのまま自分の半生を語り出す。

「儂は昔、鍛冶の名工として名を馳はせていた。そして、剣を求めて儂を訪ねてくる人に応こたえるため、儂は来る日も来る日も剣を打ち続けた。じゃが、儂の求めるのは至高の一ひと振ふり。じゃから、その一本を作るために、山に籠こもったのじゃ」

　家の中から引っ張り出した椅い子すに腰こしを掛ける名工のＮＰＣは、自身の髭ひげを撫なでながら語り続ける。

　半ば世捨て人となったこのＮＰＣが、どうしてこんな超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢの体内で生活することになったのか興きよう味み津しん々しんで、緊きん張ちようから、ごくりと唾つばを飲み込む。

「そうして山に籠り、ただひたすらに鍛冶を続けていたある日、嵐あらしで山が崩くずれ、儂は家ごと土ど砂しやに押し流されてしまったのじゃ。そして、土砂に埋うもれていた儂は、餌えさとして土砂を食べに来たグランド・ロックに家ごと食われたのじゃ」

「まさか……」

「グランド・ロックは、食べた土砂に混じっている金属などをゆっくりと溶とかして吸収し、甲こう殻かくに蓄たくわえる。じゃが、それ以外は溶かすことができないようで、お陰で儂は、溶かされることもなく、鍛冶施し設せつも無事なままこの場所に辿たどり着いたというわけじゃ」

「でも、こんな所で剣なんて打てないんじゃないの？」

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいなファンタジー感満まん載さいの話に啞あ然ぜんとしている俺とは対照的に、気になることに突つっ込んだ質問をするセイ姉ぇ。

　名工のＮＰＣは、その質問に対して、嬉うれしそうに答える。

「そんなことはない。グランド・ロック自身が鉱石の塊かたまりであるし、こやつが丸ごと食べる土砂の中から状態のいいものを探せば、儂の食料にもなる。水も、その通路を通れば上の泉に出る。なんの不便もありはせん」

　そう言われて、ポータル前の泉へと繫がる通路に目を向ける俺たち。

「予想外に隠しエリアを見つけちゃったわね。ここは体内ダンジョンのセーフティーエリアかしら」

「ダンジョン内に住んでるＮＰＣってのも珍めずらしいよな。なぁ、名工なら剣とか作ってくれるのか？」

　新年の大聖堂での願い事に『新しい剣コレクションが増えますように』と願ったタクは、目を輝かがやかせて聞いている。

　そして、期待するタクに、名工のＮＰＣは、答える。

「儂は、至高の剣を目指して作りたい剣を作っておる」

「なら！」

　タクが、刀とう剣けん作りをせがむように前のめりになる。

「ところが、グランド・ロックの体内から採れる鉱石の種類にも限りがある。そして、今は手持ちの鉱石が足りないのじゃ。儂は、ただ剣を打てれば満足じゃから、お主らが素材の鉱石を用意できるなら、特別にそれで剣を打ってやろう」

　すると、俺たちの前にメニューが展開され、名工ＮＰＣとのアイテム交こう換かんのリストが表示される。

　特定の素材と交換することで、それに対応した武器が手に入るシステムだ。また、低確率でその武器がユニーク化するらしい。

「儂の作る剣に宿る力には、普通ではお目に掛かれないものもあるのじゃ」

「ってことは、プレイヤーじゃ付ふ与よすることのできない追加効果もあるってことか！」

「ＮＰＣ限定の追加効果ってやつかなぁ？　なら、私はこの剣があるから要いらないなぁ」

　剣をメイン武器としているタクとミュウだが、その反応には大きな差がある。

　タクはとにかく名工の手による武器が欲ほしいようだが、ミュウは現在使用中の使いやすい武器を順当に強化しているために、あまり魅み力りよくを感じていないらしい。

「なぁ、タク。この名工の武器の追加効果って素材の組み合わせに関係なくランダムで付与されるから、運や追加効果の組み合わせ次し第だいじゃ残念武器になるぞ」

　名工ＮＰＣの打つ刀剣の出来は運要素が大きく絡からむため、理想の追加効果を持つ武器を手に入れたいとなると、一度の交換では終わらないだろうことを俺は一応忠告する。

　そして、そのための必要素材は、たとえば──

「あっ、ミスリル合金系の剣の素材が揃そろってる」

　年とし越こしの夜に飛ひ竜りゆう山脈で集めた鉱石の中に、必要な数のミスリル鉱石と、それに合わせる魔法金属の鉱石が揃っていた。

　それを聞いたタクは──

「ユン、頼たのむ！　名工との武器交換をやらせてくれ！」

「えー、嫌いやだよ」

　タクは、いきなり俺の正面に回り込んで頭を下げてくる。俺だってこのミスリル鉱石を使って、インゴット化やアクセサリー作りをしたいんだ。しかしタクは諦あきらめない。

「一回だけだ！　一回だけやらせてくれ！」

「交換に使う量の鉱石があれば、アクセサリー五つは作れるんだけど……」

「一回やったら満足するからお願いだ！」

「ああ、もう！　分かったから頭を上げろ！　全く、仕方がないなぁ」

　俺は溜ため息いきを吐つきながら、ミスリル鉱石25個と、土属性の魔ま法ほう金属であるグランライト鉱石25個をタクに渡わたす。

　ミュウと同じくセイ姉ぇも武器は欲しがらないが、どのような結果になるのか気になるようだ。

　タクは、その素材で交換できる【無む銘めいの黄おう土ど霊れい銀ぎん剣けん】という武器のために、それらを名工ＮＰＣに渡し、受け取った名工ＮＰＣは早さつ速そく、鍛冶の作業を始めるために家に入り、金かな槌づちの音を響ひびかせ始めた。

　甲かん高だかい音が響くが、それもすぐに止やみ、完成した剣を持って家から出てきた名工ＮＰＣ。

「戻もどって来るの早っ!?」

「ふぉふぉっ、なんせ儂は名工じゃからな」

　生産職プレイヤーが手作業で生産すると一本の武器を作るのにそれなりに時間や手間が掛かるのに、名工ＮＰＣは、短時間で剣を仕上げてしまった。

　こんな所で生産職プレイヤーの場合と同じ時間待たされても、ストレスが溜たまるだけだからという配はい慮りよと、名工ＮＰＣの鍛冶技術にファンタジーを感じる。

　その完成品を見て、俺は、ユニーク化までは期待しないものの、生産職として、その武器の性能がやはり気になったりする。

「できたのか！　土属性のミスリル合金の剣が！」

「ほれ、久々にいい剣ができた。これは名付けが必要じゃな。【黄土霊銀剣・スロウブロウ】。よし、これを貰もらってくれ」

　黄色掛がかったような銀の刀身を持つ剣を受け取って、高く掲かかげるタク。

　まさか一発でユニーク武器を手に入れられるとは思っていなかったために驚おどろいて、俺は、タクと一いつ緒しよにその剣のステータスを表示してみた。





黄土霊銀剣・スロウブロウ【武器】

ＡＴＫ＋55　ＩＮＴ＋15　追加効果：土属性ボーナス（中）、倦けん怠たい、痛打






　綺き麗れいに纏まとまった感じの性能を持つユニーク化したミスリル合金の剣には、見たことがない追加効果があった。

「倦怠と痛打って、ＮＰＣ製限定の追加効果か？」

「ねぇねぇ、タクさん、もっと詳くわしく見せてよ」

　ミュウは、タクの服の裾すそを摑つかんで揺ゆすって急せかし、更さらにメニューの追加効果を詳しよう細さいに表示させる。

「倦怠は、攻こう撃げきした相手のＳＰＥＥＤを低下。痛打は、五分の一の確率で、与あたえたダメージの50％分を上乗せするみたいだな。中々悪くない」

「タクくんがレアなユニーク武器手に入れて羨うらやましい」

　ドロップ運やアイテム運のないセイ姉ぇの心の底からの呟つぶやきを聞く一方で、俺は武器に対して考えを巡めぐらす。

　生産職プレイヤーが、同じ素材で同じような武器を作った場合と比べて、武器のステータスは若干劣おとっている上に、ＡＴＫボーナスの追加効果はないが、倦怠と痛打は、それを補うだけの強力な追加効果だ。

　速度低下させる弱体効果が武器に付いており、また一定確率で起こるダメージ増加は、武器の基き礎そ的な弱さを補っている。

　その追加効果の速度低下や発動確率が、実際にどれだけ武器の威い力りよくに影えい響きようするのかは、検証しなければなんとも言えないが、面おも白しろいと思った。

　片方の手には、安定性のあるプレイヤーメイドの武器。もう片方の手には、ピーキーだが強力な、ＮＰＣメイドのユニーク武器といった感じに、二刀流のタクは、状じよう況きようによって武器を使い分けるプレイスタイルができるかもしれない。

「よーし！　早速、この剣で試ためし切りするか！」

「でも、グランド・ロックの心臓はどこかしらね？　ダンジョン内を歩き回ってもまだ辿り着けてないけど」

　困ったように呟くセイ姉ぇに対して、名工ＮＰＣが髭を撫でながら、一本の通路の方を指差す。

「そこなら、その通路から直接向かうことができる。ただ、一方通行じゃから戻って来ることはできんがのう。そして、そっちの通路は、直接外に出られる。また来るのなら、外の岩を退どけて、いつでも来られるようにしておくぞ」

「わぁ、お爺ちゃんありがとう！　今度は、私のパーティーの子と一緒に来るね！」

　パーティーメンバーが興味を持ちそうだからと伝えると、名工ＮＰＣは、ふぉふぉっ、と嬉しそうに笑う。

「それじゃあ、今度こそボス戦だよ！　いくぞ！」

　元気よく俺たちの先頭を進んでいくミュウ。

　そして名工ＮＰＣの言う通り、グランド・ロックの心臓がある部屋に続く通路は、通り過ぎると同時に背後の肉にく壁かべが弁のように閉まり、後戻りできなくなる。

　グランド・ロックの心臓には、【電でん撃げき寄き生せい蟲ちゆう】という、イソギンチャクのようなボスＭＯＢがいて、先に電気玉の付いた無数の触しよく手しゆを振ふり回し、攻撃と防ぼう御ぎよを同時に行ってくる。

　俺は、【電撃寄生蟲】との二回目の戦せん闘とうに、気合いを入れてミュウたちと共に挑いどむ。

　だが、その結果は──

「やっぱり、セイお姉ちゃんは、完全にこのダンジョン内のＭＯＢの天敵だね。なんか物足りない！」

「俺たちだって、装備が良くなったりレベルが上がったりして強くなってるんだから、早く終わるはずだよな」

　無数の触手はセイ姉ねぇの氷によって砕くだかれ、電気玉は、ミュウとタクが素す早ばやく動いて次々と破は壊かいし、最後に本体に攻撃を加えていく。

　その高速戦闘に、俺は若じやつ干かん遅おくれ気味ながら加わるが、終わりはなんとも呆あつ気けなかった。

　そして現れる緊きん急きゆうクエスト──


──緊急クエスト：グランド・ロックの心臓を癒いやせ（残り72時間）

──『０／１００００』






　クエストが開始され、タクに無言で促うながされて、俺は黒ずんだグランド・ロックの心臓の前に立つ。

「さて、これでどうだ」

　俺は、心臓の前にイエローポーションを山のように積み上げ、次々とグランド・ロックの心臓に掛かけていくが、一人でやるには数が多いので、タクにも手伝ってもらう。

　一方、ミュウとセイ姉ぇは──

「回復魔法のレベリングになるよね。いくよ！──《メガ・ヒール》！」

「私は、それほど回復魔法に重点を置いていないのよねぇ──《リジェネレーション》」

　ミュウは、強力な単体回復魔法を連続で発動させ、セイ姉ぇはＨＰの自然回復を促そく進しんする再生魔法を使う。

　二人の回復魔法と、俺のポーションによって、グランド・ロックの心臓の回復点数が増えていく。

「これで、最後だ」

　俺は、指定された数値を満たす最後のイエローポーションを使う。

　すると、黒ずみ弱々しく鼓こ動どうを刻んでいた巨きよ大だいな心臓から、徐じよ々じよに黒ずみが消えて綺麗な表面に変わっていき、鼓動も力強くなる。

　同時に、頭の中にメッセージ音と共に立ち上がるメニューに、クエスト達成の文字を見て、俺はこのクエストが終わったことを実感する。

「やったな。面めん倒どうなクエストだったけど、なんとか達成できたな」

「でも、クエスト報ほう酬しゆうは？」

　タクは、残ったポーションの数を数えながらインベントリに仕し舞まい、ミュウは、クエスト報酬が来るのを今か今かと待っている。

　その時、ボス部屋の肉壁全体が歓かん喜きするように揺れ始めた。

「うわっ、な、なんだ!?」

「ユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　俺がその揺れにふらついていると、セイ姉ぇが右手を繫いで支えてくれる。

　俺たちは、次の変化に対応できるように警けい戒かい心しんを高めるが、そんな俺たちの目の前に、天てん井じようから雫しずくが垂れ落ちるように光り輝かがやく何かが湧わき出すと、ふわりと宙に浮うかんだ。

　それはふわふわと光を纏って漂ただよい、俺たちの目の前まで降りてくると弾はじけて、中から掌てのひらの大きさ程ほどの亀かめの模様が彫ほり込まれたメダルが出てきた。

　黒こく鉄てつより重く硬かたい素材だが、どこか温かみのある琥こ珀はく色いろと黒い彫り込みの模様が、生き物の一部を加工して作ったように感じられる。

　そして、これがクエスト報酬の重要アイテム──

「……【陸りく皇おう亀がめのメダル】」

　フレーバーテキストには、グランド・ロックに認められた者だけに渡される、グランド・ロック自身の甲こう羅らを加工して作ったメダルと書かれている。

　その効果の一つは、グランド・ロックに属するＭＯＢの常時ノンアクティブ化。もう一つは、鉱石系アイテムの採取・採さい掘くつ成功率が２％追加される、というものだ。

　これは中々にいいアイテムだと思う。

　そして、この効果を見て、タクたちもとあることに気が付いた。

「この、グランド・ロックに属するＭＯＢの常時ノンアクティブ化って、もしかして、高原エリアのＭＯＢに敵対されないってことじゃないか？」

「きっとそうだよ！　そしたら、ライトニング・ホースと戦わずに北の町まで行けるよ！　なら、すぐに外に出ようよ！」

「分かったから、俺の手を引っ張るな！」

　片手に【陸皇亀のメダル】を握にぎり締しめ、もう片方の手で俺の手を摑んでダンジョンの出口に向かって駆かけ出すミュウ。

　すぐに、泉を越こえて外に飛び出せば、すぐ目の前には、コカトリスの巣があるはずだ。そして今は、グランド・ロックの影響で暴走状態にあるはずだ。

　いくらメダルの効果がＭＯＢのノンアクティブ化を謳うたっているとは言え、心の準備ができていない。

　しかし俺は、ミュウを止めることもできずに、一緒に外に飛び出した。

　薄うす暗ぐらい通路を通ったために、外に出た瞬しゆん間かん、光の眩まぶしさに目を細め、襲おそってくるかもしれないコカトリスに備えて片かた腕うでで顔を庇かばうが、一向に襲ってくる気配はない。

「おー、暴走状態じゃなくなってる！　でも、私たち以外は襲われてるね」

　ミュウに手を引かれたまま、コカトリスの巣の間を抜ぬけて、高原を見み渡わたせるところまで行けば、暴走状態の敵ＭＯＢと戦っているプレイヤーたちが、眼下にちらほらと居るのが確かく認にんできた。

　コカトリスのボスＭＯＢであるコカトリス・キングを含ふくむコカトリスたちは、こちらには全く興味を示さず、グランド・ロックの背に作った巣の周りを歩き回っている。

　こちらから攻撃すればアクティブになって襲ってくるかもしれないが、手出しさえしなければ大丈夫そうだ。

　遅れて追い付いてきたセイ姉ぇとタクも、メダルの効果を確認して、驚きつつもその表情は明るい。

「グランド・ロックのクエストは思い付きの提案だったけど、結果的にセンス拡張クエストが早く進められそうだな！」

「そうね。それに、次からこのエリアでＭＯＢに気を使う必要がないのは有あり難がたいわ」

　二人がそう言い、再びみんなで泉のポータルまで戻もどると、更にそこから高原近くのポータルに転移する。

　そして、高原の真ん中を堂々と歩きながら、ノンアクティブになった牛型ＭＯＢのスチール・カウや山羊やぎ型ＭＯＢのメイジ・ゴートをスルーして、ライトニング・ホースが守る北への道を目指す。

　小高い丘おかになっている場所で寝ねそべっているライトニング・ホースに、これは第二の試練も達成したな、と一瞬気が緩ゆるんだせいか、【看かん破ぱ】のセンスの警告に対して反応が遅れる。

「ユン、避よけろ！」

「っ!?」

　タクの慌あわてた一言に周囲を見回すと、ミュウたちはすでに地面を蹴けって左右に避けている。

　その直後、眼前を埋うめ尽つくす閃せん光こうによって【空の目】が許容量以上の光を受け、俺の視界が完全に白く塗ぬりつぶされる。

　一人だけ取り残された俺の体を閃光が突つき抜けると、その衝しよう撃げきが体全体を駆け抜け、更に俺がいる地面まで爆はぜる。

　黒い煙けむりを上げながら、チカチカする視界の中で俺が見たものは、小高い丘からのっそりと立ち上がり、体中から雷らい撃げきを迸ほとばしらせているライトニング・ホースの姿だった。

「ヤバイ！　ユンが一撃でやられた！」

　倒たおれたばかりで状況が分からないが、どうやら俺は、タクに運ばれているらしい。

　逃にげるのなら、【蘇そ生せい薬やく】を使って自分で逃げればいいのだが、一撃でやられた俺がこの場で復活しても足あし手で纏まといになるだけだと思い、大人しく運ばれていく。そして安全圏けんまで脱だつ出しゆつした所で、俺はメニューから【蘇生薬】を使った。

　目を覚ました俺を待っていたのは、間近にあるタクの顔と、俺を抱だきかかえるタクの両腕だった。

　いわゆるお姫ひめ様抱っこの状態で運ばれた俺は、慌ててタクの腕の中から抜け出した。周囲を見れば、高原の真ん中に、緊きん張ちようからぐったりとしているミュウとセイ姉ぇが居た。

　通常だったら、タクにお姫様抱っこされていたことをからかわれていたと思い、俺は安あん堵どの吐と息いきを吐はき出すが、すぐにライトニング・ホースのいた小高い丘に目を向ける。

　今も雷撃を全身に迸らせて警けい戒かいしているボスＭＯＢを見て、俺は呟つぶやいた。

「流石さすがに、そううまくはいかないか……」

　ノンアクティブ化していないということは、ライトニング・ホースは、グランド・ロックに属するＭＯＢじゃないということだ。それがわかって、俺は振り出しに戻された気分だった。







　　　三章　第二の試練と魔ま除よけの結けつ界かい片へん







　ぐったりと疲つかれた俺たちは、その足で【アトリエール】に戻もどるが、その間の会話はなく、静かなものだった。

　そして、【アトリエール】の店てん舗ぽ部にあるカウンターに座り、キョウコさんが俺たちにお茶を用意してくれたところで、タクが最初に口を開く。

「それで……どうするんだ？」

　その問い掛けは全員にではなく、俺に向けての言葉だったようで、ジッと俺の方を見つめてくる。

「えっと……どうするって？」

「ユンお姉ちゃんだけ、あの雷撃に反応できなかったでしょ。だから、次はどうやって回かい避ひするのかってこと」

　ミュウの補足でタクの言葉の意味を理解し、俺は「ああ」と納なつ得とくの声を上げる。

　だが、俺は、ミュウたちを安心させる答えを持っていなかった。

「無理。絶対に無理。予測はできても回避はできないって」

　確かに、【看破】のセンスによって攻こう撃げきの予備動作を知ることはできる。だが、その後の攻撃の速さに対して回避や迎げい撃げきなんて器用な真ま似ねをすることが、俺にはできそうにない。

「私たちも気が抜けていたわ。あそこもすんなり通れると思ってたから。それとユンちゃん、【身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪】を着けていなかったわね」

　セイ姉ねぇの言葉に俺は頷うなずく。

　どんな攻撃でも、指輪に嵌はめ込んだ宝石のランクに応じた回数の攻撃を無効化する【身代わり宝玉】を装備していれば、少なくともあの初撃は防げたのだ。

　まだまだ甘いなぁ、と自分の頭を搔かきながら、俺は溜ため息いきを吐つく。

「今日は、グランド・ロックの心臓治ち療りようのクエストもやったし、これでログアウトして、明日、改めて挑ちよう戦せんしよう。それで負けたら、また考えればいいさ」

　それじゃ、と言って、タクが先にログアウトすると、セイ姉ぇがこっちを見ている。

「ユンちゃんとミュウちゃんはどうする？」

「俺は……ちょっとアイテムを作りたいから、もう少し後でログアウトするよ」

「それじゃあ、私は先にログアウトして、お夕飯の準備をしておくわね」

　セイ姉ぇにリアルでのことを任せることにしたのだが、何故なぜかミュウがこの場に残っている。

「ミュウはログアウトしないのか？」

「うん。ユンお姉ちゃんが何するか見てていい？」

　小首を傾かしげて聞くミュウに対して俺は、仕方がないなぁ、と苦笑いを浮うかべながら、ミュウを【アトリエール】の工こう房ぼう部に案内する。

「さて、やるか」

「ねぇねぇ。これから何を作るの？」

　工房の作業台の前で腕を組む俺に対して、召しよう喚かんして自由に過ごさせているリゥイとザクロを構うミュウが尋たずねてくる。

「セイ姉ぇが言った通り、【身代わり宝玉の指輪】で何回かは雷撃のダメージを無効化できるけど、回数制限があるから別の防ぼう御ぎよアイテムでも作ろうかと思ってな」

　そう言って、俺は、幾いくつもの素材アイテムを作業台の上に並べて思案する。

　その中で俺は、直感に従って一つのアイテムを選び取る。

「今回は、銀を使うか」

「ん？　お姉ちゃん、金属で防御用のアクセサリーか何かを作るの？　防御系のポーションとかってないの？」

「一応、属性耐たい性せいを付ふ与よする【属性軟なん膏こう】ってアイテムがあるけど、あれだとダメージ軽減だけで、完全には防げないんだよなぁ」

　それに【属性軟膏】自体では、一種類の属性にしか耐性付与の効果が適応されない。

　だから今回は、属性軽減ではなく、魔ま法ほう無効のアイテムを作って対応しようと考えた。

「銀をベースに、あと二種類のアイテムを合成して作りたいんだけど、さて、何のアイテムを組み合わせるかな」

「ねぇ、私も参加していい？」

「いいぞ。って言っても、素材ごとに特性や相あい性しようとかがあるから、結構種類が絞しぼられるんだ。例えば、銀は、アンデッド系に特とつ攻こう効果がある一方で、状態異常バツドステータス系の素材との相性は悪い」

「ふーん。なら、魔除けっぽい物と組み合わせるのが良いかもね！　塩とかお札ふだとか」

「ミュウ。中々いい発想だけど、俺の考えとはちょっと違ちがうなぁ。使うんなら、これかな」

　俺は、揃そろえた素材の中から、とある液体の入った瓶びんを手に取る。

　それは、大聖堂にいる神父ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターが販はん売ばいしている、アンデッド系ＭＯＢを一時的にノンアクティブにする聖水だ。俺はそれを選び取り、早さつ速そく銀インゴットと合成する。

　そしてできたアイテムは──





魔除けの結界銀ぎん塊かい【消しよう耗もう品ひん】

下級魔法無効（回数：３）






「おー、すごい！　あっという間に防御アイテムができちゃった！」

「できたけど、まだ足りないなぁ」

　正直、銀インゴットと聖水を合成して作って下級魔法が三回しか防げないというのは、コストパフォーマンスが悪すぎる。

　それに銀インゴットのままの形であるために、持ち運びには適していない。

　これをこの先どう発展させるかが、重要になる。

「あと、もう一、二種類、違う素材を合成して、更さらに効果を高めないとなぁ」

「じゃあさ、片かたっ端ぱしから試ためしちゃう？」

「そんなことをしたら、いくら銀インゴットがあっても足りないぞ。そういう時は、こいつを使うんだよ」

　そう言って、俺が銀インゴットとは別に取り出したアイテムは、銀の金属片だ。

「これならたくさんあるから、合成でいくら使っても、それほど消費を気にしなくていい」

「むぅ、なんかケチ臭くさい……」

「悪かったな。生産の開発ってのは、金かねと素材を大量に使うんだ。締しめるところはちゃんと締めとかないと、すぐに破産するんだよ」

　俺とミュウは、ああでもない、こうでもない、と言いながら、銀の金属片と聖水の組み合わせに合う三種類目の素材を探していく。

　薬草やポーションなどと合成すると、何故か【銀の癒いやしの金属片】というヘンテコな回復アイテムができたが、その回復量の低さに、使い道がないとボツになった。

　また、別の鉱石と合成すると、今度は聖水本来の魔法無効の効果が消えてしまう。

「あー、もう！　当たりの組み合わせが引けなーい！」

「こういうのは根気がいるんだよ」

「むぅ、私には絶対に無理だよ」

「俺は、結構楽しいんだけどな」

　いつもは一人黙もく々もくと組み合わせを調べたりしているが、今日はミュウと話しながらやっているので、工房部が賑にぎやかだ。

　俺は、これまで行った合成の組み合わせをノートに記録しながら、まだ使っていない素材と合成していく。

「他ほかに使っていない魔除けの素材って何がある？」

「何だろうなぁ。鉱石系も一通り試したし」

「あっ！　パワーストーンとかどう？　宝石を合成するの！」

「よし、試してみるか！」

　俺は、飛ひ竜りゆう山脈での【飛竜の無精卵】採取クエストで手に入れたルビーの宝石の原石を取り出し、銀の金属片と合成してみる。合成陣じんの上で赤く色づく銀の金属片を拾い上げて、ステータスを確かめる。





魔除けの結界片【消耗品】

中級魔法無効（回数：１）






「やったぁ！　当たりだ！」

　俺よりミュウが喜んでいるが、これではまだ中ちゆう途と半はん端ぱだ。

「よし、それじゃあ、他の宝石や鉱石とかも調べるか」

「ええっ、まさかまだやるの!?　この組み合わせでいいじゃん」

　もう飽あきたのか不服そうにしているミュウだが、これは曲げられない俺のポリシーだ。

「これでも使えるけど、どの宝石で【合成】が成功するか調べて、更にコストを下げられる素材を探し、最後に使いやすい形にデザインするってのが、生産アイテム作りってものだからな」

　俺一人が使う分には多少の不便さは目を瞑つぶるが、【アトリエール】の商品として生み出す場合には、コスパにも気を付けて、使いやすい形で売り出す必要がある。

　そういう点では、素材の石の形を《研けん磨ま》で整えて《カラーリング》で種類ごとに色付けして売り出したエンチャント・ストーンなんかは、そうした工く夫ふうが凝こらされている。

「わかった。もうひと頑がん張ばりする。けど、勿もつ体たい無いなぁ。結局これって試作品止まりで、売り物にはならないんだね」

「まぁ、アイテムの性能実験の時とかに使って、ちゃんと消費はするから気にしなくていいぞ」

　俺はそう言って、次々と宝石の原石や研磨した宝石との合成結果を比ひ較かくし、記録を取る。

　その結果、宝石はどの種類も適合しており、宝石の原石と研磨した宝石の比較では、研磨した宝石の方に、また別の効果が発生していた。





魔除けの結界片【消耗品】

中級魔法無効（回数：１）、連結結界






　連結結界──字じ面づらから見て、複数の結界片を揃えることで、より強力な攻撃を防いでくれる、という感じだろうか。その効果を知りたいが、数が揃っていないので、この検証は後回しにする。

　ただ、コストダウンに関して問題が発生した。

「手持ちの宝石系の素材で安価な素材がない……」

　宝石は、その種類や大きさによって、アクセサリーなどの装備品にして、各かく項こう目もくのステータスを増加させるが、どれも大体価値は同じだ。

　手に入れやすい場所の宝石は、種類が少なく小こ粒つぶなものが多く、逆に手に入れにくい場所の宝石は、種類も多く粒も大きい。

　そして、追加された効果である【連結結界】を持った結界片は、小サイズ以上の宝石との合成じゃないとできない。

　だから、どの種類を選んでも大おお幅はばなコストダウンにはなりそうにないのだ。

「駄だ目めだなぁ。適応する宝石系の素材がないなぁ」

「うーん。なら私の手持ちのアイテムで作ってみる？　お姉ちゃんより冒ぼう険けんしているエリアが多いから、使える素材があるかもしれないよ」

「ホントか!?　なら、頼たのむ！」

　ミュウの提案をすぐに受け入れて、作業台の上に出してもらう。

　ミュウが取り出した素材の中に、一つ気になる素材を見つけた。

「──これって、結けつ晶しよう柱ちゆう？」

「その欠片かけらだね。ほら、私たちが持ってるお守りの素材だよ」

　俺とミュウが、クロードの【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】の手伝いの報ほう酬しゆうで貰もらったアクセサリーを掲かかげて比較する。

　お守りの方は、透とう明めい感かんのある綺き麗れいな柱状の結晶となっているが、ミュウの取り出した結晶柱の欠片は、柱が砕くだけて不ふ揃ぞろいな鋭するどい破は片へんのようになっている。

「結晶柱自体は、採さい掘くつ可能エリアに沢たく山さんあるんだけど、採掘するのが難しくてねぇ。普ふ通つうに採ろうとすると砕けちゃってまともな素材にならないし、まともなやつが採れたとしても加工するのがまた大変らしいんだよ」

「だから、こんなに欠片があるのか……」

「こうなっちゃうと使い道がないんだよねぇ。だから一山いくらって値段になっちゃって、エリアの難易度と売値のバランスが悪いから売るに売れないし」

　脆もろくて形が鋭い。それでいて、使い捨てのナイフの代用品にするには攻こう撃げき力が低い、と嘆なげいているミュウの言葉を聞き流しつつ、俺は、使い道のないアイテムと聞くとどうしても使い道を作り出したくなる。

「使い道のないアイテムや価値の低いアイテムは、とりあえず上位変へん換かんしてみるかな──《錬れん金きん》」

　俺は、結晶柱の欠片を10個取り分け、それらに対して【錬金】スキルを使用する。

　これにより、10個の結晶柱の欠片を消費してそのアイテムを一段階上の素材にすることができ、完成したアイテムは、結晶柱（小）という小さな結晶になった。

「おおお、なんかできたぁ！」

　使い道のない欠片が、ちゃんとした素材に変わったことに驚おどろき喜ぶミュウを横目に、俺は、残りの欠片に対しても同様に錬金を発動させていく。

　大量にある結晶柱の欠片を錬金して、小サイズの結晶柱を複数作り出した。

「──すごいよ！　ユンお姉ちゃん！　今まで捨て値だったアイテムが、何十倍もの値段で売れるよ！」

「じゃあ、早速こいつを──《合成》！」

　俺は、銀の金属片、聖水、小サイズの結晶柱を合成し、【魔ま除よけの結界片】を完成させ、それに連結結界の効果を付けることに成功した。

「ミュウ、ありがとう！　気軽に使えるようになったよ！」

「よかったね！　次は、実際の効果を調べないと、だね」

「そうだな。早さつ速そく検証を──」

　俺は、そのままの勢いで、完成したばかりの【魔除けの結界片】を持って【アトリエール】を飛び出そうとするが、その時メニューにメッセージが入った。

　それはセイ姉ねぇからで、夕飯にしたいからそろそろログアウトするように、との内容だった。

「ふぅ。そう言えばずいぶん長時間やってたなぁ。セイ姉ぇが呼んでるから一度、ログアウトするか」

「そうだね。私も頭を一いつ杯ぱい使って考えたから、ちょっと疲つかれちゃった。でも生産の場面に立ち会えて面おも白しろかったよ」

「それじゃあ、ミュウも生産をやって──『やらないよ！　面白かったけど、私には向いていないのがよく分かった！』──ああ、そうですか」

　ミュウがちょっとしたアイテムの組み合わせで作れる生産に興味を持ってくれたのが嬉うれしかったので、勢いで生産の道に誘さそおうとしたらきっぱりと断られてしまい、ちょっと寂さびしくもある。

「検証は、明日やるよ。夜またログインする時に、準備を進めておくよ」

「うん、わかった。セイお姉ちゃんを待たせないうちにログアウトしなきゃね！」

　俺は頷うなずき、ミュウと共にログアウトする。

　明日のライトニング・ホース戦の対策は、一応できた。後は、ポーションを準備して、全力で挑いどむだけだ。




　　　　●




　昨夜、一人【アトリエール】に戻って、第二の試練に必要なメガポーション、ＭＰポット、魔除けの結界片を用意した。

　そして今朝、ミュウとセイ姉ぇに協力してもらい、タクとの待ち合わせ場所の高原エリアにおいて、ＰＶＰプレイヤー・バーサス・プレイヤーによる戦せん闘とうで、その効果の検証を行った。

　高原に、ミュウの光魔ま法ほうとセイ姉ぇの水魔法が乱れ飛ぶ中で、俺は魔除けの結界片を使ってそれらの魔法を防いでいるだけだ。

　実際には、飛んでくる魔法の威い力りよくごとに、その防ぼう御ぎよに必要な魔除けの結界片の数を調べ、あのライトニング・ホースの一いち撃げきを防げるだけの魔除けの結界片の必要数を大よそ計算していた。

「ミュウ、セイ姉ぇ、これくらいでいいよ。大体の検証ができたから」

「私の最大火力の魔法だったら、防ぐことはできなくても、威力は軽減できちゃうのね。ユンちゃん、更さらに防御能力が高くなってるわね」

「そうだな。これで真っ先に倒たおれることはなくなるかな」

　検証が終わり一息ついていると、タクが、ポータルの転移で、待ち合わせの時間通りに姿を現した。

「ユンにミュウちゃん、それにセイさんも。面白そうなことやるんなら、俺も呼んでくれよ」

　タクが開口一番にそう言うので、俺は溜ため息いきを一つ吐はき出して理由を説明する。

「今回は、アイテムを使った魔法の防御検証だから、魔法の使えないタクは必要ないんだよ」

「だけど、見ているだけで楽しそうじゃないか！」

「だったら、タクさんもすぐに見られるから大だい丈じよう夫ぶだよ！　さぁ、今度こそリベンジしよう！」

　そう言うと、ミュウが先頭に立ってライトニング・ホースのいる小高い丘おかを目指し、俺たちはその後を付いていく。

　そして、小高い丘の上で寝ねそべるライトニング・ホースを見上げて、俺たちはそれぞれの準備を行う。

「リゥイ、また頼むな──《召しよう喚かん》！」

　俺は、白い召喚石を取り出し、成せい獣じゆう化したリゥイを呼び出す。

　ライトニング・ホースの俊しゆん足そくに対応できない俺は、リゥイの力を借りるしかない。

　そして、俺はセンスや装備を整える。






所持ＳＰセンス・ポイント13
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　ライトニング・ホースの雷らい撃げきの閃せん光こうは、【空の目】では逆に見えすぎて目を潰つぶされてしまうので外し、代わりに弓系センスを三重装備することにした。

「ユンちゃん、作戦は分かっているわね」

「ああ、俺とリゥイ、タクがライトニング・ホースを引き付けて攻撃し、弱らせる。ミュウとセイ姉ぇがその間にキルゾーンの準備を整えたら、そこに誘ゆう導どうして一気に仕留める。だよな」

　移動速度の速いライトニング・ホースに最初に当たるのは、リゥイと組むことができる俺。そして次に純じゆん粋すいな剣けん士しのタクだ。

　俺たちがライトニング・ホースのＨＰをある程度減らしつつ時間を稼かせいだら、その間にミュウとセイ姉ぇが準備した高火力の攻撃を一気に叩たたき込めるキルゾーンに誘導し、一いつ瞬しゆんで勝負を決めるつもりだ。

　俺とタクにかなりのリスクと負担がかかりそうだが、四人パーティーの場合、人数的に持久戦・耐たい久きゆう戦は不向きなため、致いたし方ない。

「それじゃあ、全員にエンチャントを掛かけていくな。《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、インテリジェンス、スピード」

　タクには、攻撃と防御、速度の三重エンチャント、ミュウとセイ姉ぇには魔法攻撃と速度の二重エンチャントを施ほどこす。

　最後に、俺とリゥイにはそれぞれ防御と魔法防御、速度の三重エンチャントを施してから、リゥイに跨またがった。

「さぁ、ミュウとセイ姉ぇの準備が整うまで頑がん張ばるぞ」

　俺は、ライトニング・ホースから少し離はなれたところにミュウとセイ姉ぇを残して、タクと共に丘を進んでいき、前回と同じく丘の上で寝そべっているライトニング・ホースの反応距きよ離りまで近づいた。

　立ち上がり、全身から放電を始めるライトニング・ホースの動きと同時に俺は、腰こしに着けた袋ふくろの中から魔ま除よけの結界片を４枚取り出して、宙に投げた。

　４枚の結界片が空中で繫つながり面を作ると、ライトニング・ホースから放たれた電撃はその結界に阻はばまれて方向を変え、俺たちの居ない場所に落ちた。

「初撃は防いだな。さて、これからだ」

　タクは既すでにライトニング・ホースの背後に回り込むように駆かけ出しており、メインの引き付け役である俺が、この身にライトニング・ホースのヘイトを集めるために、矢を放つ。

『──キュィィィン！』

　体に矢が刺ささり、嘶いななきを上げて、前まえ脚あしを高く振ふり上げるライトニング・ホース。

　矢には、刺さった相手の動きを鈍にぶらせる麻ま痺ひの状態異常バツドステータス薬を合成してあったが、その効果は見られず、ライトニング・ホースは、後ろ脚に雷かみなりを纏まとわせて駆け出して来る。

「リゥイ！　反転！　全力で逃にげろ！」

　俺とリゥイにヘイトを集めることには成功したが、本番はこれからだ。

　俺の指示で一気に反転し加速を始めるリゥイだが、ライトニング・ホースの方が足は速いようで、ジリジリと距離を詰つめられる。

　だが、高原の広いフィールドをリゥイが小刻みに右に左にと進路を変えるので、ライトニング・ホースはなかなか追い付くことができないでいる。

　俺は、リゥイの手た綱づなをしっかり握にぎり、鐙あぶみに足を踏ふん張って振り落とされないように耐たえながら、左右に曲がる直前に手綱から手を離し、矢を構える。

　ライトニング・ホースに対し、僅わずかに体の側面を向け始めるリゥイの上で、俺は上半身を捻ひねり、上下に激しく揺ゆられながら、追つい跡せきしてくるライトニング・ホースの額に向け矢を放った。

　しかし、ライトニング・ホースは、風切り音を響ひびかせて飛ひ翔しようする矢を雷撃で撃うち落とし、時には、大きく体を倒して避よける。

「避けられた。もう少し速度を落とせれば……」

　ライトニング・ホースの雷撃による閃光対策で、俺は【空の目】のセンスを外していたが、今この状じよう況きようで、【付加術】と【空の目】を組み合わせた遠距離からの弱体化のカースドが欲ほしくなる。

　ミュウたちには戦闘前に近距離でエンチャントを施したが、やはり普ふ段だん使い慣れた能力に制限が掛かるのは辛つらい。

　そうして中々有効打を与あたえられない中、一定の距離まで近づいて来たライトニング・ホースが、全身に雷を纏い迫せまってくる。

　触ふれるだけでも致ち命めい的てきなダメージになりかねない、走る電撃雷撃の突とつ進しんから、リゥイは必死に逃げる。

　それに、雷撃を纏った物が突進してくるというのは、物理攻撃に類する攻撃手段だ。

【魔除けの結界片】は、魔法攻撃に対しては、その威力を軽減・無効化することができるが、物理攻撃や魔ま法ほう剣けんなどの属性物理攻撃などに対しては、効果を示さない。

　つまり、この雷撃の突進には効果がないので、これを受ける訳にはいかない。

「リゥイ。このまま真っ直すぐ走れ！　俺を信じて！」

　ジリジリと追い付かれ、背中や首筋にヒリヒリした感覚を覚えながら、俺を乗せたリゥイが直線距離を駆け抜ぬける。

　首を捻り後ろを見ると、怖こわくなるほどの速さで、ライトニング・ホースが迫ってくる。

　あと少しで追い付かれそうだが、それでもリゥイを走らせる。

「──《ソニック・エッジ》！」

　それを受け、背後から迫っていたライトニング・ホースが真横に倒れ、体に纏っていた雷が地面に吸収されていく。

「いくら速くても、通る場所さえ予測できれば攻撃を当てることができるな」

「タク、遅おそいぞ！」

「お前らの動きが変則的で速すぎるんだよ！　何度も待ち伏ぶせしようとしたけど、その度たびにコースが逸それるんだから！」

　初撃を防いだ後、別方向に動いたタクは、リゥイとライトニング・ホースとの攻こう防ぼうをつかず離れずの距離で見守りながら、単独での襲しゆう撃げきのタイミングを見計らっていた。

　そして今、その手に握られている武器は、今回のボス戦の切り札【黄おう土ど霊れい銀ぎん剣けん・スロウブロウ】──グランド・ロックの体内に飲み込まれ、そこに住む至高の剣作りを目指す名工ＮＰＣが鍛きたえ上げたユニーク武器である。

「まずい、ライトニング・ホースが起き上がるぞ。タク、離れろ！」

「セイさんたちの準備がまだできてないからな。時間稼ぎの間に二、三回襲撃してやるよ！」

　俺とタクがすぐさま別々の方向に駆け出すと、ライトニング・ホースはよりヘイト値の高い俺とリゥイをターゲットにして向かってくる。

　体中に雷撃を迸ほとばしらせて駆けてくるその攻撃は脅きよう威いだが、先さき程ほどの《ソニック・エッジ》が効いているのか、その速度は目に見えて落ちているライトニング・ホース。

　ＮＰＣ製限定の追加効果である【倦けん怠たい】によって、速度低下が起きているのだろう。

　となれば、そこからは俺とリゥイの反撃が始まる。

　俺たちに追い付けないライトニング・ホースに対して俺が矢を放つと、【倦怠】による影えい響きようで攻撃を避けられずに、ライトニング・ホースはその矢を体に受けた。

　防御力が低いのか、俺の弓矢による攻撃でもそれなりにＨＰを減らすことができる。

　なんとかこちらに攻撃したいライトニング・ホースは、遠距離攻撃手段の雷撃を放つが、それも【魔除けの結界片】で防げる程度の攻撃だ。

　また、タクが俺の攻撃のタイミングを見計らい、ヘイトターゲットを奪うばわない程度の攻撃を繰くり返し、ダメージを蓄ちく積せきしていく。

　そして、ライトニング・ホースのＨＰが７割を切る段階になり、上空に光の収束光線が打ち上がるのを見た。

「ミュウとセイ姉ねぇの準備が整ったか。リゥイ！　あの光の柱の方に走ってくれ！」

　一撃で仕留め切るためのキルゾーンを準備していたミュウとセイ姉ぇに被ひ害がいが行かないように、俺たちは小高い丘の反対方向に逃げたが、思った以上に距離が空いてしまっていた。

　タクも合図を見て最短距離で移動を始めたために、ライトニング・ホースに追われている俺とリゥイより早く合流地点に着きそうだ。

　あとはこのまま逃げ切れば──そう思っていると、ライトニング・ホースがゆっくり足を止め始めるのが視界の端はしに映った。

「──なっ!?」

　まさか、このタイミングで攻撃を止めるなんて思いもしなかった。今まで散々ライトニング・ホースを煽あおり、これから確実に倒たおすためのキルゾーンに誘導するはずだったのに、ここで足を止められては、元も子もない。

　リゥイを予定通りに走らせつつも、ミュウとセイ姉ぇに不測の事態が起きたという合図を送るべきか、と俺が思案していると、ずん、と腹に響く音と共にライトニング・ホースの周囲が爆ばく散さんした。

「ひっ！　リゥイ！　走れ！」

【看かん破ぱ】のセンスが一気に最大級の危険を知らせると同時に、俺はリゥイに加速を命じる。

　ライトニング・ホースのステータスの、攻撃・魔ま法ほう攻こう撃げき上じよう昇しよう、状態異常バツドステータスの回復、常時放電状態、【怒いかり】の状態異常バツドステータスなど、目に見える範はん囲いでの明らかな強化は、発はつ狂きようモードや暴走モードとも言えるものだ。

　事前に集めた情報では、一定の残りＨＰになるとそのような状態が引き起こされるという話はなかった。

　これは、時間経過によるものか、それともヘイト値を一定以上溜ため込んだためか。

　だがそれを検証する余よ裕ゆうなどなく、俺はただリゥイを走らせ、一直線にミュウたちの居る場所に向かう。

『──キュィィィン！』

　走りながらライトニング・ホースが甲かん高だかい嘶きを響かせると、体に纏っていた雷撃が上空に昇のぼっていき、局地的な黒雲が高原の小高い丘おかの周りに広がる。

　そして、閃せん光こうが走る。

「っ!?　落らく雷らいとかもうどう対処するんだよ！」

　走っているリゥイの斜ななめ前に雷が突つき刺さり、平原の草地に黒い焦こげ跡あとを残す。

　黒雲の下ではランダムに雷が発生しては地面に落ち、その衝しよう撃げき波はが俺の肌はだを撫なでる。

　更さらにステータスが上昇し、再び雷を纏ったライトニング・ホースが、俺たちに迫って来る。

　再び速度を取り戻もどし、威い力りよくも増した雷撃を纏うその突とつ撃げきを逃のがれるために俺は切り札を一つ切る。

「リゥイ！　──【幻げん術じゆつ】だ！」

　俺とリゥイの体を透とう明めい化させて、俺たちに干かん渉しようする全すべての事象を透とう過かさせる。

　俺たちを素す通どおりしたライトニング・ホースは、立ち止まり、俺たちの姿を探している。

　俺たちはその間に、可能な限り時間と距離を稼かせぎつつ、ミュウとセイ姉ぇが待ち構えるキルゾーンに誘ゆう導どうし易やすい位置で【幻術】を解除した。

『──キュィィィン！』

　俺を見つけたライトニング・ホースが、威い嚇かくの鳴き声を上げて再び追いかけてくる。

　いつ上空から降ってくるか分からない雷と、背後から威い圧あつ感かんを持って迫ってくるライトニング・ホースの存在が、より緊きん張ちよう感かんを高める。

　リゥイの【幻術】は、消費ＭＰも多く、次の発動はクールタイムのせいで間に合いそうにないために、もうこの手段は使うことができない。

『──キュィィィン！』

　甲高い嘶きに反応する【看破】のセンスに従い、俺は【魔ま除よけの結界片】をこれでもかと投げる。

　その直後、今までの雷撃では防がれることを理解したライトニング・ホースは、より強化された一撃を俺たちに放つが、なんとかそれを結界片が受け止める。

　一つ一つは弱い銀の金属片が次々に弾はじけて消えていきながら、雷撃を三方向に分散させて攻撃を防ぐ。

　正直、危なかった。初撃の最大火力の雷撃に匹ひつ敵てきするその一撃に、俺は手持ちの【魔除けの結界片】の殆ほとんどを使ってしまう。

　だが、あと少しでミュウとセイ姉ぇの用意したキルゾーンに辿たどり着く。

「──っ!?」

　そう思い、安あん堵どしかけた瞬しゆん間かん、上空に閃光が煌きらめき、雷が俺たち目め掛がけて落ちてくるのが見えた。

　極度の危機意識に視界内の景色がゆっくりと進むが、このままでは俺が行動を起こす前に雷かみなりに打たれてしまう。

「リゥイ！　何があっても止まるな！　走り続けろ！」

　だが、直後に飛来した落雷が、俺とリゥイの体を貫つらぬき、視界を真っ白に染め上げる。

　俺は、目を強く瞑つぶり、歯を食い縛しばって耐たえたが、一瞬だけ意識が飛んだ。

　その時、遠くでガラスが砕くだけるような音が聞こえ、瞼まぶたの裏が白から黒に染まるとすぐに、飛んだ意識が暖かい物に包まれる感覚と共に浮ふ上じようして、俺はリゥイの手た綱づなを強く握にぎりしめた。

「……よかった、生きてる」

　若じやつ干かん、掠かすれた声を上げる俺。

　リゥイは、雷撃を受けた後も、俺の指示通り走り続けていてくれたらしい。

　自分の体を見れば、所々から黒い煙けむりが上がり、後ろに流れていくのが見える。

　残りＨＰ２割。たぶん、意識が飛んだのは、一度にＨＰが半分以上削けずられたことによる【気絶】の状態異常バツドステータスだったのだろう。現在は、リゥイの浄じよう化かの魔ま法ほうに体を包まれ、状態異常バツドステータスは解除されている。

　俺は、インベントリからメガポーションを取り出して一気に飲み干し、減ってしまったＨＰを急速に回復すると、後ろを見て周囲の状じよう況きようを確かく認にんする。

　背後ではライトニング・ホースの暴走モードに制限時間が来たのか、全てのステータスが元通りになり、上空の黒雲も晴れて落雷も収まった。

　さっきは何故なぜ、俺だけが落雷のダメージを受けて、リゥイは走り続けることができたのか。

　前回ライトニング・ホースの初撃で俺がやられた時、セイ姉ぇに着けていなかったことを指し摘てきされた、敵の攻撃を無効化してくれるアクセサリーの【身代わり宝玉の指輪】を、今回は着けていた。ただし、リゥイに装備していたのだ。

　今回、俊しゆん足そくのライトニング・ホースを相手に誘導役を成功させるには、リゥイの走りと幻術がどうしても必要だった。逆を言えば、リゥイが倒れれば、その時点でこの作戦は破は綻たんしてしまう。だから俺は、あえて自分ではなくリゥイに【身代わり宝玉の指輪】を装備させて、自分はそのまま攻撃を受ける選せん択たく肢しを取ったのだ。

　それに、俺が動けなくてもリゥイが動ければ、最悪作戦は続行できる。

　そう考えたことを思い返し、自分の選択は間ま違ちがってなかったと安堵していると──

「ユンちゃん！　来たわね！」

「ああ、バッチリだ！」

　俺は、ミュウとセイ姉ぇ、そして先に辿り着いたタクが準備したキルゾーンを、そのまま駆かけ抜ぬける。

　その直後、俺を追い掛けて来たライトニング・ホースが同じくその場所を通過しようとして、盛せい大だいに転てん倒とうし、高原の地面にその勢いのまま叩たたき付けられる。

「これは……」

　起き上がろうともがくライトニング・ホースだが、その前まえ脚あしと後ろ脚を捕とらえる光り輝かがやく輪が出現した。

「──《エンゼル・リング》。ホントは私、足止めの魔法とか好きじゃないんだけどね。それに、動いている相手を捕つかまえるこの魔法の制せい御ぎよが苦手だし」

　動き回る相手を拘こう束そくするのが難しい、と呟つぶやくミュウだが、仕事はキッチリとこなしている。

　続いて、セイ姉ぇが杖つえで地面を突くと、高原の草地が白く凍こおり付き、ライトニング・ホースの体を霜しもと氷で覆おおい、更に拘束を重ねる。

「さて、次の一撃で決めましょうか」

　杖を掲かかげてそう宣言するセイ姉ぇ。

　その時、ヘイトのターゲットをセイ姉ぇに変えたライトニング・ホースが、残った力を振ふり絞しぼって、雷撃を放つ。

　だが──

「──《ショット・インパクト》！」

　脇わきから飛び出したタクの斬ざん撃げきによって、その雷撃は、あっさり散らされてしまった。

「あぶなかったなぁ」

「ふふっ、タクくん、ありがとう。さぁ──これで終わりよ」

　その一言と共に、セイ姉ぇは、この戦せん闘とう開始直後から、発動直前の状態で増やし続けていた魔法を一気に解放する。

　それは、ライトニング・ホースを取り囲むように、全方向に展開された百を超こえる氷ひよう槍そう。

　その先せん端たんを全てライトニング・ホースに向けている。

「圧あつ倒とう的な物量に沈しずみなさい！」

『──ヒィィィィィン！』

　振るう杖の動きに合わせて、倒れたライトニング・ホースの体に殺さつ到とうする氷槍群。

　その痛みに、ライトニング・ホースは悲鳴を上げるも、すぐにそれは氷槍の砕ける破は砕さい音に搔かき消される。

　砕けた氷が雪ゆき煙けむりのように視界を白く遮さえぎり、全てが終わると、セイ姉ぇは長く息を吐はき出した。
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　ライトニング・ホースとの戦闘を終えて、緊きん張ちようを解いたセイ姉ねぇが俺に振り返って来る。

「流石さすがに百を超える魔法を用意するのは骨だったわ。ユンちゃんのＭＰポットがなきゃできなかった」

　そう言って、懐ふところから空のポーション瓶びんを取り出し、俺に見せてくる。

　俺が小さく、お疲つかれ様、と労ねぎらうその向こうでは、高原の風が白い煙を払はらうように流れ、その中にうっすらと、横たわってはいるもののしっかりと頭を上げているライトニング・ホースのシルエットが見える。

「セイお姉ちゃんの攻撃をあれだけ受けてまだ倒たおれないの!?　こうなったら私が」

「ちょっと待て、ミュウ！」

　倒れないライトニング・ホースに向かって止とどめを刺さしに行こうとするミュウの手を取って引き留め、俺は、完全に白い煙が晴れるのを待つ。

　その中心に居たのは、横腹をこちらに向けて横たわった姿勢で、一いつ切さいの抵てい抗こうを見せないライトニング・ホースだ。

　この状況でも一応は倒したことにはなっているようで、ドロップアイテムも手に入れたが、他ほかのＭＯＢとは違ちがい、倒されても、光の粒りゆう子しになって消えないようだ。

「えっと……この場合はどうなるのかしらね？」

　今までにないパターンに、このまま北の町を目指せばいいのか、それともまだ何かあるのか、と、困ったセイ姉ぇが眉まゆ尻じりを下げている。

　ライトニング・ホースも、これ以上の戦闘はないと判断したらしく、立ち上がり、小高い丘おかの天辺へと戻っていった。

「ううっ、なんなの？　なんで倒したのに消えないの？」

　なんともいえない不完全燃焼感を抱いだいてそう呟くミュウに、タクが自身の予想を口にする。

「なんだったんだろうな。別のクエストの重要ＭＯＢだからこういう風に設定されてるのかもな」

　ボスＭＯＢを倒した後、再出現リポツプするまでの間、クエストを受けられなくならないように、元々消えない設定にしているのかもしれない。

　とにかく、これで北の町への道は開けたようだ。

　小高い丘の向こう側を目指して歩き始めると、ライトニング・ホースはもう、攻撃を仕掛けてくることもせず寝ねそべったままで、俺たちはその横を素す通どおりすることができた。

　そして、小高い丘を下った先で、トンネルを見つけた。

　天然洞どう窟くつを人の手で加工したらしいそのトンネルを抜けると、そこは一面雪の銀世界だった。

　遠くの山から吹ふき下ろされる冷たい風で雪煙が舞まい上がる中、雪が膝ひざまで積もっており、移動に苦労しそうだ。

「あー、リゥイでの移動は無理だろうなぁ。リゥイ、お疲れ様──《送そう還かん》」

　俺は、リゥイを召しよう喚かん石に戻もどし、トンネルから見ることができる北の町に、大聖堂の神父ＮＰＣから預かった【流行病の薬】を届けるため、歩き始める。

「へぇ、こうなってるんだぁ」

　俺は、近づくにつれその高さを実感しつつ、北の町の城じよう壁へきを見上げる。

　石を積み重ねて作られた城壁は、第一の町のものに比べて低いが、分厚く、城壁の上に積もった雪を外側に落とすためか、城壁外周に高く雪が積もっている。

　俺たちは、町の出入り口であるアーチ状の城門を潜くぐり、その町並みに感かん嘆たんの声を上げる。

「ほわぁっ、屋根がみんな尖とがってる！　それに白い煙が煙えん突とつから出てる！」

　ミュウは、傾けい斜しやのきつい屋根の家々で統一された町並みを見ながら、町中を歩く。
















　その屋根は、うずたかく雪が積もる前に屋根から自然に滑すべり落ちるようにするためのもので、家の玄げん関かんが、雪で埋うもれないように、どの家も地面より数段高く建てられているため、玄関前には必ず階段があった。

　それに、どの家も暖だん炉ろに火を入れているためか、煙突から白い煙が上がっており、それが町中で見られるために、どこか幻げん想そう的な感じがする。また、俺たちが歩いている南北に抜ける大通りでは、一定間かん隔かくで下水路の蓋ふたが開けられ、そこに町民ＮＰＣたちが雪を投げ捨てていく。

　そして何より目を引いたのは──

「すごーい！　あんな場所にお城がある！」

「まるでドイツのノイシュヴァンシュタイン城みたいね」

　ミュウが感嘆の声を上げ、セイ姉ぇが似たようなリアルの城の名前を口にする。

　北の城壁の更さらに向こう、白い雪煙の中にぼんやりとだが、山の斜しや面めんの崖がけ際ぎわに建てられた立派なお城を見ることができる。

　真っ白い世界の中、雪の斜面に張り付くように建つ白はく亜あの城には、何本もの塔とうが空高く伸のびており、その天辺には、薄うすく雲が渦うず巻まいていて、純白の景色だというのに、いっそ不気味さすら感じてしまう。

「こらこら、新しいエリアが気になるのは分かるけど、それより第二の試練のクエストが先だろ」

　お城の佇たたずまいに見とれていた俺たちは、そうタクに窘たしなめられて、再び南北の大通りを歩きだし、町の中央にあるポータルを登録して、北の町にある小さな教会へと向かった。そこに、【流行病の薬】が届くのを待っているクエストＮＰＣがいるそうだ。

　診しん療りよう所じよも兼かねた、石造りの重厚感ある教会の前にいる男性ＮＰＣに声を掛かける。

「すみません。【流行病の薬】を届けに来たのですが」

「ああ、大聖堂の聖職者に助けを求めたのですが、それが届いたのですね！　ありがとうございます！　すぐに患かん者じやさんたちに飲ませなきゃ！」

　聖職者っぽく見えないその男性ＮＰＣにクエストの重要アイテムである【流行病の薬】を渡わたすと、彼はすぐに教会内に駆け込んでしまった。

「これでクエスト終しゆう了りよう？　って訳じゃなさそうだな」

　アイテムを渡した途と端たんに男性ＮＰＣが教会内に駆け込んだままで、クエスト完了のインフォメーションも流れない。

「ねぇ、寒いし中に入らない？」

「そうね。それにあのＮＰＣの男性が中で何をしているのか見てみましょう」

　ミュウとセイ姉ぇの提案に、俺たちがそっと教会内部に入ると、小さいながらもステンドグラスの窓のあるそこは、簡易的な診療施し設せつになっており、暖かい室内には、病人ＮＰＣの寝るベッドが並べられていた。

　そこでは先さき程ほどのＮＰＣの男性が、病人一人一人に【流行病の薬】を飲ませており、こちらに気付いていない様子だ。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず二十人以上は居る病人ＮＰＣの世話をしているのは、あの男性ＮＰＣ一人だけだ。

「俺、ちょっと手伝ってくる」

　俺は、男性ＮＰＣに駆け寄り話しかける。

「あの、薬を飲ませるの手伝いますよ」

「ありがとうございます。では、私がこっちをやるので、そちらの子どもたちをお願いします」

　俺は、【流行病の薬】を受け取ると、早さつ速そく子どもが寝かされているベッドに近づき、薬瓶の蓋を開ける。

　そして、飲みやすいように上体を起こさせて、ゆっくりと瓶の中の液体を飲ませていく。

「ううっ、これマズイよ、お姉ちゃん」

「良薬は口に苦しだ。ほら、薬を飲んだらもう一ひと眠ねむりしろ」

　俺は、薬を飲み終わった子どもの頭を撫なで、再びベッドに寝かしつけ、毛布を掛け直す。

　すると、ほどなく眠りに就つき、規則的な寝ね息いきを立て始める。

　一方、俺やＮＰＣの男性の様子を見ていたミュウたちは、この場のことを考察していた。

「もしかして、あの男性ＮＰＣの作業が終わらないと、クエストクリアにならないんじゃない？」

「救済のクエストだものね。ということは、薬を届けるだけじゃなくて、病人もきっちり助けないといけないみたいね」

　セイ姉ぇは、メニューを開き受注したクエストの説明文に目を通しながら、ミュウに答える。

「なら、手伝うとするか。ユン、俺も手伝うから、薬を分けてくれ！」

「私も手伝う！」

「そうね。みんなでやれば、その分早く終わるものね。私も手伝いましょう」

　そう言って、三人も【流行病の薬】を手に取り、病人のＮＰＣに飲ませていく。

　ミュウとタクは自分で動ける大人の病人ＮＰＣに、男性ＮＰＣは年老いた病人ＮＰＣに、俺とセイ姉ぇは子どもの病人ＮＰＣに、分担して薬を飲ませていく。

　お陰かげで、すぐに全員に薬が行きわたり、教会内の病人ＮＰＣ全員が、規則正しい寝息を立て始めた。

「手伝っていただきありがとうございます。薬を飲ませたので、みんなこれで落ち着くと思います。本当に、ありがとうございます」

　深々と頭を下げてくる男性ＮＰＣに、タクとミュウは少し気き恥はずかしそうにしているが、顔が若じやつ干かんにやけている。

　俺とセイ姉ぇは、病人を救うことができた達成感や充じゆう実じつ感かんに頰ほおを緩ゆるめる。

「この場で報ほう酬しゆうを支し払はらうことはできませんが、こちらを持って大聖堂に行ってくだされば報酬と交こう換かんしてくれるはずです」

　そう言って、男性ＮＰＣは、クエストアイテムである【北の町の感謝状】という手紙を差し出してきた。

　俺たちはそれを受け取り、第二の試練のクエストを達成することができた。

　教会を後にすると、クエストの達成感や、多くの病人ＮＰＣを救済できたこと、それに対して感謝されたことなどの感動の余よ韻いんに、俺たち全員が浸ひたっていた。

「それにしても、ユンお姉ちゃんとセイお姉ちゃん、患者さんにお薬飲ませるの、手慣れてたよね。私やタクさんが飲ませようとしても上手うまくいかないのに、ちょっと尊敬しちゃった。まるで聖母みたいだった！」

「せ、聖母って……」

　俺は、ミュウのその表現に肩かたを落とし、セイ姉ねぇは、苦笑いを浮うかべつつも褒ほめられて嬉うれしそうにしている。

　タクはといえば、男の俺が聖母と表現されて可笑おかしいのか、くくくっと肩を震ふるわせて笑いを押し殺している。

「何だよ、タク。なにが可笑しいんだよ」

「いや、ちょっと前にユンが着せられてたシスター服姿を思い出してな」

　そう言って再び押し殺した笑いを漏もらすので、俺は忘れていたことを思い出させられた気恥ずかしさから、顔が熱くなる。

「っ!?」

「あー、あの姿可愛かわいかったよねぇ。ユンお姉ちゃん、もう着ないの？」

「着るわけないだろ！」

　俺は強く否定して、その話題から逃にげるように早足で町の中央に設置されているポータルへと向かう。

「ほら！　まだ第三の試練が残ってるんだ！　時間もないんだぞ！」

「待ってよー、ユンお姉ちゃん！」

　俺の後を小走りで追ってくるミュウと、その後ろで苦笑いを浮かべているセイ姉ぇとタク。

　俺たちは、そこのポータルで第一の町に転移した後、第三の試練に関する手て掛がかりや情報を探し始めた。







　　　四章　仲ちゆう介かいと造船計画







　センス拡張クエストの第二の試練である救済クエストを終えた後、残す第三の試練である討とう伐ばつクエストの対象となる【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】の情報は、殆ほとんど入ってこなかった。

　だから、俺たちはそれぞれの方法で【皇帝愚足蟲】の存在を探さぐっているのだが、調査を開始して丸一日が経過し、一度、それぞれに集めた情報を持ち寄ることにした。

　集合場所に指定した【アトリエール】のカウンターに座り、俺は、ミュウとセイ姉ぇと共に、キョウコさんの淹いれたお茶とお菓か子しを囲み、それぞれの調査結果を報告し合っていた。因ちなみに、タクは遅おくれてくるとのこと。

「まず私からでいいかな？」

　セイ姉ぇが手を上げて、【皇帝愚足蟲】の調査結果を報告する。

「ギルドメンバーからの聞き込みだけど、みんな知らないって言ってたわ。ライトニング・ホースと違ちがって未み確かく認にんのＭＯＢだから、全然情報が得られないわね」

　十分な結果が得られず、申し訳なさそうな表情のセイ姉ぇは、すぐに普ふ段だんの通りの微ほほ笑えみを浮かべて、こう続ける。

「その代わりに、みんな、年とし越こしアップデートによる変化や追加クエストなんかの情報をくれたわ」

　欲ほしい情報が得られずにがっかりするセイ姉ぇを見て、ギルド【ヤオヨロズ】のメンバーが気を回してくれたのかもしれない。

　ひとえに、セイ姉ぇのサブマスとしての人徳のお陰だろう。

「そうなのか。なら、余よ裕ゆうがあったらそういうクエスト受けてもいいかもね」

「ユンちゃんは、どうなの？　図書館に行ってたようだけど、何か手て掛がかりは見つかった？」

　俺が頷うなずきながら聞いていると、セイ姉ぇが話を振ふって来た。

「【皇帝愚足蟲】の情報は見つからなかったよ。ただ、面おも白しろそうな内容の本が何冊か見つかったんで、つい読み込んじゃった」

　俺が、雪の下に生える薬草に関する図ず鑑かんや、雪国の伝承を纏まとめた本なんかを見つけたことを話せば、今度はセイ姉ぇが微笑みながら頷いてくれる。

　そして、ミュウは──

「セイお姉ちゃんもユンお姉ちゃんも、なんでそんなに悠ゆう長ちようにしているの!?　あと少しでセイお姉ちゃんが帰っちゃうんだよ！」

　正月休みが終われば、セイ姉ぇの通う大学の授業が再開される。その前には、遠方の下宿まで帰らなきゃいけないために、ミュウはこのセンス拡張クエストの攻こう略りやくを焦あせっているのだが──

「でも、第三の試練の討伐対象の手掛かりすらないんだぞ」

「そうね。見つからない敵とは戦えないものね」

　俺は溜ため息いきを吐つきながら答え、セイ姉ぇも俺の意見に同意してくれる。

　クエスト自体には特に期限が決まっているわけではないので、俺とセイ姉ぇは割とのんびりと考えているのだが、ミュウはそれが若じやつ干かん不満そうだ。

「そう言うミュウは、何か【皇帝愚足蟲】の手掛かりを見つけたのか？」

「うっ……それは……探たん索さく可能な範はん囲いを調べ回ったけど……見つからなかった」

　俺がジト目を向けると、声を詰つまらせて視線を逸そらしつつも、俺たち同様に成果なしとの報告を上げるミュウ。

「だけど！　アップデートによる追加ＭＯＢは、ボスＭＯＢも含ふくめて何種類か見つけたんだよ！」

　弁解するように捲まくし立てるミュウの様子に、俺とセイ姉ぇは苦笑いを浮かべる。

　別に責めているわけではないし、それほどセンス拡張クエストのクリアに固こ執しつしている訳じゃないために、ミュウを落ち着けようと、俺がお茶を勧すすめる。

　熱めのお茶をぐいっと飲んで一息ついたミュウに対して、俺は声を掛ける。

「今回駄だ目めなら、また次回集まって、少しずつ進めればいいんじゃないのか？」

「確かにそうだけど、やっぱり目標は少しでも早く達成したいじゃん！　それにルカちゃんたちとパーティー組む時自じ慢まんしたい！」

　ミュウは、用意したクッキーに手を伸のばし、やけ食いするように食べ始める。

「それとね、ヒントも何もないから、あの大聖堂の神父ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに話を聞きに行ったの」

「それで、なんて言ってたんだ？」

「それが──『試練は、乗り越こえられない者には訪おとずれはしない』だって！」

　確かに、センス拡張クエストというだけあって、各試練は一応、個々の所持センスやレベルに合わせて用意されているのだろうが、流石さすがにヒントがそれだけと聞いて、俺とセイ姉ぇは苦笑いを浮かべる。

　その時、【アトリエール】の店てん舗ぽ部の扉とびらが開いたので俺たちがそちらに視線を向けると、外の冷気と共に入って来たタクが声を掛けて来た。

「全員集まってるか？　朗報だ」

「なになに!?　まさか、【皇帝愚足蟲】の出現する場所が分かったの!?」

　ミュウは、勢いよく立ち上がり声を上げるが、タクは、首を横に振る。

「分かったって言うより、知ってるやつを見つけたってことだな」

　知っているプレイヤーを見つけたのに聞き出してこなかったのか、と俺は少し落らく胆たんするが、タクもカウンター席につき、詳くわしく説明を始める。

「俺の知り合いのギルドマスターなんだけど、そいつに聞いたら、知ってはいるらしいんだ」

「だけど、教えてくれなかったのね。何か交こう渉しようでも持ちかけられた？」

「お金やアイテム？　それともボス討伐やクエストの協力？」

「交渉についてはご明察！」

　そうだ。情報は、アイテムや装備に匹ひつ敵てきする価値のあるものであり、セイ姉ぇやミュウの言うものと交換されることもある。

　セイ姉ぇがサブマスをしているギルド【ヤオヨロズ】などは、ギルドに所属するプレイヤー全体を強化するために情報共有が盛さかんに行われたりするが、生産職のレシピ情報なんかは、売買の対象になったり、研究費が回収できるまでは秘密にされたりするために、俺の【付ふ加か術じゆつ】のスキルである《技能付ふ与よ》や《物質付与》に関する情報にも値が付いた。

　俺は、タクの言う交渉でどんなものが要求されるのか気になり、タクの方を見つめるが、次にタクの口から発せられた言葉の意味に、俺は一いつ瞬しゆん理解が追い付かなかった。

「ユンと交渉したい。って交渉の具体的な内容はそれから話すって……」

「なんで俺？　えっ？　ミュウやセイ姉ぇじゃなくて？」

　タクは無言で頷くが、俺は意味が分からない。

　万能な戦せん闘とうプレイヤーであるミュウやギルド【ヤオヨロズ】のサブマスであるセイ姉ぇなら、交渉したい理由は分かるし、二人と交渉してパーティーの戦力を期待するのも分かる。

　だけど、俺個人を指名する理由が分からず、俺は首を捻ひねる。

「なるほど。そういう理由なのね」

「えっ!?　セイ姉ぇは分かるのか？」

「いや、なんでユンお姉ちゃん本人が分からないの」

　ミュウからツッコミが入るが、やはり俺にはさっぱり分からず、ミュウに呆あきれられる。

　若じやつ干かん、混乱しかかっている俺に対して、セイ姉ぇが説明してくれる。

「ユンちゃんは、自分がＯＳＯで有名な生産職だって自覚はあるかしら？」

「俺が有名？　まぁネタ方面なら有名かもなぁ……」

【保母さん】やら何やら言われてネタにされていることが有名に入る可能性を考えて、俺は顔を顰しかめるが、セイ姉ねぇが言いたいのはそういうことじゃないらしい。

「ユンちゃんは、【調合】系の生産職の中では有名なのよ。それに他ほかのトップの生産職プレイヤーとも交流がある。だから、ユンちゃんを指名するってことは──」

「──生産関連の話をしたいとか？」

　俺がタクに、真相はどうなのか視線で訴うつたえかけると、タクは頷いた。

「俺も理由を確かめたわけじゃないんだが、ユン相手の交渉ってことはそうだろうな。ただ、何か難しいアイテム作りを頼たのみたいのか、生産関連の秘密情報が欲しいのか、そこは聞き出せなかった」

　自分がトップ生産職である、という認識については、俺はまだまだマギさんたちの背中を追っている気でいるために、そういう実感はない。

　だが、俺を交渉相手に指名する理由については、一応納なつ得とくできる。

「分かった。で、どこで交渉するんだ？」

「ここでいいだろ。向こうはいつでもいいとも言ってたから、今すぐ連れん絡らく取るか？」

　俺が頷き、タクが交渉相手であるプレイヤーに連絡を取る。

　そして、ミュウとセイ姉ぇはお茶やお菓子を食べ終え、カウンター席から立ち上がった。

「交渉は、たぶんすぐには終わらないだろうから、私とセイお姉ちゃんは、どこかで狩かりでもしてくるね」

「ミュウちゃんが見つけたって言ってる年越しアップデート後の追加ＭＯＢの所に行ってみるわ」

　そう言って、ミュウとセイ姉ぇは、狩りに出かけていった。

「さて、俺とタクは、【皇帝愚足蟲】の情報を引き出すために交渉しますか」

　どんなアイテム作りを要求されるのか、若干ワクワクしながら、俺とタクは、温かいお茶を淹れ直してその人物が来るのを待つ。

　ほどなくして、キョウコさんに頼んで一時閉店状態にしてもらった【アトリエール】の扉を開けて中に入って来るプレイヤーがいた。

　そのプレイヤーとは──
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「早さつ速そくタクちゃんから連絡してくれてありがとなー。感謝するでー」

　そう言って現れたのは、よく日に焼けた肌はだと潮風で傷いたんだようなくすんだ銀の短たん髪ぱつにゴーグル、背中には銛もりを担かつぎ、冬のＯＳＯでは寒そうな南国風のシャツを着て足元はサンダル穿ばきという格好の陽気なプレイヤーだ。

　そのプレイヤーは、どこか飄ひよう々ひようとした、軽いお兄さんといった雰ふん囲い気きを持っている。

「俺だって、【皇帝愚足蟲】の情報が欲しいんだ。ギブアンドテイクってことさ」

　そう言って、男二人が豪ごう快かいに笑っているのが若干怖こわい。

　そして、俺はそのプレイヤーを、知っていた。

「ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のギルマス・シチフク……」

「こうしてユンちゃんと直接会話をするのは初めてやな。よろしゅーな。それとお兄さん、ギルマスより船長って呼ばれ方をされたいな」

「は、はぁ……」

　軽い調子のシチフクに対して生返事を返しつつも、俺は困こん惑わくする。

　何度かタクとの話の中にも出てきたし、レティーアやエミリさんたちと中小ギルド合同のクエストを受け、クリスマス限定のダンジョンの一つをクリアしたという活かつ躍やく譚たんも聞いている。

　趣しゆ味みギルドから始まり、今では水中戦闘スペシャリストのトップに立つ、話題のプレイヤーという情報も知っている。

　だが、俺の中では、冬のクリスマスイベントの採取クエストで訪れた湖でのインパクトがデカくて、こうやって話をするのにも、少しだけ緊きん張ちようする。

　その緊張がシチフクに伝わったのか……

「とったどぉぉぉっ！」

　いきなり大声を上げて俺たちの前で拳こぶしを突つき上げたため、俺は肩かたをビクッと震ふるわせ、警けい戒かいして隠かくれていたリゥイとザクロが、幻げん術じゆつを解いて俺の側そばに寄ってくる。

「いきなり何してる！　驚おどろかすな！」

「いや、前にこれをやった時、ノリ良く返してくれたから、今回もやってくれるかなーと思ってな」

　そう言って期待の籠こもった目を向けてくるので、俺はつい……

「と、とったど……」

　恥はずかしさから声が震え、タクやリゥイから送られてくる、何してんだコイツという視線が痛い。ザクロにおいては、何も分かってないのかきょとんと首を傾かしげられて、その無む垢くな視線が更さらに心に突き刺ささる。

「ううっ！　そんなことより、交渉の内容！　どうして俺を指名したんだよ！」
















　俺が恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように捲し立てると、真顔に戻もどったシチフクとタクがカウンター席に腰こしを下ろした。

　すると、リゥイとザクロが椅い子すに座った俺の太ふと腿ももに頭を乗せてきたので、自然と二匹ひきの頭を撫なでながら話を聞くことになる。

　そして、みんなが落ち着いたところで、シチフクが口を開く。

「ええ感じに緊張が取れたなー。それならお兄さんが理由を説明したるわ」

　そう言って明るい笑えみを浮うかべるシチフクに、やりにくいなぁ、と思いつつも俺が耳を傾かたむけると、シチフクは指を一本ずつ立てながら理由を説明し始めた。

　だが、その内容に、俺は顔を覆おおいたくなる。

「一つは、俺個人としての興味。趣味ギルドの頃ころから付き合いのあるタクちゃんや、最近中小ギルドの合同クエストで出会ったレティーアちゃんやエミリオちゃんからも色々とユンちゃんの話を聞いてるんやけど、他にも耳に入ってくるんは、どれもいい話ばかりなんや」

「そうなんだ……」

　なんか、褒ほめられているようで照れるために、俺は首の後ろを摩さする。

「なんでも、面めん倒どう見みが良くて気立ても優やさしく、細かいところによく気が付いて、しかも料理が上手うまい嫁よめにしたいプレイヤーランキングの上位って話や」

「おい待て、それは誰だれが言ってたんだ！」

　全然、生産と関係ないだろ！　いや、【料理】も生産だけど！　と内心叫さけぶが、タクが隣となりで笑いを押し殺しているので余計イラッとくる。

「と、まぁ冗じよう談だんは置いておいて……」

「冗談かよ……」

　なんか、一々反応してると疲つかれそうだ、と俺が溜ため息いきを吐つくと、シチフクは表情を引き締しめてこちらを見てくる。

「だが最初に言うたけど、タクちゃんたちの評判がええということは、タクちゃんたちが信用するプレイヤーやということで、それなら俺も信用できるというわけや」

　やっぱり、褒められてるようでちょっと照れるために、俺は自分の右みぎ頰ほおを指先で搔かいて視線を逸そらす。

「二つ目は、俺個人が礼を言いたいからや」

「お礼？」

「【寒冷ダメージ】の実装アップデート以降、防寒装備装着のままだと装備重量が重くなって水中戦は不利だった。せやけど、ユンちゃん製の【ホットドリンク】や【属性軟なん膏こう】のお陰でその不利が解消された。だから、感謝してるんや」

　そう言って、シチフクが真しん剣けんな態度で頭を下げるので、俺は慌あわてる。

「頭なんて下げなくていいから！　それに俺が作らなくても誰かが作ってたはずだから！」

「作る自体はそうやろけど、ユンちゃんとこなら安く買えるやろ？　俺らにとってそれは大事なことなんやで。だから、お兄さんのお礼は素す直なおに受け取ってくれ。どうせ、タダなんやし」

　かつて、ここまで真っ直すぐに感謝やお礼をぶつけられたことがないため、俺は何となく居い心地ごこちが悪く感じる。

　そして、シチフクの告げる最後の理由とは──

「俺は、いや俺たちのギルドは、何人もの生産職に、とあるアイテムの作製依い頼らいを断られたんよ。だから、腕うで利ききで顔の広い生産職のユンちゃんに、知ち恵えを貸して欲しいというか、伝つ手てを紹しよう介かいして欲しいんだわ、頼んます！」

　そう言って、再び頭を下げるシチフクだが、俺は、そのアイテムがどんなものかを聞くまでは、安やす請うけ合いできない。

「それで、その依頼のアイテムとは？」

「──漁船。それもボートみたいな小さい奴やつじゃない！　俺のギルドメンバー全員が乗れるほどの大きさの船が欲ほしいんや」

　その話を聞いて、俺が目を瞑つぶりしばし考える間、タクも口を出してはこなかった。

「それは、木造でいいのか？　具体的にどういうのを想定している？」

「木造船でＯＫな。具体的には、ガレオン船のようなやつを考えとる」

　それは、漁船じゃなくて海かい賊ぞく船じゃないだろうか、と一いつ瞬しゆん思うが、まぁイメージは摑つかみやすい。

　そうなるとやっぱり、連絡を取るのは、木工師のリーリーだろうか。

「分かった。心当たりのある生産職に尋たずねてみる」

「よかった～！　断られるかと思うとったから、お兄さん、心臓バクバクやったわ」

「というか、ガレオン船なんてものを造る依頼なんて、断られて当然だろ。造る場所や素材集めが大変だし、幾いくら掛かかるか分からんからな」

　俺は、そう言って立ち上がり、【アトリエール】の奥の工こう房ぼう部に入って、リーリーにフレンド通信を繫つなぐ。

　正月三が日はログインの形けい跡せきがなかったが、今はタイミングよくログインしていたようで、運良くフレンド通信が繫がった。

『ユンっち、あけおめー。ユンっちから連絡してくるなんて、どうしたの？』

「俺の所に船の製造依頼の相談が来たんだけど、ちょっと話を聞いてみないか？」

『うーん。それってどんな船？』

「一応、ガレオン船規模のもの……らしい」

『ユンっち、その人をこっちに連れて来て！　逃にがしちゃ駄だ目めだよ！　あと、マギっちにも声掛けしておくね！　それじゃあ後で僕のお店に来て！』

「えっ、ちょっと待って──切れた」

　一方的に段取りされて、俺は溜息を吐きながらも、これは大だい丈じよう夫ぶということだろうと判断し、【アトリエール】の店てん舗ぽ部に戻る。

　そこで、お菓か子しを食べながら話をして待っていたタクとシチフクが、顔を上げてこちらを見た。

「どうだった？」

「連れて来てくれ、だって。とりあえず、話は聞いてくれるみたい」

「やった！　ありがとう、タクちゃん、ユンちゃん。お兄さんホンマ助かったわ」

　子どものようにはしゃぐシチフクに対して、タクは呆あきれたように声を掛ける。

「ガレオン船なんて、どこで使うんだ？　いや、ギルドメンバー全員が乗れるサイズってことは、もしかして、それをそのままギルドハウス代わりにするとかか？」

「そいつは秘密や。さぁ、その生産職は、どこに行けば会えるん!?」

「それは俺が案内するよ」

　俺は、リゥイとザクロも連れて、三人で【アトリエール】を出てリーリーのお店に向かう。

　東側の大通りに面している【リーリーの木工店】は、あいかわらず繁はん盛じようしており、その建物の前に立ったシチフクは、入り口の看板を見上げて口を開けている。

「まさか、紹介してくれる木工師って、トップ生産職のリーリーやったんか!?」

　シチフクはしきりに左右の建物の陰かげなどを気にしているが、決してドッキリなどではない。

「そのリーリーから絶対に連れて来てくれ、って言われたんだ」

「いやいやいや、今まで色んな木工師に断られたし、こんな依頼、相当な物好きしか受けへんと思とったのに、なんでいきなりトップ生産職!?」

　一人混乱しているシチフクを連れて、俺たちはお店の中に入っていく。

　そして、いつものように店員ＮＰＣに声を掛けると、そのまま奥へと通されるが、タクとシチフクは物もの珍めずらしそうに周囲を見回している。

「俺は、【木工】系の装備がないから、ここまで来たことなかったけど、ここの店の奥ってこうなってるんだな」

　途と中ちゆう、射しや撃げきレーンの横を通りながらタクがそう呟つぶやき、そのまま更に奥へと案内される。

　そして、店の裏手の一番奥、お店の敷しき地ち的にこれ以上先には何もない場所に存在する黒い扉とびらの前に立ち、俺は、その扉を押し開けて中に入っていく。

「こいつは──【個人フィールド所有権】のエリア」

「すっげぇ。平原やし、遠くに林もあるし、しかもあのデカい建物。お兄さんビックリや」

　俺たちがリーリーの個人フィールドに入ると、遠くの大きな建物の方から成せい獣じゆう化した不死鳥のネシアスが飛んできて俺の肩かたに留まる。

「ネシアス、お出で迎むかえありがとう。リーリーの所に案内して貰もらえるか？」

　俺がそう頼たのむとネシアスが飛び立ち、ゆっくりとだが、真っ直すぐに建物の方に飛んでいく。

　俺たちは、その後を付いていき、入り口から中に入った。

　そこは、工場のような広い吹ふき抜ぬけになっており、天てん井じようには梁はりが何本も掛けられて滑かつ車しやが取り付けられている。

「まるで船のドックみたいやん」

　また、端はしの方には、大工用の工具など、大きな木材を加工する道具が設置されていて、それらを、呆ぼう然ぜんと口を開けて見まわすタクとシチフクはそのまま放ほうっておいて、俺は、再び肩に舞まい降りてきたネシアスに声を掛ける。

「ネシアス、ありがとう。あとは外でリゥイとザクロと一いつ緒しよに遊んできてくれ！」

　俺がそう言うと、ネシアスは、リゥイたちを先導するように平原の方へと飛んでいった。

　それを見送ってから、俺は大きな声で呼びかける。

「リーリー！　船を造って欲しいっていうプレイヤーを連れてきたぞ！」

「ユンっち、分かった！　今、行くね！」

　奥で作業をしていたのか、バタバタと急いで駆かけてくるリーリーの姿を見ても、シチフクは、まだ呆然としている。

「いらっしゃい。ボクの造船ドックにようこそ！　船が欲しいんだよね！　ガレオン船サイズのがご希望とか？」

「そう。中小規模人数のプレイヤーが乗れるやつや」

「わかった！」

　早さつ速そくシチフクから話を聞いたリーリーは、興奮した様子で再び奥の方へ何かを取りに戻もどり、入れ替かわりにマギさんがやって来る。

「ユンくん、タクくん、明けましておめでとう」

「マギさん、明けましておめでとうございます」

　俺は、軽く頭を下げて新年の挨あい拶さつをすると、リーリーが戻って来るまで、マギさんと話を始めた。

「さっきリーリーに呼ばれて、船を造るためのアドバイザーになってほしいって言われたんだけど、そっちの彼が依頼人？」

「初めまして、鍛か冶じ師しのマギさんやね。俺は、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のシチフクちゅうもんや。今回は、タクちゃんにユンちゃんを、ユンちゃんに木工師リーリーとの仲ちゆう介かい役をしてもろたんや」

「ってことは、タクくんの知り合い？」

「まぁな。【ＯＳＯ漁業組合】は中小規模のギルドだけど、水中戦せん闘とうのスペシャリストだ。何だったら水中の素材集めは、こいつらに頼むといい」

　そう言って、さりげなくシチフクたちの利用価値をアピールするタクに、マギさんは笑え顔がおで頷うなずく。

「そうね。機会があれば頼みましょうか」

　互たがいに自己紹介を済ませたところで、リーリーがいくつもの巻き紙の束を持って戻って来て、近くの作業台の上に次々と広げる。

　それらは全すべて、シチフクの要望であるガレオン船の設計図であり、リーリーは目を輝かがやかせながらシチフクにそれを見せていく。

「これなんかは、マストが多くて速さが出るタイプだよ。それでこっちはマストが少ない代わりに積せき載さい量が多いの！　こっちは頑がん丈じようでシンプルな造りの船だよ！」

　そう言ってリーリーは、次々とガレオン船の設計図をシチフクに見せ、シチフクはそれを一枚ずつ確かく認にんしていく。

　その間、俺とタク、マギさんは、近くのテーブルや椅い子すをセッティングし、即そく席せきでお茶の準備を始める。

　シチフクは、数枚の設計図の中から徐じよ々じよに候補を絞しぼり、最終的に一つが選ばれる。

「これなんかが俺たちの要望に近いやつやな。積載量は多いし、甲かん板ぱんが広くて戦闘がしやすい。マストの数が少ないから船の速度は出ないけど、少ない人数でも操作ができるのは利点やな」

　選ばれた一枚を残して他ほかの設計図を片付けたリーリーが、俺たちのところに戻って来る。

「それじゃあ、ユンっち、マギっち、相談に乗ってくれる？　この設計図の船の改良案を！」

　今度は、シチフクだけでなく、みんなに見えるように広げられた設計図を、俺は覗のぞき込んだ。
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　リーリーが広げた設計図に書き込まれているのは、使用する木材の形状や細かな部品に関しての情報だけで、それらに使用する素材や、内部に配置する設備などの情報が未記入である。

「船は、木工系の素材がメインだけど、細かな部分に使う部品も必要だからね。その相談だよ」

　俺は、ざっと設計図を見て、マストや、船の各所に張り巡めぐらす縄なわ梯子ばしごや、索さく具ぐと呼ばれる紐ひもなどの、船には欠かせない用具を揃そろえる必要があるなと思った。

「ねぇ、リーリー。これに大たい砲ほうは載のせられないの？」

　マギさんはワクワクした様子でそれを指し摘てきするが、リーリーは苦笑いを浮うかべて否定する。

「無理かなぁ。大砲を載せると重量が重くなるから、甲板に敵ＭＯＢが乗って来た時に転てん覆ぷくしちゃう可能性があるんだよね」

　そう言って、積載量の限界や、素材や部品の耐たい久きゆう性の数値なんかを見せてくるのだが、俺にはまるで分からない。

　ただ、この船の場合、プレイヤー以外に漁船としての運用も想定されるので、それ込こみで中型程度の敵ＭＯＢが乗り込んで来ても転覆しないだけの余よ裕ゆうを計算しなければならないということが分かった。

「大砲なんか載せなくたって、遠えん距きよ離り攻こう撃げきなら魔ま法ほう使つかいもいるでしょ」

「もし載せる気があるなら、この機会に便乗して開発しようと思ったのになぁ。ロマンじゃない？　船に大砲載せて砲撃戦って」

　そう言うマギさんに俺は苦笑いを浮かべ、リーリーは頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎする。

「駄目だよ！　そんなことやったら船が壊こわれちゃうよ！」

「俺らが乗る船、このままだと漁船じゃなくて海かい賊ぞく船になりそうな勢いやけど、大丈夫か？　お兄さん、なんか心配になってきたわ」

　シチフクがそう呟くが、大砲論議に熱中するリーリーとマギさんの耳には入らない。

　その後も俺たちはじっくりと設計図を眺ながめ、構造物や部品ごとに使う素材を確認していく。

「全体の木材は、何を使うんだ？」

「一応、竜りゆう骨こつやマストは、換かえが利ききにくいから、硬かた木ぎ系統の木材を使う予定だよ。その他の場所は、ちょっと質のいい木材を使う予定」

「なら、釘くぎは？　船釘だっけか？　これはどうするんだ？」

「うーん。ＮＰＣからも買えるけど、それだと、木材同士を結合する力が弱いんだよねぇ」

「ねぇ、リーリー、船釘の実物見せてくれる？」

　マギさんも話に加わりリーリーが渡わたした実物の船釘を手に取って、サイズや重さを確かめる。

「強度的には、やっぱり鉄や鋼鉄以上の素材が必要よね。黒こく鉄てつとかは？」

「マギさん、それじゃあ重すぎませんか？　何千本も使うとなると、積載量に影えい響きようが出ますよ」

「そっか。他の金属だと強度的に不安だし、鋼鉄や黒鉄も難しいとなると、ブルライト鋼は？　水属性の属性金属だから相あい性しようはいい……けど、高くつくか」

　タクとシチフクは、船の建造に高価な魔法金属の名前が出ていることに戦慄おののいているが、俺は更さらにその上を行く。

「確かに、船なら水属性の攻撃を受ける可能性大だから、ミスリルとの合金で作るのはどうかな？　水と魔法の両方に耐たい性せいがあるし、強度も高い。マギさんなら作れますよね」

「いいわね！　それに純ブルライトに比べて、軽いミスリルを合金に使えば、鋼鉄の船釘と同じくらいに軽量化できる」

「あとは、マストから伸のばす紐なんかも、普ふ通つうのロープだと千切れる可能性があるから、金きん属ぞく糸しを編み込んだロープとか良さそうかも」

「なら、千切れにくくて交こう換かんし易やすい鉄の金属糸がいいんじゃない？　マストの帆ほとかも、クロードに頼めば最適なものを見み繕つくろってくれるだろうし。私たちが思い付くのは、一応そんなところかしら」

　俺とマギさんだけで話が盛り上がっていたが、そんな俺たちに恐おそる恐る口を開くシチフク。

「一応、ギルドの予算では、船の建造費に１０００万Ｇゴールドまでなら出せるんやけど……」

「それだと、今の話の部品を使うには足りないかなぁ……ミスリル合金の剣けん一本が数百万Ｇするのに、その数倍の重量のミスリル合金が必要だから、船釘だけで予算が消えちゃうねぇ」

　マギさんの一言に、驚きよう愕がくに目を見開くシチフクだが、更にリーリーが無自覚に追い打ちを掛かける。

「それと、一人では流石さすがにガレオン船の建造は難しいから、手伝える合成ＭＯＢの手配が必要なんだよね。それに最低２０００万Ｇは欲ほしいなぁ」

「うっ……船釘と手伝いＭＯＢの手配だけで３０００万Ｇ!?　そりゃないわぁ！」

　あまりの巨きよ額がくに呻うめき声を上げるシチフク。

　だが、その３０００万Ｇというのも概がい算さんであり、細部まで話を詰つめれば、更に上がる可能性が高い。

　最後に俺は、止とどめを刺さした。

「言っとくけど……ミスリル合金なんて作れるプレイヤーは、現時点で、鍛冶系の生産職の中でも極ごく々ごく一部だから。普通は、そうした腕うでのいい生産職が、武器じゃなくて数千本の船釘だけを作る依い頼らいを受けるなんて、まず有り得ないから……なんというか、この水準の船の建造は却きやつ下かだな」

　それを聞いて落らく胆たんするシチフクと、気の毒そうにその横顔を見るタクだが、要は、さっきの条件なら建造不可能という話なわけで──他の条件なら。

「さて、依頼の件だけど──面おも白しろそうだからこの船の建造依頼を受けるよ！」

「ホンマか!?」

「まぁ、素材だけでも自分たちで集めるなら、結構安上がりに出来ると思うよ。あと、建造の時、【ＯＳＯ漁業組合】のプレイヤーの中で【木工】センスを取得して手伝ってくれる人がいればその分も安くなると思うよ」

「でも、ミスリル合金の船釘を作ってくれるプレイヤーが居ないんだろ？」

　そう指摘するタクだが、リーリーは俺とマギさんに笑顔を向けて、こう答えた。

「船の建造を本格的に始めるのは、まだしばらく先になると思うんだよねぇ。その間に、ユンっちの【彫ちよう金きん】センスのレベルが上がって、ミスリル合金の船釘が作れるようになるよね。それにマギっちは、こんな面白そうなこと見み逃のがさないでしょ」

　リーリーの期待に、俺とマギさんは、笑顔で頷く。

「そうね。ＯＳＯでガレオン船を造るなんて面白そうなこと、参加しなきゃ損よ」

「【細工】系のアイテムの作製依頼は殆ほとんど受けることがないから、少しずつなら手伝えると思う」

　ガレオン船のマストに張る帆の素材などに関しては、クロードに相談しないと拗すねるだろうな、と想像し、俺はクスッと小さく笑う。

「ねぇねぇ！　折角だからやっぱり大砲とかも作らない？　追加で載せられるオプションパーツ的な意味でさぁ」

「それならバリスタだよ！　巨きよ大だい水中生物と戦う兵装なら、大砲より軽量化できるよ！」

「うーん。もっと手軽な奴やつはないかな？　火か炎えん瓶びんとかどう？　水場だから炎えん上じようし難にくいし、個人で持てる攻撃手段だよな」

「なぁ、一応、漁船のつもりやから。っていうか、生産職っていつもこんな物ぶつ騒そうな会話しとるんかい。お兄さん怖こわいわぁ」

　一通り基き礎そ部分が決まり、俺たちは他に自分の生産分野で弄いじれるところがないかと話し合っているのだが、それを聞いて、依頼主のシチフクが不安げな表情を作る。

　その横でタクは、腕を組み、笑いを押し殺しながら、成り行きを見守っていたのだが──

「マギさんは金かな物もので関かかわりたいなら錨いかりとかを作ればどうだ？　リーリーは船首の彫ちよう刻こく、ユンは釣つり用のルアーでも作ってやればいいだろ」

　と仲裁に入り、その提案を俺たちはすぐに受け入れる。

「ごめんね。ちょっと興奮してたよ。すぐには船の建造に取り掛かれないけど、きっといい船を造ってみせるよ！」

　俺たちを代表してリーリーがそう答え、シチフクと固い握あく手しゆを交かわす。

　俺にとっても思わぬ生産依頼だったが、今までにない試みに、今からワクワクしてくる。

「ユンちゃん、タクちゃん。今日は、素す晴ばらしい生産職を紹しよう介かいしてくれてありがとうな。希望と目標が見えたわ」

「いや、俺も楽しい時間だったよ」

「なら、シチフク。約束の【皇帝愚足蟲】の情報を教えてもらおうか」

　そのタクの言葉で、俺は、センス拡張クエストの第三の試練攻こう略りやくのためにシチフクと情報交換中だったことを思い出した。船造りの話し合いがあまりに楽しくて、すっかり忘れていたらしい。

　タクの催さい促そくに苦笑いを浮かべたシチフクは、すぐに真しん剣けんな表情になって教えてくれる。

「わかっちょるよ。ボスＭＯＢの【皇帝愚足蟲】は──ダイアス樹林の湖の中に潜ひそんどるんや」

「……ダイアス樹林？」

「なんやユンちゃん、覚えとらんのか？　俺がクリスマスイベントの時、大物を獲とった湖のある場所、あそこがダイアス樹林っちゅうエリアやで」

「僕とユンっちが雑ざ魚こＭＯＢにフルボッコされたところだね！」

　そう言われて思い出したのは、蔓つる型のＭＯＢに逆さ吊づりにされたり、リーリーと一いつ緒しよにボロボロになりながら逃にげたり、湖の中に生えるクエストアイテムを採取したことだが、エリア名は気にしてなかった。

　大おお雑ざつ把ぱに「第二の町近きん郊こうの森」で認にん識しきしていた。

　俺がリーリーに目を向けると苦笑いを浮うかべていることから、リーリーはどうやらエリアの名前を知っていたようだ。

「タクちゃん、なんならお兄さん手伝ってあげよか？　二人とは知らん仲やないし、ユンちゃんも【泳ぎ】のセンス持っとるやろ？　せやから親しん睦ぼくの意味も兼かねて一緒に狩からへん？」

「それはしない。折角のセンス拡張クエストだから、俺たちだけでやるよ」

「ホンマ必要ない？　うちには水中戦や水辺での戦せん闘とうのスペシャリストが多いで？　絶対にうちらのレベリング方法や経験が必要になると思うけどな」

　グイグイと押してくるシチフクに対して、タクがやや嫌いやそうにしている。

　俺は俺で、マギさんとリーリーから、今受けているセンス拡張クエストに関して詳くわしい説明を求められ、話し始めていた。

「それに、ユンの妹のミュウちゃんや、ギルド【ヤオヨロズ】のサブマスのセイさんと一緒なんだよ」

「それは残念！　更に二人の実力派プレイヤーとお近づきになれるかと思たんやけど、まぁそれはまた別の機会にしよか。今度、船上訓練をウチのギルドで企き画かくしとるから、その時はタクちゃんとパーティー組みたいな」

　そう言うと、シチフクは席を立った。船造りに関するおおよその話が纏まったため、リーリーから模写した船の設計図を受け取って帰るらしい。

　二人を引き合わせる役目を終えた俺とタクも帰ることにして、三人で店の前まで戻る。

　そこで、「じゃあ！」と手を上げて通りを歩き始めたシチフクだったが、ふと立ち止まって振り返ると──

「【皇帝愚足蟲】の討伐が成功するの、楽しみにしてるで！」

　と言うと、ニッと笑って帰っていった。

　人混みの中を去っていくシチフクを見送っていると、タクが若じやつ干かん眉み間けんに皺しわを寄せた表情を作っていた。

「どうしたんだ、タク？」

「ユンこそどうしたんだ？　いつもならミュウちゃんやセイさんに近づこうとする男に対して警けい戒かいするのに」

「うーん。なんていうか、シチフクからは、邪よこしまな感じがしないんだよなぁ。確かに軽い兄ちゃんって感じだけど、ナンパとかするタイプじゃないだろ」

「正解。よく観察してるなぁ」

　そう言って褒ほめてくるが、珍めずらしく難しい表情をしているタクに、俺は横から顔を覗のぞき込み、尋たずねる。

「なんか心配事でもあるのか？」

「いや。ただ何となく、シチフクの最後の言葉に裏があるんじゃないかと感じてな」

「裏？　ただの応おう援えんじゃなくて？」

　タクは言葉に表せない直感のような物を感じている様だが、すぐにその表情を和やわらげる。

「けど、別に悪い感じもしないんだよなぁ。だからもう、この話は終わりだ！」

「全く……。そうだな、とりあえず第三の試練をクリアして、センス拡張クエストを進めるか」

　俺は、タクが気にし過ぎな気がする一方で、その切り換かえの速さに苦笑いする。

　やっと、第三の試練攻略の目め途どがついた。ミュウやセイ姉ねぇと共に挑いどむために、今から気を引き締しめよう。







　　　五章　【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】と属性無効







　討とう伐ばつ対象の【皇帝愚足蟲】の居場所が分かったからといって、すぐに倒たおしに行けるわけでもなく、俺とタクは一度【アトリエール】に戻もどり、ミュウとセイ姉ぇが戻って来るのを待つ。

　そして、狩かりから戻って来た二人にシチフクから聞いた情報を話すと、すぐにミュウが反応を示す。

「ねぇ、ユンお姉ちゃん、タクさん。それで【皇帝愚足蟲】の弱点とか行動パターンは？」

「あっ……しまった」

　俺は、ミュウの指し摘てきを受けて、ＭＯＢの出現場所の情報だけに気を取られていたことに気が付き、タクは疲つかれたような溜ため息いきを吐はき出す。

「シチフクの奴、場所は素直に教えてくれたけど、弱点や行動パターンについては、敢あえて教えなかったんだろうな。せいぜい苦労してこいって、心の中で笑ってそうだ」

　俺としては、シチフクは軽い感じはするものの気のいいお兄さんって感じで、そんな悪いイメージはないのだが、そんな俺の表情を読み取ったのか、タクが付け加えてくる。

「シチフクは、男の扱あつかいは厳しく、女の子には優やさしく丁てい寧ねいだからな。だから、ユンの手前ＭＯＢの居場所は教えたけど、俺が居たからそれ以上は教えなかった」

「ふぅーん。そうなのか……って、俺って女の子扱い!?」

　タクの一言に、シチフクの態度の理由が分かって愕がく然ぜんとするが、ミュウとタクから、何をいまさらという視線を受けて、俺は更さらにショックを受ける。

　そんな俺の様子に苦笑いを浮かべるセイ姉ぇは、話題を変えてくる。

「それにしても、ダイアス樹林かぁ」

「セイ姉ぇ。何か気になることでもあるの？」

「湖のある薄うす暗ぐらい密林なんだけど、木々の密度が高くて見通しが悪いのよ。湿しつ地ち帯たいみたいな泥どろ状じようの地面で足場は悪いし、そこに積もった落ち葉のせいで滑すべりやすくもなってる上に、隠かくれたり風景に擬ぎ態たいして襲おそってくるＭＯＢもいるのよ」

　確かにリーリーと素材の採取に行った時は、仲間を呼び集めるフラッフ・クラウドやプレイヤーの足を絡からめ取って吊るし上げるトーン・プラントが面めん倒どうだったのを覚えている。

「それでどうする？　今から行く？」

　ミュウが小首を傾かしげながら尋ねてくるので、俺とタクはメニューを開いて、時間を確認する。

　現在の時間は、午後の四時だ。

「うーん。暗くなるまでにはまだ時間があるけど、中ちゆう途と半はん端ぱだからなぁ」

「今からボスを倒しにダイアス樹林へ行くの、時間的に大だい丈じよう夫ぶ？」

「そうね。ミュウちゃんが光魔ま法ほうを使えるけど、暗い中では戦いたくないわね。それに私は、ユンちゃんとタクくんが情報交こう換かんの交こう渉しようをしている間にミュウちゃんと冒険したから、明日に回してもいいと思うわ」

「ええー、セイお姉ちゃんが下宿に帰っちゃうまであんまり時間がないし、私は、あの程度の敵じゃあ満足してないよ。もっと戦おうよ！」

「俺もシチフクと交渉して精神的にもやもやしてるからな。敵でも倒してスカッとしたいぜ」

　俺とセイ姉ぇは明日に回せばいいという意見で、ミュウとタクは今すぐに行きたい勢いだ。

「仕方がないな。なら、今から【皇帝愚足蟲】を倒しに行くか」

「そうね。どんな敵ＭＯＢか見るだけでも、行ってみる価値があるものね」

「やったぁ！　お姉ちゃんたち大好き！」

　すぐに俺とセイ姉ぇが折れると、ミュウはボスに挑める喜びのまま俺とセイ姉ぇに抱だき付いてくる。

　全く、ミュウには甘いなぁ、と、俺は内心で苦笑いを浮かべる。

「それじゃあ、早さつ速そく行こうか！」

　ミュウは、残りのお茶を一気に飲み干し、【アトリエール】の工こう房ぼう部に設置してあるミニ・ポータルの前に移動する。

「たとえ家族でも、生産職の工房部には無む闇やみに立ち入らないで欲しいんだけどなぁ」

　俺は、溜息を吐つきながらキョウコさんに後片付けを頼たのみ、タクたちとミニ・ポータルから転移した。

　ダイアス樹林には、近くにポータルがないため、最短で向かう場合には、第二の町から近郊の森を通って進む必要がある。

「直通のポータルがないと不便だよな」

「まぁ、ないものは仕方がないさ。それに、距きよ離り的には、それほど遠くじゃないからな」

　俺の不満に、タクは肩かたを竦すくめながら答える。

　実際、第二の町からダイアス樹林の湖まではそれほど距離があるわけじゃない。ただ、その道々、旨うま味みの少ないアクティブな雑ざ魚こＭＯＢが襲ってくるというだけだ。

　現に今、俺たちの手によって、森のＭＯＢたちが、出現と同時に討うち取られていく。

　ある時ふと俺は、何となく襟えり元もとから冷気が入り込むと思い首元を撫なでて、今はザクロが居ないことを思い出す。

　いつも隣となりを歩いているリゥイも、今は居ない。

　リゥイもザクロも、今回のセンス拡張クエストでは、キョウコさんと共に【アトリエール】での留守番を頼んでいる。

　後で埋うめ合わせしないとな、と考えて、一人クスリと小さく笑うと、ミュウとタクが俺の顔をじっと見つめている。

「な、なんだよ。俺の顔を見て」

「むぅ、ユンお姉ちゃん、やっぱりリゥイとザクロを連れてくればよかったのに……」

　ミュウは、リゥイが居ないことに不服なようだが、戦力になるリゥイならまだしも幼よう獣じゆうのザクロをボスのいる場所に連れ出すのは可哀かわい想そうだ。

　タクにおいては、俺のＭＰを気にしているようだ。

「ユン。常時二体を召しよう喚かんし続けて、ＭＰは大丈夫なのか？」

　一いつ般ぱん的に魔法は、発動ごとにＭＰを消費するが、使し役えきＭＯＢの召喚においては、召喚した使役ＭＯＢの強さに応じたＭＰが最大値から引かれ、その分一時的に使用不能になる。

　そのためにタクは、戦せん闘とうに参加させないのにリゥイとザクロを召喚し続けることで、肝かん心じんな時に本来使えるＭＰの６割程度しか利用できない俺を心配しているのだ。

「うーん。普ふ段だんそんなにＭＰを使わないから大丈夫だぞ」

　まぁ、ライトニング・ホースとの戦闘など、俺のＭＰが必要になる時は、リゥイやザクロはちゃんと《送還》している。

「それに、リゥイとザクロは、一いつ緒しよに呼ばないと可哀想だろ」

「いや、もっと現実的なメリットがあるだろ。召喚することで【調教】センスの経験値を得るとか、幼獣を早く成長させるとか」

「……ああ、そっか！」

　俺が、ぽん、と掌てのひらを叩たたくと、タクが呆あきれたような視線を向けてくる。

　確かに、そういう召喚理由もありだな、と思い至った時、ダイアス樹林の入り口が見えてきた。

　エリアの境界を塞ふさいでいるボスＭＯＢのキラー・マンティスは、一度倒しているためにノンアクティブになっており、俺たちはその横を素す通どおりして、鬱うつ蒼そうと木々の茂しげる密林へと進んでいく。

「そろそろ気を引き締めよう。ダイアス樹林に入ったぞ」

　前回足を踏ふみ入れた時は名前も知らないエリアだった森を、俺は先頭に立って進んでいたが、すぐに足を止める。

「ユンちゃん？」

　セイ姉ぇが不思議そうに首を傾げて尋たずねてくるが、俺の視界内には、【看かん破ぱ】のセンスによって、薄暗い森の中で姿を隠していた蔓つる型ＭＯＢのトーン・プラントの姿が、しっかりと捕ほ捉そくされていた。

「おー、トーン・プラント。隠いん蔽ぺい能力が高いから先手を取れると思ってるんだろうけど、うちのお姉ちゃんは見つけるの早いよ」

「なぁ、ミュウ。今は身内だけだから、お姉ちゃんって呼び方止やめないか？」

「トーン・プラントは、簡単に千切れるけどすぐに再生して面倒だから、弱点を的確に攻こう撃げきして早めに仕留める必要があるんだよ」

「無視か……」

　俺がやや遠い目をしている間にも、ミュウは、トーン・プラントの蔓の根元に、指先の照準を合わせる。

「──《ソル・レイ》！」

　そこから放たれた収束光線が地面に突つき刺ささり、トーン・プラントは、暴れることもなく、蔓全体が力なく萎なえていく。

「ミュウ……何やった？」

「トーン・プラントの弱点は、地面の中の球根だから、そこを的確に攻撃すれば、簡単に倒せるよ。どう？　知らなかったでしょ」

　前回は、トーン・プラントのＨＰが尽つきるまで、延々と蔓を攻撃していたが、そんな弱点があるのなら、幾いくつかの対処法を思いつく。

　例えば、土魔法にある、地面に衝しよう撃げきを加える《アース・クエイク》などは有効そうだ。

　他ほかにも、湖へと向かう間、ミュウから、このエリアの敵ＭＯＢの弱点を教えてもらいながら進んでいった。

「──見えた！」

　森の切れ目が見え、そちらに駆かけ出すミュウだが、俺とタクは、足場の悪い森の中をゆっくり進むセイ姉ねぇに合わせて歩いていく。

　鬱蒼とした森を抜ぬけた俺たちは、開けた空間に広がる湖の周辺を見み渡わたす。

　湖の北側から何本もの小川の水が流れ込み、それが南側へと流れ出ているのだが、湖の北と南では、植生がだいぶ変わっているように思える。

　俺たちがこれまで歩いてきた第二の町寄りのダイアス樹林は、色の濃こい木々が鬱蒼と生おい茂った暗い森の印象だが、湖の反対側は木々の密度が下がり、明るい森の印象を与あたえてくる。

「さぁ！　倒たおすぞ、【皇帝愚足蟲】！　この湖に潜ひそんでいるのは分かってるんだ！」

「ユン。湖に潜もぐって【皇帝愚足蟲】を誘おびき出すの、頼むな」

「ユンちゃん、気を付けてね」

「ああ、行ってくる」

　多分、俺に【泳ぎ】センスがあるからこの試練を引いたのかもしれない、と思いながら、水中に潜るための準備を整えていく。

　凍こごえるような冬の湖に入るために、耐たい寒かん効果を付ふ与よするホットドリンクを飲み、インベントリから、宝石を嵌はめ直した【身代わり宝玉の指輪】を取り出して装備し、センスを確かく認にんする。
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【長弓Ｌｖ34】【魔ま弓きゆうＬｖ15】【空の目Ｌｖ18】【看破Ｌｖ31】【俊しゆん足そくＬｖ22】【魔道Ｌｖ23】

【大地属性才能Ｌｖ２】【付ふ加か術じゆつＬｖ45】【泳ぎＬｖ15】【料理人Ｌｖ15】




控ひかえ




【弓Ｌｖ52】【調薬師Ｌｖ13】【錬れん金きんＬｖ46】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ28】【調教Ｌｖ33】

【生産職の心得Ｌｖ10】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】

【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ13】








　一応、水陸両方に対応できるセンス構成にして湖の中に潜っていく。

　意外と温かく感じる湖の澄すんだ水の中を少し潜れば、すぐに暗くなってくる。

　ほぼ真っ暗くら闇やみな水中でも、【空の目】の暗視性能のお陰かげで、俺は恐きよう怖ふ心を抱いだくことなく潜っていくことができる。

　そして──

（うん？　湖の底に洞どう窟くつ？）

　深い湖底近くの側そく壁へきに横穴の洞窟があり、その入り口は、俺が両手を広げてもまだ足りないほど大きい。

　ここまで水中では敵ＭＯＢを見ていないために、何か出てくるのではないかと恐おそる恐るその洞窟を覗のぞき込むと、そこには完全に光のない暗闇が広がっている。

　流石さすがの暗視性能を持つセンスでも、多少は光がなければ見通せないようだ。

（こんなことなら、水中用の光源でも開発すべきだったかな？　いや、蛍けい光こうのペンライトか？）

　俺は、そんなことを考えながら、ここの探たん索さくには準備が必要だと判断して入り口から離はなれようとした時、洞窟の中に、二つの青白い光が点ともった。

　仄ほのかではあるが、その光のお陰で、暗い中でも、それが生き物の目であることと、その生き物全体の輪りん郭かくがはっきりと分かった。

（で、でかい!?　これがボスＭＯＢの【皇帝愚足蟲】!?）

　その小山のように大きな生き物は、湖底の洞窟内への侵入を阻はばむように静かに佇たたずんでいた。

（大き過ぎて全体が分からない）

　もっとよく観察するために、再びゆっくりと入り口に近づくと、その生き物の口があると思おぼしき場所から、小さな気き泡ほうがプクプクと湧わき出していた。

　更さらに観察しようと洞窟に入り込むと、気泡の湧き出す勢いが増し、その上に位置する仄かで青白い二つの光が、突とつ然ぜん強い赤色に変化する。

　赤は警けい戒かい色だ。その意味を感じ取った俺は──

（すぐに離り脱だつを──っ!?）

　水中でのボス戦を避さけるために、俺は洞窟を飛び出し、水を蹴けって少しでも早く湖面に向かう。

　俺の接近によって敵対した【皇帝愚足蟲】が、俺を追って洞窟から出て来ようとしていた。

　その全身を一目だけでも確認しようと底の方を見下ろすと、【皇帝愚足蟲】は洞窟から頭だけ出した状態でこちらを向き、気泡を吐はき出す口らしき場所では細い枝のようなものがギチギチと動いていて、次の瞬しゆん間かんその気泡が止まった。

（何が──っかはっ!?）

　何かが体を突き抜ける衝撃を覚えると、その一撃で【身代わり宝玉の指輪】に罅ひびが入る。

　今の衝撃は、明らかに攻撃だが、俺の【看破】のセンスでも見えなかった。

　再び慌あわてて水面へと向かえば、俺を狙ねらった不可視の攻撃が、次々と近くの岩を砕くだいていく。

（早く上がらないと……）

　休みなく水を蹴って、一心に水面を目指す。

　俺が湖面に顔を出して息いき継つぎをすると、俺を追って浮ふ上じようしてきたらしい【皇帝愚足蟲】が、遂ついに水中からその姿を現した。

「ふはっ!?　ぷわっ、流され──」

【皇帝愚足蟲】の巨きよ体たいが水を押し上げ、その巨大な背中から流れ落ちる水が湖に大きな波を作り出し、俺を湖岸へと一気に押し流す。

「ユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「こほっ、こほっ……大丈夫、じゃない」

　湖岸に打ち上げられた際、二度体を強く地面に打ち付けたために地形ダメージが入り、またしても【身代わり宝玉の指輪】が反応して、嵌め直した宝石の持つ全三回分のダメージ無効を使い切ってしまった。

　俺は、額にぺったりと張り付く前まえ髪がみを搔かき上げ、ぐっしょりと濡ぬれた服を引き摺ずるように立ち上がった。

　先さき程ほどの大波で水みず浸びたし状態の湖岸を見回すと、セイ姉ぇは氷の足場を作って、その上に乗って大波を避け、タクとミュウは木の上から水が引くのを待っている。

「お前ら……自分だけ逃にげ出して」

「あはははっ……まぁ、いいじゃん。それよりユンお姉ちゃん、後ろ！」

　ミュウの言葉に、はっと振ふり返り、【皇帝愚足蟲】の姿を見る。

　艶つやのある白い甲こう殻かくが重なる背中。巨体を支える太くて硬かたい手て脚あし。食べ物を捕とらえる枯かれ枝のような舌を幾本も持つ格こう子し状の口と、その左右でうねる二本の触しよつ角かく。そして、赤く光る透とう明めい度の高い瞳ひとみが虫の複眼のような無機質さを持っているその姿は、巨大なダンゴムシだ。

「これは、風の谷のあれっぽい！」

「それにも似ているけど、どっちかというと私は、水族館にいるダイオウグソクムシに近いと思うなぁ」

「似てるというか、そのまんまだろ。大王を皇帝に変えているだけで」

　ボスの【皇帝愚足蟲】の姿に興奮するミュウと、落ち着いた様子で見上げるセイ姉ぇ。

　タクも冷静にそれらの共通点について触ふれる。

【皇帝愚足蟲】の浮上で引き起こされた波が徐じよ々じよに引き、タクとミュウが木の上から飛び降りてくる中、【皇帝愚足蟲】は、水面をその太い脚で泳ぎ、湖岸に巨大な頭部を乗せるように上陸させて、俺たちと対たい峙じする。

　敵の背後が水面なため、死角からの不意打ちや奇き襲しゆうが使えず、正面からは、太くて硬い蟹かにの脚のような前脚を振り回して牽けん制せいしてくる。

「さぁ、こころの準備はできたぞ！　──戦せん闘とう開始だ！」

　タクが飛び出すのに続き、ミュウも【皇帝愚足蟲】へと立ち向かう。

　その背中を見つめながら、俺とセイ姉ぇも、それぞれの武器を構える。




　　　　●




「それじゃあ、ミュウちゃん。先制攻撃と行こうか！」

「うん！　セイお姉ちゃん！」

「まずは様子見で──《アクア・バレット》」

「──《ソル・レイ》！」

　セイ姉ぇが十を超こえる水すい弾だんを生み出して【皇帝愚足蟲】へと放ち、その後から、ミュウが収束光線を放ちながら、硬い甲殻に剣けんを振り下ろす。

　弾はじける水と、それに乱反射する光が、【皇帝愚足蟲】の姿を一瞬隠かくす。【空の目】の見え過ぎる弊へい害がいか、俺は眩まぶしさに目を細めて、ミュウたちの攻こう撃げきが収まるのを待つ。

　魔ま法ほうのエフェクトが消え去り、その向こうに【皇帝愚足蟲】の姿を確認して、俺は思わず言葉を零こぼす。

「──噓うそだろ。魔法が効いてない？」

【皇帝愚足蟲】のＨＰが殆ほとんど減っていないという事実に、こんな相手に勝てるわけがないと思い込んで一歩下がる俺だが、ミュウの斬ざん撃げきに合わせて二本の剣を振るっていたタクが声を上げる。

「よく見ろ！　効いてなかったのは、セイさんの魔法だけだ！　ミュウちゃんの魔法は効いてる！」

「どういうことだ？」

　俺は、振り返って、セイ姉ねぇを見た。

　セイ姉ぇは真しん剣けんな表情で、ミュウとタク、そして【皇帝愚足蟲】のＨＰの動きを観察している。

「行くわよ。──《アイス・ランス》《アクア・バレット》！」

　今度は、氷ひよう槍そうと水弾の魔法を一つずつ生み出すセイ姉ぇ。

　セイ姉ぇの実力ならもっと多くの魔法を生み出すことができるのに、何故なぜこんな攻撃の仕方をしているのか。

　ミュウとタクがＨＰを僅わずかに減らした【皇帝愚足蟲】に氷槍が突つき刺ささるが、一いつ瞬しゆんだけ甲殻の表面に薄うすい膜まくのようなものが見えたものの、続く水弾は触れる前に吸収されたように消える。

　そして、吸収された水弾がそのまま、【皇帝愚足蟲】のＨＰに加算された。

「──【氷属性無効】と【水属性吸収】ってところかしら」

　セイ姉ぇがそう呟つぶやく瞬間、今までただ前脚を振り回していただけの【皇帝愚足蟲】が、ギチギチと口元を鳴らし始める。同時に、俺とセイ姉ぇに向けられた手脚の先から圧縮された水の刃やいばが放たれて、俺たちを襲おそう。

「──《ウォーター・ラウンド》」

　セイ姉ぇは落ち着いて水みず盾たてを複数枚生み出し、【皇帝愚足蟲】が放った水の刃の射線上にそれらを重ねて移動させる。

　その威い力りよくの差から、水の刃が水盾を次々と切り裂さき、五枚目のところでやっと止まった。

「この試練のボスは私の天敵のようだけど……よかった。防ぼう御ぎよ系の魔法は無効化も吸収もされないようね。……みんな！　私は、サポートに回るわ！」

「了りよう解かい！　なら、回復と防御重視で頼たのむ！　ミュウちゃんは右！　俺は左から攻せめる！」

「了解！」

　前衛のミュウとタクが互たがいに連れん携けいを取り合い、前脚の振り回しの攻撃を避よけつつ、正面からの攻撃を加える。

　俺は、そんなミュウたちを対象にエンチャントを施ほどこし、俺の隣となりでは、セイ姉ぇが杖つえを大きく振りかざす。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック、スピード！」

「──《アイス・エイジ》！」

　セイ姉ぇの足元から白い靄もやが噴ふき出して波のように広がり、湖に到とう達たつすると同時に湖面を凍こおらせていく。

　グランド・ロックの体内ダンジョンで使った魔法によって広い範はん囲いが分厚い氷に覆おおわれ、【皇帝愚足蟲】本体は凍らせることができないものの、その前脚以外の全すべての脚を氷の下に閉じ込めて、動きを阻そ害がいする。

　さらに、凍った湖面からは、【皇帝愚足蟲】の背に近い場所まで、氷の坂道が迫せり上がった。

　こちらは、以前の夏のキャンプイベントのボス【幻げん獣じゆう大おお喰ぐらい】との戦闘の時に生み出されたものと酷こく似じしているが、その時は一本だった氷の坂道が今回は何本も生み出され、そのうちの、【皇帝愚足蟲】を左右から挟はさむ位置にある氷の坂道を、タクとミュウが一気に駆かけ上がっていった。

「いくぜ！　──《クロス・エグゼキューション！》」

「私も──《ナインソード・スラッシュ！》」

　坂道の天辺で、【皇帝愚足蟲】の側面へと、同時に攻撃を加えるミュウとタク。

　交差した鋭するどい二本の長ちよう剣けんから斬撃を放つタクと、九連続で剣を叩たたき込むミュウ。

　側面からの攻撃に対して反撃するために、【皇帝愚足蟲】は、水中にあった脚を伸のばし、長くうねる触角をミュウたちに叩き付けようとする。

「全く、危なっかしいなぁ──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》！」

　俺は、赤い尾おから五本に枝分かれする一本の魔法の矢を放ってその攻撃の軌き道どうを逸そらし、うち本命の一本が、【皇帝愚足蟲】に正面からぶつかった。

　だが、俺たち三人の攻撃は、いずれも【皇帝愚足蟲】の分厚い甲殻に弾はじかれ、火花が散る程度で大きなダメージになっていない。

「くぅっ、手がしびれたぁ！　やっぱり硬いね！　次は打撃系の攻撃でやってみるかな？」

「ユン！　こいつの防御力を下げてくれ！」

　アーツを放ち、その反動を利用して、再び氷の坂道に飛び移るミュウとタク。

　俺は、タクの指示を受けて、防御力低下のカースドを選せん択たくする。

「《呪加カースド》──ディフェンス！」

【皇帝愚足蟲】を対象としたカースドは、相手のステータスの高さに抵てい抗こうされて掛かからない。

「──《ウォーター・ラウンド》《サモン・アクアサーペント》！」

　俺が次の攻め手を考えている間も、セイ姉ぇは、【皇帝愚足蟲】の放つ高圧水流攻撃からミュウとタクを守る壁かべとして水盾と水みず蛇へびのＭＯＢを生み出し、二人をしっかりサポートしている。

　召しよう喚かん数に制限があるアクアサーペントも最大数召喚し、倒たおされる度たびに補ほ充じゆうするセイ姉ぇの、魔ま法ほう使つかいとしての能力の高さに畏い敬けいの念を覚える。

　そのセイ姉ぇの魔法が、今回、敵との相あい性しようの悪さで攻撃に使えないのは、痛手としか言いようがない。

　俺は、散発的に矢を放ち、ミュウとタクへのエンチャントを途と切ぎれさせないように施しながら、自分なりの分ぶん析せきをする。

「ボスのＨＰは減っているのに……このまま続けてもジリ貧で負けるかもな」

　手を替かえ品を替え、毒矢を始めとする何種類かの状態異常バツドステータスの矢を放ち、何度も繰くり返し【皇帝愚足蟲】にカースドを施していくが、一向に掛かる気配が見られない。

「仕方ない、俺は弱点探しに専念するか。──《食材の心得》！」

　俺は、【料理】センスの補助スキルである《食材の心得》を発動させて、【皇帝愚足蟲】の弱点探しを始めたのだが、ミュウとタクが先に有効な攻撃手段を見つけた。

「はぁ！　──《パワーウェイブ》！　よし、これならダメージの通りがいい！　タクさん！」

「打撃系の攻撃が有効なら、このアーツでゴリ押す！　──《パワー・バスター》！」

　切り裂く斬撃から叩き付ける打撃に攻撃方法を変えて、ダメージを通していくミュウとタク。

　初めてまともなダメージを与あたえて手て応ごたえを感じたようだが、【皇帝愚足蟲】の巨きよ体たいが、それに反応を示す。

　ギジギジと、格こう子し状の口で金属を打ち鳴らすような音を上げる【皇帝愚足蟲】が、その音を速めると、体を守っていた甲こう殻かくが反り返り、その内側に軟やわらかそうなピンクっぽい本体が見える。

「あれは──っ!?」

　そのピンクの部分に《食材の心得》の青いマーカーが表示されるが、直後、発せられた爆ばく音おんに、俺は耳を塞ふさいで蹲うずくまった。

　どうやら、【皇帝愚足蟲】が、口で打ち鳴らすギチギチという音を体内で増ぞう幅ふくさせ、開いた甲殻の隙すき間まから放出したらしい。

　その音おん響きよう爆ばく弾だんは、致ち命めい傷しようになるようなレベルには設定されていないらしく、少しだけ俺たちのＨＰを削けずる程度に終わったが、その攻撃の目的は、プレイヤーの行動阻害だった。

　俺だけでなく氷の坂道の上に居るミュウやタク、そして、後衛でサポートについていたセイ姉ぇまでもが動きを止めている。

　セイ姉ぇが発動させていた水盾や水蛇は、全すべて弾けて水に戻もどり、凍らせた湖面や、そこから迫り上がる氷の坂道にも亀き裂れつが走る。

「……っ!?　ミュウ、足元！」

　今にも崩くずれそうな氷の坂道の途と中ちゆうの上に立っていたミュウは、俺が声を掛けた瞬間にそこから飛び退のいた。

　だが、湖面の分厚い氷が罅ひび割れたことで、今まで水中から出すことができなかった【皇帝愚足蟲】の何本もの脚あしが氷を突き破り、ミュウへと迫る。

【行動制限解除】のセンスにより立体的な動きができるミュウも、空中での急激な方向転てん換かんは難しい。このままだと、強きよう烈れつな突き上げを食らってしまう。

「お姉ちゃん、爆破！」

「っ!?　──《ボム》！」

　ミュウの言葉を一瞬で理解し、俺は最速のタイミングで《ボム》の魔法を発動させる。

【空の目】のターゲティング能力により、ミュウの背後から僅かに離はなれた場所で座標爆破を起こす。

　爆風の余波を背中で受けることで、空中での推進力を得て、それによって落下の軌道を変えたミュウは、突き上げられる【皇帝愚足蟲】の脚の攻こう撃げきを、間かん一いつ髪ぱつで避よけることができた。

　俺が以前やった、《ボム》の爆発の余波を利用した、大ジャンプの応用による緊きん急きゆう回か避いひ法だ。

　今回のミュウは、それを空中での急激な方向転換に使ったわけで、【皇帝愚足蟲】の突き上げ攻撃を紙一ひと重えで回避すると、猫ねこのようなしなやかさで湖面に近い氷の坂道に着地した。

「ナイス！　ユンお姉ちゃん！」

「全く、いきなり言われて焦あせったぞ！」

「でも、ユンお姉ちゃんなら、すぐに気付いてくれると思ったよ！」

　そう言って笑え顔がおを向けてくるミュウに、全く、と溜ため息いきを吐はき出す俺。

　阿あ吽うんの呼こ吸きゆうの真ま似ね事ごとなど、そうそうできるものじゃない。正直、今回限りにしてほしいと思う。

　その直後、【皇帝愚足蟲】が金切り声のような悲鳴を上げて手脚を振ふり回し、凍った湖面に叩き付けて、氷の坂道を砕くだいていく。

「よし、一連の攻撃で結構ＨＰを削れたな」

　ミュウとは、【皇帝愚足蟲】を挟んで反対側の氷の坂道に居たタクは、先さき程ほどの音響爆弾の直後、その場から咄とつ嗟さに【皇帝愚足蟲】の背に飛び移り、開いた甲殻の隙間から、軟らかそうなピンク色の部分を、二本の長剣で滅めつ多た切ぎりにしていた。

　タクの攻撃を受けて暴れる【皇帝愚足蟲】に踏ふみ砕かれる氷の坂道だが、音響爆弾の影えい響きようから立ち直ったセイ姉ねぇが、すぐさま氷の道を再構築して、タクの退路を確保する。

　一方、ミュウのフォローに回っていて、タクの言う「一連の攻撃」に加われなかった俺は、思わず溜息を零こぼす。

「で、残りＨＰは７割ほどだけど、さっきの音響爆弾攻撃をもう一度誘ゆう発はつさせるか？」

　タクとミュウは、一いつ旦たん、後衛の俺たちがいる位置まで後退して、そう声を掛けてくる。

　セイ姉ぇは、罅割れて脆もろくなった氷を張り直しながら、今後の作戦を思案しているようだ。

　通常のボスのように、一度戦せん闘とうが始まったら倒れるまで戦い続けるタイプとは違ちがい、【皇帝愚足蟲】は、積極的には攻めてこないので、こうして休みながら態勢を整え直すことができる。

　といっても、戦闘に余よ裕ゆうが出るわけでもなく、相変わらず【皇帝愚足蟲】の甲殻は硬かたく、多くの耐たい性せいを持っており、中々手て強ごわい。

　俺は殆ほとんど役に立っていなかった。

　唯ゆい一いつの役割であるエンチャントをミュウとタクに掛け直していると、二人は何かを言いたそうにするものの、すぐに【皇帝愚足蟲】の方に向かっていく。

「よし、もう一度攻撃して、少しずつでもＨＰを削っていくか！」

「ユンお姉ちゃん、セイお姉ちゃん、またサポートよろしくね！」

　戦闘が中断し、ボスが再び湖底に戻ってしまわないようにと、ミュウとタクが攻撃を再開する。

　二人は、アーツのためのＭＰをポーションで回復させつつ、【皇帝愚足蟲】に対して打撃系アーツを放ち、ゴリ押ししていく。

　セイ姉ぇも再び水盾と水蛇を生み出し、防ぼう御ぎよサポートに徹てつしているが、俺は、ただ矢を放つことしかできない。

　そんな中、セイ姉ぇが俺に声を掛けてくる。

「ユンちゃん、前に出なさい」

「えっ？　セイ姉ぇ？」

「確かにユンちゃんは、ボスとの戦闘は苦手で後衛向きのセンス構成だけど、今のままじゃ全く役に立ってないの分かるわよね」

　優やさしいけど、しっかりとした口調でそう告げてくるセイ姉ぇに、俺は矢を射る手を下ろしてしまう。

「今回の敵は、【水属性吸収】と【氷属性無効】の能力を持っているわ。だから、私には普ふ段だん通りの戦いはできない。それでも私がこの場に居られるのは、ユンちゃんたちが居るからよ」

「えっ？」

「私が戦えない敵には、ユンちゃんたちに頑がん張ばってもらうの。そして、私はそのサポートに回る。ユンちゃんとは、立場がいつもと逆ね」

　そう言って微ほほ笑えむセイ姉ぇに、俺は気が付く。

　普段は俺一人でやってるサポート役にセイ姉ぇが加わったことで、パーティー全体の防御力は上がっているもの、明らかに殲せん滅めつ力が落ちている。

　そんな状じよう況きようで、ボス戦は苦手だからと、俺がいつも通りに後衛をやっていては、無む駄だにリスクを増やし、余計な時間ばかりが掛かってしまう。

　そして、今、俺自身が感じているのも、こんな戦い方じゃいけないというもどかしさなんだ。
















「……わかった。行ってくる」

　さっき、ミュウとタクが俺に何か言いたそうにしていたのは、このことだったのだろうかと思いながら、一度大きく息を吸い込んで気を引き締しめると、セイ姉ぇから、いい顔になったわ、と言われた。

　俺は、改めて【皇帝愚足蟲】と対たい峙じすると、弓を持つ腕うでをだらりと下げ、そのまま前ぜん傾けい姿勢で走り出す。

　接近する俺に狙ねらいを定めた【皇帝愚足蟲】が正面から高圧水流を放つが、それにタイミングを合わせて、エンチャントを唱える。

「《付加エンチヤント》──スピード！」

　上がる速度のまま【皇帝愚足蟲】の攻撃を回避して、セイ姉ぇが新たに作り上げる氷の坂道を駆かけ上がる。

「ユン、来たか！」

「後方で、あの硬い甲殻に弾はじかれる一方の矢を放ち続けるより、こっちの戦い方を選ばせてもらったよ！」

　俺は、駆け上がって来た氷の坂道から、【皇帝愚足蟲】の側面に向かう別の氷の坂道に飛び移る。

「ここまで近づかないと狙いが定まらないからな。《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　俺は、火属性の属性石を砕いて、自身の武器に火属性のエンチャントを施ほどこす。

　更さらに、ここで俺は、弓系アーツの中ではピーキーな効果を持つものを選ぶ。

「いくぞ！　──《弓きゆう技ぎ・鎧よろい通とおし》！」

　正面からでは、向きによっては狙えない甲殻の隙間に向かって、俺は氷の坂道に膝ひざを突つき、至近距きよ離りでアーツを放つ。

　この《弓きゆう技ぎ・鎧よろい通とおし》は、かなりの至近距離でなければ使えないアーツだ。その効果は、防御無視の貫かん通つう攻撃と物理防御低下。

　かなり状況を選ぶアーツなので今まで使ったことがなかったが、こうした防御力の高い敵には非常に有効だ。

　もっと早くそれに思い至って前に出る決断をすればよかった。

《弓きゆう技ぎ・鎧よろい通とおし》によって物理防御低下を引き起こした【皇帝愚足蟲】は、俺に狙いを定め、水から出ている前まえ脚あしを大きく振り下ろす。俺はそれを避けつつ、タイミングを見計らいながら、続けざまに同じアーツを放っていく。

「はぁ！　──《パワーウェイブ》！」

「──《パワー・バスター》！」

「──《弓きゆう技ぎ・鎧よろい通とおし》！」

　俺たち三人は、氷の坂道を使い、敵の攻撃を避けながら、タイミングを合わせてアーツを放ち、短時間での連続攻撃による連鎖チエーンボーナスで、次々とダメージを稼かせいでいく。

　こちらの作戦が上手うまくいく一方で、側面から攻撃する俺たちへの【皇帝愚足蟲】の反撃も激しさを増し、その余波で、氷の坂道があちこち砕かれていく。

　それをセイ姉ぇが、水盾や水みず蛇へびで俺たちを守りながら、即そく座ざに修復する。

「残り３割だ！　ＨＰとＭＰの管理を忘れるなよ！」

「そんなヘマしないよ！」

【皇帝愚足蟲】の大きな背中越ごしに軽口を叩たたき合うミュウとタクだが、【皇帝愚足蟲】は一瞬動きを止めると、再びギチギチと口を打ち鳴らし始めた。

　その予備動作にいち早く気付いたセイ姉ぇが、緊きん迫ぱくした声を上げる。

「みんな！　音おん響きよう爆ばく弾だんが来るわよ！」

「そう簡単に倒たおされてはくれないか。ユン！」

「わかってるよ！」

　全く、ミュウもタクも、明確な指示を出さずに俺に色々と期待し過ぎだ。

　俺は、戦いながらずっと考えていた、ピンチをチャンスに変える作戦を実行するために、一番高い位置に向かう氷の坂道を駆け上がった。

「急げ！」

　ミュウもタクも、俺が成功することを確信して、既すでに次の攻撃の溜ために入っている。

　するとセイ姉ぇが、俺が辿たどり着いた一番高い位置の氷の坂道を更に伸のばしてくれたので、俺はそこを駆け上がってボスを見下ろす位置に立ち、ゆっくりと開いていく硬い甲こう殻かくを見下ろした。

　俺は、インベントリから両手一いつ杯ぱいのマジックジェムを取り出し、開いた甲殻の隙すき間まに向けて、一気にばらまいた。

　数が数だけに、一度に全部ばらまけず、何度もインベントリから取り出す。それらは空中でぶつかり合い、一部は甲殻の上を滑すべって湖の中に落ちたが、それでも多くのマジックジェムが甲殻の内部に入り込む。

「ユンちゃん！」

「──【ボム】」

　今まさに、【皇帝愚足蟲】が体内で増ぞう幅ふくさせた音を吐き出そうとした瞬間、甲殻の内側から爆発が起き、湖に落ちたマジックジェムも同時に起動して、高く水柱が上がる。

　周囲に水みず飛沫しぶきが飛び散る中で、マジックジェムによる多重爆ばく撃げきを受けた【皇帝愚足蟲】は、体内を爆発に蹂じゆう躙りんされ、口や甲殻の隙間から黄色い煙けむりを噴ふき出しながら、巨きよ体たいを痙けい攣れんさせている。

「トドメだ、合わせろ！　──《スワローライン》！」

「了りよう解かい！　《マジックソード》──ソル・レイ！」

「最後、ド派手にするなら、《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　タクの二本の長ちよう剣けんには土属性、ミュウの剣には光属性のエンチャントを施すと、それぞれの武器が、強く光り輝かがやく。

　タクは、【皇帝愚足蟲】の背に飛び乗り、二本の長剣を振ふるって《スワローライン》というアーツを放つ。飛ひ燕えんのような美しい残光を残して、開いた甲殻と、そこから噴き出す煙を切り裂さき、数秒後には斬ざん撃げきのエフェクトが派手に舞まって、【皇帝愚足蟲】のＨＰが大きく削けずられた。

「はぁ！　たぁ！」

　ミュウは、光属性のエンチャントと魔ま法ほうの込こめられた片手剣による通常の斬撃によって、硬い甲殻もろとも、煙を噴き出す【皇帝愚足蟲】の体を易やす々やすと切り裂いていく。

「これでラスト。──【リリース】！」

　ミュウが、【皇帝愚足蟲】に深々と片手剣を突き刺さし、強い光を宿した武器の力を解放すると、剣先から放たれた収束光線が内部を貫つらぬき、反対側へと抜ぬけていく。

　それが決め手となり、ボスＭＯＢの【皇帝愚足蟲】は、全すべての活動を停止して静かになった。

　そして、メニューのインフォメーションに、第三の試練のクエストが完かん了りようしたメッセージが流れた。
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「よし、クエストクリア！」

「タク！　早くそこから退け！　落ちるぞ！」

【皇帝愚足蟲】の背の上で勝利を嚙かみ締めているところ悪いんだが、俺はその姿をハラハラしながら見ていた。

「分かってるけど……足が、嵌はまった」

「はぁぁぁっ!?」

　俺は、その言葉の意味が分からず、首を傾かしげながら、タクの足元を注視する。

　タクの立っている場所は、反り返る甲殻の近くなのだが、【皇帝愚足蟲】が斃たおれたことで開いていた甲殻が閉じ、そこにタクのブーツが挟はさまれてしまったようだ。

　とはいえ、倒した敵ＭＯＢは総じて光の粒りゆう子しとなって消える。それは、今タクが背に乗っている【皇帝愚足蟲】も例外ではなく──

「タク！」

　空中に投げ出されるように湖へと落ちていくタクを見て、俺はその後を追うべく、氷の坂道から湖へと跳とび込んだ。

　かなりの高さからの跳び込みだったが、【泳ぎ】センスの補正のためか、着水の衝しよう撃げきはそれほど感じない。

　それより、先に湖に落ちたタクが、盛せい大だいに水柱を上げているのを見ていたので、俺は焦あせる。

　タクは、【泳ぎ】のセンスを持っていないのだ。

　対応するセンスを装備していなければ、どんな高レベルプレイヤーでも、その環かん境きように適応できない。

　俺は、沈しずんでいくタクを見つけ、一気に潜せん水すいする。

　装備重量の関係からかタクのほうが沈む速度が速いため、俺は水を強く蹴けり続けて、なんとかタクに追いつくことができた。

　だが、冬場の湖の寒冷ダメージの影えい響きようか、窒ちつ息そくダメージと合わさり、タクのＨＰが徐じよ々じよに減っている。

（【皇帝愚足蟲】との戦いはほとんど無傷で勝てたのに、こんなところで下らない死に戻もどりするなよ！）

　内心でタクに悪態を吐つきながら、後ろから抱かかえ込むようにタクの体に腕を回して、急いで浮ふ上じようする。

　俺が助けに来たことに気が付いてはいるようだが、水中に適応できるセンスのないタクは、身動きできずに大人しくしている。助ける方としては、非常にやりやすい。

　そして、湖面に辿り着き──

「ぷはぁ──」

「ゲホゲホッ……あー、死ぬかと思った」

「全く、心配かけさせやがって」

　湖面まで引き上げたタクは、顔を空に向けた体勢で、俺に救助される。

　水中での窒息ダメージが解消されたことで、ＨＰの減少が緩ゆるやかになるが、それでも早く陸地に上がらせる必要がある。

「適応するセンスがないと駄だ目めだな、体に力が入らない。ホント、シチフクの言葉が予言に思えてきたぜ」

　確かに、シチフクの言ってたレベリング方法で経験を積めば、タクも自力で湖から復帰することができたはずだ。

「なら【泳ぎ】センスを取って、シチフクに習ったら？　船上訓練も企き画かくしてるって言ってたじゃん」

「うーん。なんかシチフクに踊おどらされてるようで釈しやく然ぜんとしない」

　そんなことを言い合いながら、俺は仰あお向むけに浮うくタクを引っ張って泳ぎ、湖岸に戻っていった。

　そこでは、ミュウと、氷の坂道を消しよう滅めつさせたセイ姉ねぇが待っていて、タクを引き上げるのに手を貸してくれる。

「お帰り、ユンちゃん、タクくん」

「ただいま、セイ姉ぇ」

「ご迷めい惑わくお掛かけしました……ううっ、寒っ！」

　ずぶ濡ぬれで寒さにさらされ、ガタガタと身を震ふるわせるタク。

　俺は、【皇帝愚足蟲】との戦せん闘とう前に飲んだホットドリンクの効果がまだ残っているために寒さは気にならないが、寒さに凍こごえるタクのために、インベントリからホットドリンク入りの水すい筒とうを取り出すと、カップに注いで差し出し、落ち着かせてやった。

　そして、時間経過で濡れた衣服が乾かわくのを待ってから、俺は話し始めた。

「これで第三の試練は終わりだよな」

　メニューのインフォメーションにあるログを確かく認にんすると、ボスＭＯＢの【皇帝愚足蟲】の討とう伐ばつ、ボスドロップである【愚ぐ足そくの光珠みたま】の入手、そしてクエストアイテムの【愚足蟲の節足】というアイテムを手に入れたことが分かる。

「それにしても、大きなボスだったよね」

「そうね。分類は大型ＭＯＢだけど、通常の六人パーティー向けに強さが調整されていたわよね」

　普ふ通つうなら、あの大物を倒して終わりだろう。

　だが、俺は湖底で、【皇帝愚足蟲】が入っていた洞どう窟くつを見ている。

「みんな、ちょっと来てくれないか」

　俺が湖底を確認してきたいと伝える前に、タクが早くも調子を取り戻して、俺たちに湖の近くに来るように手招きする。

　俺たちが湖に近づくと──

「うわぁ、なにこれ!?」

　目の前の湖面が不自然に渦うず巻まき始める。

　すると、タクが躊躇ためらいなくその渦に飛び乗った。

「おい、タク、なにやっ──えっ!?」

　なんとタクは、渦に巻き込まれることなく、その上に立っていた。

「いや～、ゲームならここはこうだろと思って」

「全く。怖こわいもん知らずだな、タクは。しかしこの渦、一体どういう原理で足場として機能しているんだ？　というか、ファンタジー過ぎるだろ」

「まぁまぁ。けど、さっきまでなかったものがあるってことは、ボスの討伐がトリガーってことだよね！」

「ゲーム的な定番を考えれば、これに乗れば、次のエリアに行ける、ってことかしら？」

　高原エリアのライトニング・ホースが北の町への道を塞ふさいでいるように、ここの【皇帝愚足蟲】もどこかのエリアへの道を塞いでいるのかもしれない。

　だが、このダイアス樹林は密林で、更さらに東に進めば、別のボスＭＯＢが守護するエリアに着くのがわかっている。ということは、この渦は、どこかこの周囲ではない未知のエリアに通じるものと推察できる。

　その未知のエリアへの期待を、俺たちはそれぞれの胸に抱いだく。

「私も乗る！」

「そうね。乗らなきゃ分からないわね」

　湖に落ちないよう、タクに手を取られて渦の上に渡わたるミュウ。セイ姉ぇも、同じように手を差し出されて渦の上に乗った。

「ほら、ユンも乗れ」

「あ、ああ。わかった」

　俺は、湖に落ちても自力で何とかできるから手助けは要いらないのだが、差し伸のべられた手を無視するのも感じが悪いだろうと思ってタクの手を取り、渦に飛び移る。

「それじゃあ、行くとするか」

　タクは、この渦の行き先が気になるのか、俺の手を離はなすことも忘れて周囲を見回している。

　俺たち全員が乗り移ると足場の渦が沈み始め、俺たちは一いつ瞬しゆん慌あわてるが、沈むにつれ足元の水が球状に撓たわみ、シャボン玉の中にいるような状態で、ゆっくりと水の中を移動し始めた。

「ほわぁっ！　凄すごいよ、お姉ちゃん！　水中トンネルとか水族館に居るみたい。でも迫はく力りよくがその比じゃない！」

　興奮するミュウは、バリアのように水の浸しん入にゆうを防ぐシャボン玉の壁かべに手を突き、水中の様子を見回している。

　深部まで沈んでいくと、【皇帝愚足蟲】が居た洞窟の中に入っていく。

「ここ、先に俺が一人で潜もぐって来た時に見つけた洞窟なんだ。中を覗のぞいたらあの【皇帝愚足蟲】が居て、中に入ったら敵対されて、俺を追いかけてきたんだよ」

「そうだったのか。まぁ、敵の誘おびき出しは大成功だったってわけだな」

「……タク、お前は暢のん気きでいいな」

　俺は呆あきれて溜ため息いきを吐つき、ミュウとセイ姉ぇはクスクスと笑っている。

　最初は真っ暗だったが、洞窟内部を泳いでいる光り輝かがやく魚たちが、明るく洞窟内を照らし出す。

「おおっ!?　あれはボスの幼体かな？　ちっちゃいよ！」

「いや、十分にデカいだろ」

　洞窟の壁にバスケットボールほどの大きさの【皇帝愚足蟲】の幼体らしき生き物を見つけたり、深海魚っぽい魚や色々な水草を眺ながめながらシャボン玉のような球体は進んでいく。

　途と中ちゆう、光り輝く魚の群れの中を突き抜ぬけ、イルミネーションのように光るクラゲが真横を漂ただよい過ぎるなど、深海のような不思議な光景を堪たん能のうしていると、この湖底の洞窟の生物が発するものとは違ちがう赤色の光が前方上方に見えてきた。

　それは、近づくにつれて大きくなり、やがて、洞窟の出口らしいことが判明した。

「あそこが洞窟の先──っ!?」

　そこに向かってゆっくりと浮かび上がるシャボン玉のような球体は水面上まで完全に浮上すると、天辺から穴が開き、最初の時のような渦の足場に変わってしまう。

　この渦の足場に乗ればまたダイアス樹林の湖に戻れるだろうが、俺たちは洞窟の外に向かって歩き始める。

　洞窟の外から差し込む強きよう烈れつな赤い光に目が眩くらみ、俺は思わず手を光の方に翳かざす。

　徐々に光に慣れてきた目が見た光景は、赤く染まる大おお海うな原ばらと砂すな浜はまだ。

　穏おだやかな波音が響ひびく洞窟から、足元の砂の感かん触しよくを確かめつつ数歩踏ふみ出すと、外は今まさに、大きな夕焼けに真っ赤に染め上げられているところだった。

　波が砂を洗う音が、俺たちの心を落ち着かせる。

「うわぁっ！　海だよ、海！　こんなエリアもあるんだ！」

「そうね。綺き麗れいな砂浜もあるし、近くに敵もいなさそうね」

　俺たちが出てきた小さな洞窟の近くには、転移用のオブジェクトであるポータルがあり、洞窟の上は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。ここを登るのは骨が折れそうだ、などと、つい余計なことを考えてしまう。

「水着を着て、ルカちゃんたちとここの海で思いっきり遊びたいなぁ」

「ふふふ、今は冬で、【寒冷ダメージ】があるから難しいわね。でもまたすぐに楽しめる時季が来るわ」

　ミュウとセイ姉ぇが波打ち際ぎわまで歩いていく姿を、後ろから俺とタクが並んで見守っていたが、隣となりに立つタクが、何故なぜか少し悔くやしそうにしているのに、俺は気が付いた。

「タク、どうしたんだ？」

「いや、シチフクたちがガレオン船なんて大きな物を造ろうとしているのは、この海を冒ぼう険けんするのが目的かもしれないな、と思って」

　大きな船をそのままギルドハウスとして活用するのか、と、俺も思っていたが、確かにこの海に出ていくならそれくらいの船が欲ほしいだろう、と俺も納なつ得とくする。

　だが、それが完成するのはもうしばらく先の話だろうし、タクは、シチフクに泳ぎを教わるのは釈然としないと言っていたが、水場の戦闘を考えれば、シチフクのギルドが企画してる船上訓練にきっと参加するだろうと、俺は思っている。

　俺とタクは、波打ち際ではしゃぐミュウとセイ姉ぇを黙だまって見つめながら、ゆっくりと沈しずんでいく太陽を見続ける。

　そして、夕ゆう陽ひに赤く染まった海が夜の紺こん色いろに変わる頃ころ、ミュウたちも満足したのか、戻もどって来た。

「さぁ、帰ろうか！　今度は、みんなも連れて来ようよ！」

「そうね。それに、まずはこのセンス拡張クエストを終えなきゃね」

　ミュウとセイ姉ぇの言葉に頷うなずきつつ、俺たちはここのポータルを登録する。

　これでいつでもこの場所に転移することができる。

　冬の海に入るつもりはないが、この広い砂浜にリゥイとザクロを連れてきて、のんびりと波の音だけを聴きいて過ごすのも良さそうだ、と一人考えながら、今日はログアウトするのだった。







　　　六章　封ふう印いんの間とマンティコア







　やや正月の雰ふん囲い気きが抜け始めた昼下がりのリビング。

「峻しゆんちゃん、美み羽うちゃん、ごめんね。ちょっとギルドの方に行ってくるね」

「行ってらっしゃーい。挑ちよう戦せんは、今夜だよね！　ワクワクするなぁ！」

　静しずか姉ねぇは、ＯＳＯで、ギルド【ヤオヨロズ】の状じよう況きようを確認するために自室のパソコンを確認しに行き、美羽も今はリビングで自身のノートパソコンで情報収集に努めている。

「静姉ぇは、ギルドの状況確認と指示出しをするって聞いているけど、美羽は、ＯＳＯにログインしないのか？」

「センス拡張クエストの攻こう略りやく情報があると思って調べているけど、ログインしてレベリングしても時間足りなさそうだから、座してその時を待つことにしたー」

　そう言って、炬こ燵たつでノートパソコンに向かって何かを調べている美羽。

　俺は、ふーん、と気のない返事をしながら、台所に立ち料理をする。

「ねぇ、お兄ちゃん、何を作ってるの？　おやつ？」

「違う違う。これは、巧たくみのために……」

　俺が美羽に説明している途中、玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　俺が話を中断して玄関に向かえば、玄関前には、鞄かばんを肩かたに掛かけ、片手にコンビニのビニール袋ぶくろを下げて寒そうに首を縮めている巧の姿があった。

「いらっしゃい。まぁ上がれよ」

「お邪じや魔まします。なんか悪いな」

「全く。頼たのまれたら断れないだろ。まぁ、餅もちや食材が余ってるから構わないけど」

　そう言って、下げていたビニール袋を掲かかげた巧を、俺はリビングに通した。

　外が寒かったのか、リビングの炬燵に真っ直すぐ飛び込んでいった巧に、ノートパソコンに集中していた美羽が顔を上げる。

「あれ？　巧さん、どうしたの？」

「うちのお袋が、今日は丸一日いないんだよ。だから、峻に飯集たかりにきた。あと、みんなへのお土産みやげ」

「あー、私の好きなボリボリくんソーダ味と、静お姉ちゃんの好きなみゆき大福だ！　覚えててくれたんだ！」

　巧が差し出したビニール袋の中には、ジュースやアイス、お菓か子しなどが入っており、美羽が早さつ速そくソーダ味のアイスキャンディーを取り出して食べ始める。

「寒いのに、よくアイスなんて食べられるなぁ」

「寒いからいいんだよ！」

　俺は、袋の中からアイス系を取り出して冷れい凍とう室に放ほうり込み、できたての料理を巧の前に運ぶ。

「ほら、どうせ面めん倒どうで朝から何も食べてないんだろ。って言うか、コンビニに行くんなら、飯そこで買えばいいだろ」

「コンビニの弁当は割高だろ？　その金があったらゲーム貯金するわ」

　そう言いつつ、俺が作ったお雑ぞう煮にに箸はしをつけ、餅を食べる巧。

　余っていた野菜に申し訳程度の豚ぶたロース肉を入れた肉野菜炒いためも並べると、それをガツガツと食べる巧を、俺と美羽が眺めている。

「うん、美味うまいな！」

「そりゃどうも。お茶飲むだろ？」

「あっ！　私の分もお願い！　あと、巧さん見ていたら、私もお餅食べたくなった！」

　アイスを食べたのに、まだ餅が食べられるのか、と思いながら、俺は台所に戻って餅を一つトースターの中に放り込み、膨ふくれるまでの間に緑茶を用意して、炬燵に居る二人の前に運んでいった。

　既すでに巧は、お雑煮も肉野菜炒めも殆ほとんど食べ終えており、美羽とノートパソコンの画面を見ながらゲーム談義をしていた。

「美羽ちゃん、何か情報でもあったのか？」

「正月アップデートの内容はあったけど、センス拡張クエストの攻略情報は見つからなかったなぁ。けど、三種類の試練のクエストの一覧とかは出てましたよ」

　そう言って、俺にも見えるようにノートパソコンの向きを変えてくれる美羽。

　俺は、そこに並ぶクエストの種類の多さに眩暈めまいを覚えると共に、いくつかの楽そうなクエストを見つけた。

「この辺の蘇そ生せい薬やく関係のクエスト、楽そうでいいなぁ。あと、この納品系のクエストは、在庫があるから、俺はこれがよかったな」

「「峻（お兄ちゃん）……」」

　巧と美羽に呆れた目で見られたが、誰だれだって楽な方がいいんじゃないのか？

「まぁいいや。それで巧さんの方、何か情報ありました？」

「特にないなぁ。今ある情報だと、新しく追加されたボスＭＯＢのファンガス・ジャンボってやつのドロップに、キノコ栽さい培ばい用のアイテム【茸の丸太フアンガス・ログ】ってアイテムが追加されたくらいかな」

「えー、キノコ～？」

　エリンギの苦手な美羽は嫌いやそうな顔をするが、俺は、そのアイテムに興味が湧わいて、巧の話に耳を傾かたむける。

「一定の温度下で水をやると、継けい続ぞく的にキノコが生えて栽培できる丸太らしいけど、そのままだったら、食用キノコが採れるだけのアイテムらしい」

「いいなぁ、欲ほしいかも」

「えっ、噓うそ。峻お兄ちゃん、本気？」

「そのままだと、初期設定の食用キノコしか採れなくても、別のキノコの菌きんを上手うまく定着させられれば、調合用のキノコ系アイテムが手に入るかもしれないよな」

　飛ひ竜りゆう山脈で手に入れた【癒いやし茸たけ】は、干して砕くだいたものを丸がん薬やく系の調合時に混ぜると回復量が上がったりするので、その【癒し茸】の菌を【茸の丸太フアンガス・ログ】に定着させて継続的に採れる可能性があるなら欲しい。

「あー、まぁそういう使い方ができるかどうかは分からないけど、可能性はある……かも？」

「まぁ、駄だ目めでも峻お兄ちゃんのお店にキノコが並ぶだけだし」

　そう言って、感心した表情の巧と興味がないのかノートパソコンに目を戻している美羽。

　そして、何か面おも白しろい情報はないかと、ネットでゲームの情報を探していた美羽が、ふと俺の方に振ふり返り、尋たずねてくる。

「そういえばさ。【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】を倒たおした時、【愚足の光珠みたま】ってアイテムをドロップしたけど、何に使えるの？」

「あ、俺もそのドロップはゲットした。強化素材らしいけど、峻は分かるか？」

　巧にもドロップしたらしく、美羽の疑問に便乗してくる。

　一応、ボスを倒した後のアイテム整理の時に、俺はそうした情報について調べてある。

「俺にもそのアイテムはドロップして、後で調べてみたから分かるぞ」

「ホント!?　流石さすが、峻お兄ちゃん！」

「それにしても、三人とも手に入れてるなんて、【愚足の光珠】って確定ドロップなのかな？」

　美羽は俺を褒ほめ、巧は、新たに浮うかんだ疑問に首を傾かしげるが、考えても答えの出ない疑問にこだわるのはすぐに諦あきらめて、当の強化素材の効果に関する答えを促うながしてくる。

「武器や防具への追加効果は分からないけど、アクセサリーとかの【細工】系センスでの追加効果の付ふ与よの場合には、【回復効果（中）】がついたぞ」

「それって私の持ってるスノーホワイト・ブレスレットの追加効果の上位だ！　今度、追加効果を付け直して、峻お兄ちゃん！」

「【回復効果（中）】かぁ。確か、ＨＰとＭＰの回復アイテムの使用時にも適用されるんだよな。なら一個それ用のアクセサリーを持つべきか」

　美羽や巧がそんなことを話していると、ＯＳＯでギルド【ヤオヨロズ】への顔出しを終えた静姉ぇが、自室からリビングに降りてきた。

「あ、巧くん、いらっしゃい。来てたのね。何話していたの？」

　巧が来ていたことにちょっと驚おどろきながらも、俺たちの会話に参加する静姉ぇ。俺は、静姉ぇのために新しく緑茶を淹いれてから答える。

「センス拡張クエストについて、なんか、新しい情報がないかって話や、【皇帝愚足蟲】のドロップアイテムの話とかしてたんだ」

「あー、【深しん海かい蟲ちゆう甲こう板ばん】って生産素材ね。あれは、籠こ手てやチェストプレートみたいな軽けい鎧がい装備の生産に使えそうだけど、私は使い道がないわね」

「えっ？　静姉ぇ……【愚足の光珠】じゃないの？」

　美羽の確かく認にんに、静姉ぇが俺と巧の顔を見て反応を確かめている中、美羽は、あーやっちゃった、と言いたげな気まずい表情になる。

「……もしかして、また私ドロップ運なかった？」

「静姉ぇ！　俺は使わないから！　強化素材は使わないから、交こう換かんしよう！」

　目め尻じりにほんのちょっぴり涙なみだを溜ためた静姉ぇを見て、俺は反射的にそう答える。

「ううっ、峻ちゃん、ありがとう。でもお姉ちゃんの威い厳げんを保つためにも貰もらわないわ」

　そう言って、空元気で微ほほ笑えむ静姉ぇだが、やはりアイテムのドロップ運がないことを気にしているのか、湯飲みに向かって深い溜ため息いきを落とす。

「うーん。静お姉ちゃん、これからセンス拡張クエストを進めに行く？　全員揃そろってるし、時間あるよね。これ以上時間を掛けても、先行攻略情報出そうにないからさ」

「けど、巧のＶＲギアは巧の家にあるんじゃないか──『こんなこともあろうかと持ち込んだ』って持ってきたのかよ！」

　用よう意い周しゆう到とうな巧にツッコミを入れると、美羽と静姉ぇも苦笑いを浮かべている。

「そうね。このまま挑いどんでもいいと思うわ。それに、下宿先に帰るまで、少しでも長く美羽ちゃんや峻ちゃん、巧くんとパーティーを組んで遊びたいものね」

　そう言って微笑む静姉ぇに俺も頷うなずく。

「それじゃあ、美羽と静姉ぇは、自分の部屋からログインしてくれ。俺は、リビングで巧とログインするから」

　あと、部屋の鍵かぎはしっかり掛けるように、と伝えれば、美羽は首を傾げながらも頷き、静姉ぇも苦笑いを浮かべながら頷く。

　俺は自室のＶＲギアを持ち出し、巧と向かい合うように炬こ燵たつに入ると、ＶＲギアを設置してログインするのだった。




「見事に三つの試練を乗り越こえたようですね」

　ＯＳＯにログインした俺たちは、大聖堂前の神父ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの前に立っている。

　クエストの条件を満たしたことで、神父ＮＰＣが俺たちを、大聖堂の奥の一室に案内する。

　その部屋は、剝むき出しの石造りで、三つの穴が横一列に並んだ大きな一枚岩の壁かべがあった。

「次が最後の試練になります。その穴に、あなた方の手に入れた試練の証あかしを掲げることで【封ふう印いんの間】に入れます。この試練に勝つことができれば、女め神がみより新たな力を授さずかるでしょう」

　そう言って、俺たちの様子を見ている神父ＮＰＣの視線を気にしながら、俺たちはそれぞれの岩穴に、先の三つの試練のクエストで手に入れたアイテムを入れていく。

　セイ姉ねぇは、左の穴に【飛竜の無精卵】を。

　ミュウは、右の穴に【愚足蟲の節足】を。

　そして俺は、真ん中の穴に【北の町の感謝状】を。

　すると、岩穴が、ゴゴゴッと音を立てながら閉じて、巨きよ大だいな一枚岩がごろごろと左に回転していくと、その裏に隠かくされた下り階段の入り口が現れる。

　階段下を覗のぞき込むと、そこには松明たいまつの灯あかりが点ともっており、下から昇のぼって来る生暖かい空気が頰ほおを撫なでる。

　俺たちが【封印の間】の一枚岩を退どけたことを確認し、神父ＮＰＣが軽く会え釈しやくしてこの場を離はなれていく。

「装備の準備は？」

「オッケーだよ、タクさん！」

「ポーションとかの消しよう耗もう品ひんも大だい丈じよう夫ぶか？」

「俺がちゃんと用意しているから大丈夫だよ。それに蘇生薬も多めに持ってきた」

　センス拡張クエストの最後の試練の場である【封印の間】の前で、タクが確認の声を掛かけ、ミュウと俺が順番に答える。その様子をセイ姉ぇは微笑ましそうに見ている。

「ここから先は、情報なしの初見攻こう略りやくだ！」

「ワクワクするよね。こういうのを一発で攻略したいよね！」

　時間を掛けて情報を集め、対策を練って挑めば、攻略の成功率は確かに上がるだろうが、セイ姉ぇが、もう少しで下宿先に帰らなければいけないというタイムリミットが存在することが、廃はいゲーマーであるミュウとタクのやる気に火を点つけたようだ。

　俺も、情報のないままクエストに挑むことには不安があるが、同時に、何が起こるか分からない緊きん張ちよう感かんに心臓が高鳴って、いつになく新しん鮮せん味みを感じてもいる。

　俺たちは、「よし、行こう！」と声を掛け合うと、地下への階段を降りていく。

　大聖堂の冷たい空気とは打って変わって、湿しめった生暖かい空気に満たされた、松明の灯りが延々と続く下り階段を降りている途と中ちゆう、ミュウがこんな疑問を口にする。

「そう言えばここ、【封印の間】ってＮＰＣが呼んでたけど、何が封印されてるのかな？」

「そりゃ、あれだろ。この世の全すべての悪とか、魔ま物もの化した重犯罪者ＮＰＣとか、魔王を超こえる裏ボスとかじゃないのか？」

「転移用のポータルがあって、何処どことも知れない巨大迷めい宮きゆうと繫つながっているとかかしら」

「なんでそんな物ぶつ騒そうなものが大聖堂の地下にあるんだよ。けど、封印って単語は確かに気になるよな」

　タクとセイ姉ぇの答えに俺がツッコミを入れるが、確かに「封印」の二文字は意味深に感じる。

　何を封印したのか、何のために封印したのか。

　そんな、緊張感があるようでない会話に初見の緊張感を適度に解ほぐされた俺たちは、階段の終わりに突つき当たった。

　そこには、大きな青い両開きの鋼鉄の扉とびらがあり、タクが俺たちを見回して頷くと、掌てのひらを扉に当てて力を込こめて押した。

　蝶ちよう番つがいが軋きしむ音を上げながらゆっくりと開かれる扉の奥は、入り口から順番に松明が灯っていき、円型の広間になっているのが分かる。

　その中央には一体のＭＯＢが鎮ちん座ざしていた。

　赤毛の混じる黄色い体毛に、蝙蝠こうもりの翼つばさを持つ獅し子し。尻尾しつぽの先には赤黒い棘とげをびっしり生やしており、捩ねじじれた角と赤い鬣たてがみを持つ生物だった。

「ボス名は──【封印の間のマンティコア】って、そのまんまかい！」

　封印の間にいるマンティコアだからって、ちょっと安直なボス名な気がする。

　そんな俺の声に、マンティコアが、その鋭するどい猫ねこ目めでこちらを睨にらみ付けながら立ち上がった。

　その首は天てん井じように打ち込まれた楔くさびに、前まえ脚あし、後ろ脚、尻尾は天井に近い位置の三か所の壁へき画がに打ち込まれた楔に、それぞれ鎖くさりで繫がれていた。

　そして、俺たち全員が【封印の間】に入り込んだ瞬しゆん間かん、背後の青い扉が勢いよく閉まり、マンティコアが激しい咆ほう哮こうを上げる。

　すると、壁画に打ち込まれていた三か所の楔が弾はじけ飛び、各壁画がそれぞれ淡あわい赤、青、緑の光を放つ。

　唯ゆい一いつ、天井と首を繫ぐ鎖だけがマンティコアを縛しばる中で、最後の試練が始まる。




　　　　●




「ミュウちゃん、行くぞ！」

「はい、タクさん！」

　ミュウとタクは、武器を構えて駆かけ出すと、左右からマンティコアを挟きよう撃げきする態勢を取り、俺とセイ姉ぇが後衛から弓と魔ま法ほうで支し援えんする。

「《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！　《呪加カースド》──ディフェンス！」

　俺は、ミュウとタクを支援するためのエンチャントを施ほどこし、マンティコアには弱体化のためのカースドを放つが、相手のステータスの高さによって抵てい抗こうされてしまう。

　ミュウとタクがマンティコアに接近し、それに反応するようにマンティコアが攻こう撃げきしてくる。

　前脚による引っ搔かき、牙きばによる嚙かみ付き、モーニングスターのような円えん錐すい状の大きな棘を生やした尻尾の叩たたき付け。

　ミュウとタクは、それらの攻撃範はん囲いの間合いを見み極きわめて避よけつつ、大型ＭＯＢ特有の隙すきを突いて、前脚や側面に攻撃していく。

　マンティコアの攻撃手段は、多た彩さいながら近接攻撃に偏かたよってるために、後衛の俺やセイ姉ぇは、安全に遠えん距きよ離り攻撃を続けることができる。

　俺は、後方からの視点で分かる状じよう況きようを、ミュウとタクに伝える。

「跳とぶぞ！」

「わかった！」

【看かん破ぱ】のセンスが教えてくれる敵の予備動作から次の行動を判断して伝え、正面に立つタクが返事をする。

　両足に力を込めて、蝙蝠の翼を羽ばたかせるマンティコアは、突とつ風ぷうを起こして接近したタクを吹ふき飛ばそうとする。

　その突風に逆らわずに、逆にその勢いを利用してマンティコアから距離を取り、一息吐つくタク。

「はぁ、《フィフス・ブレイ──きゃっ!?」

　マンティコアが跳び上がる時に、ミュウだけはアーツの発動モーションに入っていたため、緊きん急きゆうの回かい避ひができなかった。

「──ミュウ!?」

　跳び上がりながらの羽ばたきによって生み出された突風に耐たえるミュウだが、続いてマンティコアの落下時の衝しよう撃げき波はに吹き飛ばされる。また、俺たちのいる後方にまでダメージのない衝撃が届いて、全員がスタン状態になってしまった。

　マンティコアの落下衝撃を受けたミュウは、ＨＰの６割を削けずられ、軽く数メートル後方に吹き飛ばされたが、お陰でマンティコアの追撃は回避できた。

「──《メガ・ヒール》！」

　スタン状態から回復したミュウが、自身でＨＰを回復させたが、正直、冷ひや汗あせをかいた。

　運が悪ければ、さっきの一撃で【気絶】の状態異常バツドステータスが発生し、追撃を受けて落ちていた可能性もある。

　一連の動きの隙は大きいが、一撃のダメージが重いマンティコア。今のところ、安全マージンを取りながら戦えば、脅きよう威いには感じないが、決して油断してはいけない相手だ。

　だが、ＨＰを１割ほど削ったところでマンティコアの行動に変化が現れる。

　前脚を振ふり上げ、後ろ脚だけで立ち上がると、天井に向かい咆哮を上げる。

「今だ！　──《ソニック・エッジ》！」

「──《ソル・レイ》！」

　ミュウとタクは、ここぞとばかりに、無防備なマンティコアの腹部に向かって、遠距離アーツをぶつけ始める。

「全く。せめて演出くらいはさせてやれよ……色々と台無しだろ」

　俺は、小さく呟つぶやくが、その声はタクやミュウには聞こえず、当のマンティコアに二人のアーツのダメージが通る。

　それを見て、俺もセイ姉ぇも便乗して攻撃を放っていくのだから世話はない。

　そして、咆哮を上げ終わったマンティコアが、後ろ脚で立ち上がった時に振り上げた前脚をそのまま振り下ろすと、前脚に繫がる千切れた鎖が鞭むちのように振るわれて、俺とセイ姉ぇに迫せまってくる。

「セイお姉ちゃん、ユンお姉ちゃん！」

　ミュウとタクは、マンティコアの振るう鎖の軌道範囲外に逃のがれ、こちらに声を張り上げる。

「大丈夫よ。──《ウォーター・ラウンド》！」

「──《クレイシールド》！」

　俺とセイ姉ぇは、冷静に防ぼう御ぎよ魔法を発動し、協力して二重の守りを生み出す。

　外側に水の丸まる盾たてを、内側に土つち壁かべを──

　鞭のように振るわれた鎖が遠心力を伴ともなってぶつかり、外側の丸盾を突き破るが、水が緩かん衝しよう材ざいとなって打撃の衝撃を和やわらげ、更さらに内側の土壁が、打撃そのものを防ぐ。

　だが、続けて二本の鎖の攻撃に限界を迎むかえた土壁がボロボロと崩くずれ始め、土壁の向こう側にいたマンティコアの姿が見え始めた。

「セイ姉ぇ！」

　その姿を視し認にんした瞬間、俺の【看破】のセンスが反応したため、俺は咄とつ嗟さにセイ姉ぇを突き飛ばし、左右に跳んだ。

　土壁から飛び出した俺たちが身を低くしてマンティコアの様子を確かめると、マンティコアはびっしりと棘の生えた尻尾の先を土壁のあった場所に向けており、直後にその棘が射出されるのを見た。が──

「……攻撃を、外した？」

　極ごく太ぶとの棘が土壁──の残ざん骸がいの上方を抜ぬけて、その後方にあった淡い緑色に光る壁画に何本も突き刺ささり、壁画が明めい滅めつを始める。

「外したんだったら、今の内に──《ナインソード・スラッシュ》！」

　一気にマンティコアとの距離を詰つめたミュウが片手剣けんを振りかぶり、一撃を放つ。だがアーツは発動せず、ミュウは剣を振り下ろした体勢のまま動きを止める。

　その隙をマンティコアが捉とらえ、大おお振ぶりの前脚がミュウを襲おそう。

「きゃっ──！」

「ミュウちゃん！　──《ハイ・ヒール》！」

　セイ姉ねぇが回復魔法をミュウに対して施すが、こちらのスキルも発動しない。

「噓うそっ……アーツやスキルが使えない!?」

「ミュウちゃん、ポーションを使え！　これは【技能封ふうじ】だ！」

　タクの声を聞いて立ち上がったミュウは、その場でメガポーションを使ってＨＰを回復させると、再びマンティコアに立ち向かっていく。

　後方でその様子を見ていた俺は、【技能封じ】という言葉に聞き覚えがあった。

　巨きよ狼ろう・ガルムファントムの討とう伐ばつクエストの達成報ほう酬しゆうである防具【冥めい狼ろうの守しゆ護ご鎧よろい】には、アーツが使用できなくなる【技能封じ】という追加効果があった。

　俺たちには今、その【技能封じ】の効果が発生しているらしく、この【封印の間】は、マンティコアを封印する場所ではなく、プレイヤーの技能を封じる場所だったことに、この段階で気が付いた。

　試ためしに俺も、弓系アーツや【付ふ加か術じゆつ】センスのエンチャントやカースド、土魔法を使用しようとするが、一いつ切さい使えなかった。

　セイ姉ぇは、魔法スキル主体で戦っているために戦せん闘とうには参加できず、俺は、弓矢による通常攻撃のみを続ける。

　使用する矢を、通常の鉄の鏃やじりから、それに状態異常バツドステータス薬を合成したものに切り換かえて、少しでも貢こう献けんできるように戦いながら、どのタイミングで【技能封じ】が発生したのか考える。

　可能性が高いとすれば、さっき俺たちの頭上を越こえて飛んでいったマンティコアの尻尾の棘が、緑色の壁画に突き刺さって明滅し始めた時からだろう。

　あのマンティコアがうっかり、あるいは意味もなく攻撃を外したとは考えられない。

「セイ姉ぇはここで待機。俺は、少し前に出る」

「ユンちゃん、気を付けて！」

　魔法が封じられて無防備なセイ姉ぇは、自然と鎖の振るわれる範囲外に下がったため、俺が少し前に出ることで、ミュウとタクの居る前衛と後衛のセイ姉ぇの、ほぼ中間に立つことになった。

　セイ姉ぇは、【技能封じ】されたためにセンスを切り換えて、ＭＰの自然回復速度を早めながら、今できることに集中している。

　ここでマンティコアはまた、両前脚を薙なぎ払はらうように横に振るって、そこに繫つながる鎖を扇おうぎ状じように振り回してきた。

　中衛で矢を射続けていた俺は、それを見て──

「チッ、【技能封じ】の状態で鎖攻撃かよ！　──【クレイシールド】！」

　インベントリから取り出した複数のマジックジェムを、鎖の迫ってくる方向に投げつけた。

　スキルは封じられてもアイテムは使えるので、俺は、防御手段であるマジックジェムを発動させ、瞬しゆん時じに迫せり上がる三枚の土壁を作る。

　しかし、一枚目と二枚目は、易やす々やすと破は壊かいされ、三枚目の土壁は、大きく正面を削り取られたものの、なんとかそこで食い止めることができた。

　また、鎖の届く範囲外へと左右に跳んで逃れていたミュウとタクを牽けん制せいするように、振るった両前脚を戻もどさずに体を横に向けたマンティコアは、その体勢から、棘とげの生えた尻尾しつぽを大振りする。

　その先せん端たんから再び何本もの棘が俺たちの頭上を飛んでいき、今度は青く光る壁へき画がに突つき刺さると、代わりに緑色に光る壁画から棘が抜け落ちていく。

「今度は何が起こるんだ？」

　俺は小さく呟き、棘の刺さった青い壁画が明滅するのを見上げる。

【技能封じ】のトリガーと予想した緑の壁画から棘が抜けたということは、アーツやスキルが使えるようになったかもしれない。

　俺がそれを大声で伝える前に、後方に下がっていたセイ姉ぇが魔ま法ほうによる攻撃を再開し始めた。

　だが今度の青色の壁画の場合、何が封じる対象か分からないために、とりあえず通常攻撃を続行しようと矢を手にした瞬間──俺の手から、矢が溶とけるように消えたのだ。

「なっ!?」

　右手から消えた矢を探して周囲を見回すがどこにもなく、一瞬思考が停止してしまう。

「ユンちゃん！　敵の攻撃が！」

　後方から魔法を放っていたセイ姉ぇが、俺に警告を発する。

　数瞬でも敵を視界から外したために、【看破】のセンスによる攻撃の予兆を見み逃のがした。

　直後、勢いよく跳びかかってくるマンティコアが目前まで迫っていた。

　首に繫がれた鎖くさりを限界まで引き伸のばし、行動範はん囲いギリギリにいた俺の脇わき腹ばらを、その前まえ脚あしを横よこ薙なぎに振るって捉とらえた。

　その瞬間、俺の手前に障しよう壁へきのように張られる【身代わり宝玉の指輪】の守りが易々と突とつ破ぱされる。

　どのような即そく死しの攻こう撃げきも指輪に嵌はめられた宝石の能力に応じた回数防いでくれる【身代わり宝玉の指輪】も、多段ヒットや複数種類のダメージを伴う攻撃には効果が薄うすい。

　俺の脇腹にマンティコアの鋭するどい爪つめが深く食い込み、振るわれた前脚の勢いのままに、俺は左側の壁に叩たたき付けられる。

　刺し突とつに打撃、それに壁への激げき突とつと多重のダメージを受けて、俺の意識が遠のく。

　一瞬でＨＰの半分以上を削るダメージを受けた俺は、【気絶】の状態異常バツドステータスが発生して動けなくなった。

「ユンお姉ちゃん！」

「ちっ、ユン、起きろ！」

「ここからだと回復範囲外ね。私が行くわ！」

　ミュウたちの声が遠くに聞こえる。

　俺は、ミュウやセイ姉ぇの回復魔法の範囲外まで弾はじき飛ばされたのか。【封印の間】って、思ったより広いんだな。

　白く霞かすむ意識の中で、俺がぼんやりそんなことを考えていると、ふいに瞼まぶたの裏に強い光を感じた。

　だが、ミュウの光魔法の白さではない上に、ミュウたちの慌あわてる声が聞こえる。

「ちょっと！　このタイミングでそんな大おお技わざの追撃!?」

「ユン！　なんとかして逃にげろ！」

「これじゃあ、ユンちゃんに近づけない！」

　ミュウたちの声に呼応するように【気絶】の状態異常バツドステータスが自然回復によって解けるが、重たい瞼を持ち上げると、目の前に迫るのは赤い極太の放ほう射しや熱ねつ線せんだった。

　前方を薙ぐように放たれた放射熱線を、セイ姉ぇは、水盾と氷ひよう壁へきを組み合わせた多重防御で耐たえており、ミュウとタクは更に大きく左右に跳とんで熱線の範囲外に逃れた。

　俺の場合、【気絶】から自然回復した時点で、防御魔法やアイテム、回かい避ひが全すべて間に合わないほど、放射熱線は俺に迫っていた。

（──あっ、これは駄だ目めだな）

　だが、放射熱線を受けても、まだ大だい丈じよう夫ぶだと思った。【蘇そ生せい薬やく】を使って復活すればいい。何をタクたちが焦あせる必要があるのか。

「ユン！」

　そして、放射熱線に吞のまれＨＰを全て失った俺は、【蘇生薬】を使うタイミングを計っていた。

　すると、【蘇生薬】の使用を確認するメッセージは表示されるのだが、白いはずの『ＹＥＳ』の文字が、何故なぜか使用不可を示す灰色になっているのだ。

　それを見て俺は、矢が消えた理由に思い至った。

　矢は消しよう耗もう品ひん、つまり、道具に分類される。【蘇生薬】もまた然しかりだ。

　つまり、青い壁画が封じるものは道具──【道具封じ】が青い壁画のギミックなのだ。

「ミュウちゃんは、ユンのフォローに回れ！　俺とセイさんで、奴やつを足止めする！」

「わかった！」

　暗転した視界の中で、ミュウたちの戦闘音と、倒たおれた俺の元に駆かけ寄ってくる足音が聞こえる。

「ユンお姉ちゃん、今助けるからね！」

【蘇生薬】の使えない俺の元に辿たどり着いたミュウがそう一声掛かけてから、一つの魔法を唱える。

「──《リミット・リヴァイヴ》！」

　次の瞬間、淡あわい桃もも色いろの光が暗転した視界を染め上げ、俺のＨＰを０から１に回復させる。

「お姉ちゃん、大丈夫!?　──《メガ・ヒール》！」

　続けて、ミュウは強力な単体回復魔法を使用し、俺のＨＰを急速に回復させるが、それでも足りずに、もう二回ほど過か剰じように回復魔法を掛けてくる。

「……ミュウ。もういい、俺は大丈夫だ」

　叩き付けられた壁かべに手を突きながら立ち上がった俺は、【蘇生薬】の使えないこの状じよう況きようで、何故ミュウに俺を復活させられたのかを、その腕うでに装備されたアイテムを見て納なつ得とくする。

「──【桃とう藤とう花かの樹きの蔦つた】か」

　桃藤花の樹に関連したレイドクエストの報酬の一つであるアクセサリー【桃藤花の樹の蔦】には、【限定蘇生】という追加効果があるが、それに付ふ随ずいする蘇生スキルのようだ。

「うん。私はまだ蘇生スキルを持ってないから、使用回数は限られてるんだけどね」

　腕輪には、薄うす桃色に色付く花びらが四枚残っており、アクセサリーによる【限定蘇生】は、残り四回を示している。

「復活早々で悪いんだが、ユンは中衛で俺のサポートに集中してくれ！　ミュウちゃんは、セイさんの位置まで下がって、魔法による援えん護ご！　セイさんは、そのまま攻撃を続けてくれ！」

　ミュウにポジションの入れ替かえを指示するタクだが、俺のステータスでは、マンティコアの攻撃を受け止められないし、矢が封印されている現在、ダメージを稼かせいでタクよりヘイト値を高めることも難しい。

「それじゃあ、タクさんに攻撃が集中しちゃうよ！　それに、紙装そう甲こうのユンお姉ちゃんが前だとまたやられちゃう！」

「不測の事態に備えた配置だ！　【技能封ふうじ】に続いて、今は【道具封じ】が働いているんだろう。次は何が封じられるか分からないからな！」

　タクは、マンティコアの攻撃を回避しつつ、セイ姉ねぇにターゲットが移らないように、一人でダメージを与あたえ続けている。

　タクの言葉を無視するのは簡単だが、【技能封じ】【道具封じ】と、個別の蘇生手段を全て封じてくる可能性があるからには、ミュウの言うように、タク一人を危険な前衛に置いておくわけにはいかない。

　さっき中衛の位置でやられた俺が、再び同じ位置に立つことに不安はあるが、このまま動かなければタクの負担だけが増えていく。

「タク、分かった」

【道具封じ】で矢が使えない俺は、マンティコアの動きを警けい戒かいしつつ、中衛のポジションに向かう。

　俺に与えられたサポート役を遂すい行こうするために。

「ユンお姉ちゃん！」

「大丈夫だ。エンチャントを掛け直す！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、マインド！」

　マンティコアのＨＰは、まだ７割も残っている。

　俺は、前衛で一人ボスと直接対たい峙じするタクの背中に、エンチャントを重ね掛けしていく。

　とにもかくにも、青い壁画の【道具封じ】によって、弓矢による通常攻撃やアイテムによる攻撃や回復が封じられてしまったのは痛い。

　どうしたものかと考えを巡めぐらせていると、再び尻尾を振ふり上げたマンティコアが、今度は赤い壁画に棘を飛ばして打ち込む。今度は代わりに青い壁画に刺ささっていた棘が落ちた。

「よし、これでアイテムも使えるようになった！　なら、俺も攻撃に参加できる！」

　青い壁画に突き刺さっていた棘が抜ぬけ落ちると同時に、俺の矢立てに矢が出現した。俺はその感かん触しよくを確かめる間も惜おしんで、弓に矢を番つがえ、マンティコアの眉み間けんを狙ねらって放った。

　狙い通りの場所へと真っ直すぐに迫せまった矢だったが、手前数センチの所で、見えない何かに弾かれる。

「なっ!?」

　その謎なぞの防ぼう御ぎよの正体を知るために、早打ちで二射、三射と矢を放つが、全て謎の障壁に阻はばまれてしまった。

　タクの方でも、攻撃で振るう剣けんは全て何かに弾かれるが、敵の攻撃を剣で受け流すことはできている。

「──《アクア・バレット！》　一いつ斉せい掃そう射しや！」

「──《ソル・レイ》！」

　俺たちの背後から放たれる大量の水すい弾だんと収束光線が、マンティコアの体に突き刺さり、マンティコアは苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げる。

「赤は、直接攻撃を受け付けない【攻撃封じ】か！　ユンたちは、アーツとスキルを中心に攻せめてくれ！　俺は回避に専念する！」

「わかった」

　タクの指示を受けて、俺は弓系アーツを次々とマンティコアに放ちながら考える。

　マンティコアの尻尾しつぽの棘とげと三色の壁画の関係、そして、それぞれに封ふう印いんされた効果とその発動パターンが判明したことで不確定事じ項こうがだいぶ減った今、俺たちは安定したサイクルで戦えるようになった。

　あとは、このまま無事にマンティコアを倒せればそれでいい。
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　マンティコアが尻尾の棘を打ち込む壁へき画がの色はランダムで、何度目かの対象は、青い壁画の【道具封じ】だった。

　マンティコアは、流石さすがセンス拡張クエストのボスだけあって、やたらと高いＨＰを、やっと残り４割まで削けずったところだ。

　四人パーティーで手数が少ないこともあって、戦せん闘とうが長期化している。

　ここまでＨＰを削るのに、タクが二度、回避と受け流しに失敗し、追撃を受けて倒れたが、一回目は俺の【蘇生薬】で、二回目はミュウの【限定蘇生】で復活させた。

　そして、更さらにマンティコアのＨＰを削り、残り３割を下回った瞬しゆん間かん──

『ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯ──』

　後うしろ脚あしで立ち上がり、天てん井じように向かって咆哮を上げるマンティコア。

　直後、タクに対して振るわれる両前脚の攻撃スピードが上がり、通り抜ける剛ごう腕わんの風切り音もより激しいものに変わる。

「発はつ狂きようモードに入ったぞ！　ここからは短期決戦で一気に押し切る！」

「了りよう解かい！　──《アクア・バレット》！」

「──《ソル・レイ》！」

　タクの言葉にセイ姉ぇとミュウが即そく応おうし、俺も弱いながらも土魔ま法ほうで攻撃に加わるべきか、と思案していると、マンティコアが喉のどの奥に赤い光を溜ため込み始めた。

「またあの攻撃が来るよ！」

　さっき【気絶】から回復した直後に受けたのと同じ色の攻撃に嫌いやな予感がして、俺は咄とつ嗟さに、マンティコアが顔を向けるのとは逆方向に向かって走る。

「おい、ユン！　そっちに行くな！」

「いや、タクこそなんでそっちに向かう！」

　マンティコアの射程範はん囲いから逃げようと横に動く俺に対して、タクは一気にマンティコアとの距きよ離りを詰つめる。

　そして、マンティコアは、溜め込んだ光を放射熱線として放出し、右から左へと薙なぎ払はらうように顔を動かす。

　タクは、床ゆかに体を擦こすり付けるようにしながらマンティコアの横から胴どう体たいの真下に滑すべり込み、絶対に放射熱線が来ない安全圏けんに潜もぐり込んだ。

　ミュウとセイ姉ぇは、互たがいに協力して多重の防御魔法を発動させ、放射熱線に耐えている。

「ここが一番の安全地帯だ！　ユンもここに入り込め！」

「次があったらな！」

　タクはそこから、大おお技わざのモーション中のマンティコアを一方的に攻撃しているが、背後から極ごく太ぶとの放射熱線に追われている俺は、とにかく走って逃にげようとする。

　しかし、放射熱線の迫る速度の方が速く、扇おうぎ状じようの射程範囲外に逃のがれることはできないと判断した俺は、即座に反転した。

「こうなりゃ、自棄やけだ！　《クレイシールド》《付加エンチヤント》──スピード！」

　迫る放射熱線に向かい、俺は、頭の高さ程度の土つち壁かべの斜しや面めんを生み出すと、エンチャントによって自身のスピードを上げ、一気にそこを駆け上がった。

　そのままジャンプ台代わりにそこを踏ふみ切って、頭から飛び込むように前方へと飛び出す。

　放射熱線はその時まさに俺の胸の下を通り過ぎ、俺はその熱量をじりじりと感じながらも、何とか無事にやり過ごして着地し、床を転がって止まった。

「まさか、ユンちゃんがベリーロールで回かい避ひ!?」

「ユンお姉ちゃんが貧乳を利用した回避方法を!?」

「なぁ、ミュウとセイ姉ぇって、実は結構余よ裕ゆうがあったりするのか？」

　俺は、驚きよう愕がくしている二人にジト目を向けながら、攻撃を終えたマンティコアへと視線を戻もどす。

　発狂モードのマンティコアは、棘を生やした尻尾をこちらに見せつけるように振るう。

　次はどの壁画に棘が突つき刺さるのか確かく認にんしようと、ほんの一瞬だが壁画の方に意識が向いた俺は、【看かん破ぱ】のセンスの反応に遅おくれてしまう。

「っ!?　──《クレイシールド》！　今度は、直接プレイヤーを狙ってきた!?」

　今までは、封ふう印いん切り換かえだけに使われていた棘付きの尻尾が、プレイヤーを直接狙うようになっていた。

　先入観で行動してしまったが、これが、【道具封じ】じゃなくて【技能封じ】の時だったら防御すらできなかったと、遅れて気付き冷ひや汗あせを搔かく。

　この段階になって、次にどんな攻撃が来るか分からない怖こわさを感じさせるマンティコアは、今、タクと正面からぶつかり合っている。

　マンティコアが丸太のような前脚を振るい、タクは、それを剣で受け流してから、相手の大振りの隙すきを突いて反撃するというパターンを繰くり返していた。

「流石に疲つかれてきたな。腕も重くなってきた」

「タク、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「このくらい平気だ！」

　一撃でＨＰを大きく削られる状じよう況きようで、回避と受け流しをほぼ完かん璧ぺきに成功させ続けるタクだったが、ある時、マンティコアの振るう前脚の千切れた鎖くさりが、タクの左足を絡からめ取った。

「──っ!?　しまった！」

　続く二撃目を、タクは二本の長ちよう剣けんで受け流そうとするが、左足の動きを制限された状態では、完全には受け流しきれない。

「俺の剣が、ぐっ！」

　受け流しに失敗した右の長剣がマンティコアの前脚に弾はじかれ、タクの後方の床に突き刺さる。

　その瞬間、マンティコアは、タクの左足に絡まった鎖を前脚ごと振り回し、タクを床に叩たたき付けた。

　このまま追撃されれば、再びタクが戦闘不能に陥おちいってしまう状況で、マンティコアは、尻尾を掲かかげて赤の壁画に棘を打ち込んだ。

「ユンちゃん、タクくんの回復をお願い！」

　タクの代わりにセイ姉ねぇの出した指示を受けて、俺は、弾かれたタクの長剣を回収し、最短距離でタクの元へと駆かけ抜ける。

　倒たおれたままのタクの状態を確認すると、ＨＰの８割を失って【気絶】の状態異常バツドステータスに陥っていた。

　今は【攻撃封じ】状態だから道具は使えるので、俺は迷わずメガポーションと状態異常バツドステータス回復薬を使ってタクを戦線復帰させようとするが──

「ヤバイ！　ミュウ、セイ姉ぇ！　逃げろ！」

　俺がタクのＨＰを回復させた段階で、マンティコアが喉の奥に、再び赤い光を溜め込み始めたのに気付く。

　俺は、タクの後ろに回り込み、脇わきから前に手を回して抱だき抱かかえると、さっきタクがやったようにマンティコアの方へとタクを引きずって、なんとかその顎あご下に逃げ込んだ。

　今回の放射熱線は、首を左右に振る広範囲の薙ぎ払いではなく、真っ直ぐ後衛を狙った一撃のようだ。セイ姉ぇとミュウの多重防御だけでは、とても耐たえられないだろう。

　だが、ミュウは、セイ姉ぇの前に躍おどり出てＭＰポットを呷あおり、魔法の準備をする。

「放射熱線を使うなら、収束光線で真っ向から勝負だよ！」

「ミュウちゃんなら勝てる！　けど、万が一の時のために、防御の準備はしておくわ」

　そう言うとセイ姉ぇは杖つえを掲げ、多重防御の準備を始めた。ミュウの背後には発動直前の《ソル・レイ》の魔法を幾いくつも待機させ、ミュウの目の前には、光の粒りゆう子しでできたレンズが浮うかび上がる。

　そして、マンティコアの溜め込んだ赤い光が臨界点に達し──

「──《コンセンサス・レイ》！」

　ミュウが放った、光魔法《ソル・レイ》を束ねて生み出した極太の収束光線は、マンティコアの放つ放射熱線と同等の威い力りよくを持って、正面からぶつかる。

　互いに一歩も引かぬ光と光のぶつかり合いに、俺は眩まぶしくて、まともに目を開けていられない。

　だがまもなく、ミュウの収束光線がジリジリと押され始めたのを感じ取った俺は、目の前の地面に手を突いて叫さけんだ。

「いい加減目に悪いわ！　──《クレイシールド》！」

　俺が、マンティコアの顎下という安全地帯から真っ直ぐ突き上げるように土壁を作り上げると、それはマンティコアの顎にぶつかってそこを押し上げ、仰あお向むいたマンティコアは思わず口を閉じた。

　マンティコアの口を強制的に閉じさせることに成功し、それによって、外部に放出されるはずだった放射熱線がマンティコアの口こう腔こう内で暴れ、互い違ちがいに並ぶ鋭するどい歯の間から炎ほのおが漏もれ出すと、口の中で爆ばく発はつした。

　そこへ追い打ちをかけるように、ミュウの収束光線が到とう達たつし、マンティコアの頭部を飲み込んでいく。

「──いっけぇぇっ！」

　俺が生み出した土壁の上部は、マンティコアの口腔内の暴発と収束光線によってボロボロになって崩くずれ落ち、俺はその残ざん骸がいから身を守るために、床に伏ふせるように身を低くする。

「あぶねぇ。まさか、自分で作ったものに巻き込まれそうになるとは……」

「ユンお姉ちゃん、そんなところにいたら危ないでしょ！　マンティコアの足元で倒れたら、蘇そ生せいさせるのも大変なんだよ！」

　ミュウの言葉に苦笑いしつつも、俺は一いつ緒しよに安全地帯につれてきたタクの姿が見当たらず、回収したタクの長剣もなくなっていることに気付く。

「タクが『──《クロス・エグゼキューション》！』っ!?」

　いない、と口にしようとした時、上方からタクの声が響ひびき、頭上のマンティコアが、激痛に耐えるような苦く悶もんの声を上げて暴れはじめる。

　この場所にいては危ないと感じた俺が、そこから一気に飛び出し、振ふり返ってマンティコアを見上げると、その背中にタクが飛び乗っており、棘とげの生えたマンティコアの尻尾しつぽが切り落とされていた。

「タク、大丈夫なのか！」

「ああ、【気絶】から回復したらこいつの下にいたんで、気付かれないように背後に移動して、そこから背中に飛び乗って、厄やつ介かいな尻尾を切り落としてやった」

　ニヤリと笑えみを浮かべるタクだが、激痛から正気に戻ったマンティコアは、今度は背中のタクを振り落とそうとして暴れるため、やむなくタクはそこから飛び下りてきた。

　だが、もう尻尾の棘は飛ばせないから、壁へき画がを介かいした封ふう印いんのギミックは発動できなくなったはずだ。

　そう思ったのだが、切り落とされた尻尾が光の粒子となって消えないため、俺は不ふ審しんに思う。

　すると、切り落とされた尻尾は、その場でバキバキと不ふ穏おんな音を立てながら尚なおも棘を生み出し続け、やがてびっしりと棘の生えた尻尾全体がミチミチと膨ぼう張ちようを始める。

「全員、防ぼう御ぎよしろ！　──【クレイシールド】！」

　尻尾の爆発と同時に弾はじけ飛んだ棘の数々は、俺たちだけでなく、マンティコア自身の体も傷つける。

　俺は、マジックジェムで生み出した多重の土壁に隠かくれてタクと共にやり過ごし、ミュウとセイ姉ぇは、セイ姉ぇが放射熱線に備えていた多重防御魔ま法ほうを使って棘の嵐あらしを防いだ。

「あー、まさかギミックの鍵かぎとなる尻尾を切り落とすと、爆発するとは思わなかった」

　タクが呟つぶやき、あたりに突き刺ささる棘の弾だん幕まくを眺ながめる。

　辺り一面に弾け散った棘は、俺たちやマンティコア自身に襲おそい掛かかっただけでなく、全すべての壁画にも打ち込まれており、三種類全ての封印が発動していた。

　そんな状況の中で、ゆっくりと立ち上がる満まん身しん創そう痍いのマンティコア。

「全部が封じられた！　全員、回避重視！　散開！」

　タクの掛け声と共に、俺とタクは土壁の裏から飛び出し、直後、マンティコアの前まえ脚あしによって土壁が叩き壊こわされる。

　ミュウとセイ姉ぇも、床ゆかに刺さった棘の障害物をジグザグに避よけながら走る。

　そんな俺たちを狙ねらうために、マンティコアは前脚を振り回して近くに刺さっている棘の障害物を破は壊かいし、鎖を振り回して遠えん距きよ離りに居るミュウとセイ姉ぇを攻こう撃げきする。

「きゃっ!?」

　砕くだけ飛んだ棘の破は片へんがセイ姉ぇにぶつかり、更さらに、マンティコアの振り回す鎖が巻き起こす風圧で、セイ姉ぇは尻しり餅もちをつく。その瞬しゆん間かん、振るわれた前脚がセイ姉ぇを捕とらえようとするが、俺の反対側を駆けていたタクが、セイ姉ぇを掬すくい上げるように肩かたに担かつぎ上げて、攻撃を避ける。

「ちょ、タクくん！　この格好は、恥はずかしいわ！」

「我が慢まんしてください、セイさん！」

　セイ姉ぇを保持するために、タクは一度、右の長剣を鞘さやに納め、左の長剣一本で、飛んでくる棘の破片を防いでいる。

「ぐっ、これはちょっとキツイ」

「タクくん！」

「大丈夫ですよ。それより舌した嚙かまないでくださいね！」

　タクは、セイ姉ぇを担いだまま走って逃にげ回るが、それでもダメージは蓄ちく積せきしていく。

　反撃する手段も回復する手段も封じられ、今はただ、逃げて機会を待つしかないのだ。

　すると、全ての封印の壁画が明めい滅めつを始め、その間かん隔かくが徐じよ々じよに短くなる。

　俺たちは、その時に備えて武器を構えた。

　そして、封印が解かれた瞬間──

「タクさん、放射熱線が来るよ！」

　喉のどの奥に赤い光を溜ため始めたマンティコア。

　流石さすが、発はつ狂きようモードでは大おお技わざを連発すると感心するが、マンティコアが放射熱線を放つより先に、俺たちが攻撃を放つ。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

「──《メイルシュトローム》！」

　俺は、最速の一撃を放ち、ミュウは、マンティコアとの距離を一気に詰つめて、側面から斬きり掛かる。

　そしてセイ姉ぇは、マンティコアの頭部をその中に閉じ込めるように、内部で渦うずを巻く巨きよ大だいな水球を生み出した。

「──《パワーウェイブ》！」

　頭部を水球で覆おおわれたことで口や鼻から水が浸しん入にゆうし、喉の奥に放射熱線の赤い光を溜め込むこともできなくなったマンティコアは、苦しさから我が武む者しや羅らに両前脚を振るい、暴れ出す。

　俺は、マンティコアから距離を取りつつもアーツによる射しや撃げきを途と切ぎれさせず、ミュウは身軽な動きで、狙いの定まらないマンティコアの攻撃を躱かわしていく。

　そしてタクは──

「ユン、俺に最大限の支し援えんをくれ！」

「分かった！　《付加エンチヤント》──アタック、スピード！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　タクは、二本の長ちよう剣けんを構え直して、マンティコアに近づく。

　頭部を水球で覆われ、ごぼごぼと空気を吐はき出しながらも暴れているマンティコアの両前脚を、タクは長剣で二度、三度と激しい音を上げて弾はじき返す。

　水による窒ちつ息そくでマンティコアのＨＰがじわじわと削けずられていく中、水球の中のマンティコアの目がタクを捉とらえると、マンティコアは後ろ脚で立ち上がり、両前脚を高く振り上げる。

　タクを潰つぶす気で振り下ろされる前脚に対して、タクが最大火力をぶつける。

「最後は派手に決めさせてもらうぞ──《シャープ・エッジ》《レゾナンス・ソード》！」

　剣系の補助スキルだろうか。一つ目のスキルは自己強化系のスキルだと予想できるが、二つ目のスキルの効果に、俺は目を見張る。

　二本の長剣が共鳴を始め、微び細さいな振しん動どうを繰くり返し始めたのだ。

　そして、先に振り下ろされた前脚にぶつけるようにタクが一本の長剣を下から振り上げれば、マンティコアの足首から先がばっさり切り落とされてしまった。

　そして、もう一方の前脚に対しても同様に、共鳴する刃やいばがその足先を切り落とす。

　床にドサッと足首の落ちる鈍にぶい音が響く中で、タクは共鳴する鋭い刃を振り上げて、トドメの一撃を放つ。
















「敵が瀕ひん死しなほど威力を高めるアーツを試ためさせてもらおうか──《デスブリンガー》！」

　漆しつ黒こくに染まる刃が、巨きよ獣じゆうの体を駆かけ抜ぬけ、マンティコアの残りＨＰを全て刈かり取る。

　複数のスキルとアーツにより強化された、タクの最後の一撃は、マンティコアに死を齎もたらし、同時にこのクエストの終わりをも齎した。





──特とく殊しゆクエスト【センス拡張・三つの試練】を達成しました。






　流れるインフォメーションと、光の粒りゆう子しとなって徐々に消えていくマンティコアを見つめながら、俺たちは、クエストの達成感と疲ひ労ろう感かんに身を委ゆだねた。







　　　終章　拡張センスと新規センス







「やった！　やったよ！」

　ミュウは、一番近くに居たセイ姉ねぇの元へと駆けて行き、そのままの勢いで抱だき付く。セイ姉ぇは、そんなミュウを優やさしく抱き返している。

　一方で、タクは、マンティコアを仕留めた余よ韻いんに一人浸ひたっており、俺は、戦せん闘とうの疲労感から、その場に座り込んでしまう。

「はぁ、全く。今回は、俺の手札が多く潰つぶされたなぁ」

【道具封じ】によって弓系センスの攻撃を封じられ、マンティコアのステータスや特性からか、殆ほとんどの弱デ体バ化フ、状態異常バツドステータスが通らなかった。

　また、俺程度のレベルの魔ま法ほうでは、大したダメージは見込めず、直前の【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】との戦闘でマジックジェムを大量に使ったので、攻撃系のアイテムも足りなかった。

　このところ次から次へと戦闘を続けていたために、全体的にアイテムの準備が疎おろそかになっていたなど、生産職としては、情けない限りだ。

「反省することが多いなぁ」

「けど、クエストはクリアできたんだ。とりあえず、お疲つかれさん」

　戦闘後の余韻に浸っていたタクが、座り込んでいる俺のところに近づき軽く掌てのひらを向けてくるので、俺はその掌にハイタッチした。

「それにしても、部位破壊した尻尾しつぽが爆ばく発はつするとは思わなかったな」

　戦闘中に【封印の間】のギミックを使えなくすることはできると思ったが、その直後の爆発と全種類の封印発動には驚おどろかされたと、苦笑いを浮うかべるタク。

　俺としては、もう二度と、【封印】系のスキルを持った敵ＭＯＢの相手はしたくないと思うが、今後もＯＳＯを続けていくなら、同様の敵と出会うかもしれないことを、しっかり覚えておこう。

「ユンお姉ちゃん、辛しん気き臭くさい顔しないで！　クエストが進むよ！」

　セイ姉ぇに抱き付いていたミュウは、今度は、座り込んでいた俺の前に立ち、両手を引っ張って立たせようとする。

　確かに、クエストとしては達成しているが、最後の演出まで堪たん能のうしないと締しまらないよな。

　俺たちは、マンティコアと戦闘を繰くり広げた広間の中心に立ち、明滅を繰り返す三枚の壁へき画がを見上げる。

　それぞれの壁画は、次し第だいに発色を強め、そこに描えがかれた絵が、徐々に鮮せん明めいになる。

　それは、様々な状じよう況きようの女め神がみの絵であり、それぞれが順に、女性の声でこちらに語り掛けてくる。




──『勇ゆう敢かんなる者よ』『力を蓄たくわえし者よ』『一つの限界に挑いどみし者よ』

──『汝なんじらは新たな喜びと出会うだろう』『汝らは新たな出会いをするだろう』『汝らは新たな苦難に遭あうだろう』

──『『『──汝らの助けとなる一つの祝福を！』』』




　重なる言葉と共に、俺たちのメニューがひとりでに立ち上がる。






所持ＳＰセンス・ポイント15




【弓Ｌｖ54】【長弓Ｌｖ37】【魔ま弓きゆうＬｖ20】【空の目Ｌｖ20】【看かん破ぱＬｖ33】【俊しゆん足そくＬｖ25】

【魔道Ｌｖ26】【大地属性才能Ｌｖ７】【付ふ加か術じゆつＬｖ49】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ18】

【センス未装備】




控ひかえ




【調薬師Ｌｖ14】【錬れん金きんＬｖ46】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ28】【調教Ｌｖ33】

【生産職の心得Ｌｖ10】【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】

【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】







インフォメーション




・Ｎｅｗ：第11センスが開放されました。

・Ｎｅｗ：第11センス装備枠わくの取得ボーナスにより、ＳＰ消費なしで、一つのセンス取得可能。








　センスステータスとインフォメーションを確かく認にんしながら、俺はミュウたちに尋たずねる。

「このセンス装備枠の取得ボーナスって何だ？」

「うーん。タダってことじゃない？　私は、よりパラディンに近づけるようなセンスと交こう換かんしよう」

「新たにセンスを取得する気がないプレイヤーにセンスを取得させるためかしら？　私も悩なやむわねぇ」

「まぁ、いつでも交換できるみたいだから、今決めなくてもいいんじゃないのか？」

　タクはそう言うも、俺はメニューの取得可能なセンス一覧の概がい要ようを確認しつつ、続くミュウたちの会話に耳を傾かたむける。

　ミュウは、前から目星をつけていたセンスとの組み合わせについて話し始め、セイ姉ぇは、第11センスを、新たに取得するセンスを含ふくめた低レベルセンスの育成枠とするつもりらしい。

　タクは、純じゆん粋すいに現状のプレイスタイルを底上げするために、ステータス上昇系のセンスや剣系のセンスを重複させて装備するつもりのようだ。

　三人がそれぞれ違ちがうセンスの取り方をすることに感心しながら、センス装備枠が一つ増えたことで、様々な組み合わせが可能になったことが、俺は嬉うれしかった。

「俺は、どのセンスを取るべきか」

　できれば、今回のマンティコア戦の反省点を生かせるようなセンスを取りたい。

　アイテムが封ふうじられた場合に攻こう撃げきに転用でき、それでいて俺らしいアイテムやオブジェクトを動かして活用できるセンスだ。

　そのセンスがあれば、今まで自分の投とう擲てき範はん囲い内にしか届かなかったポーションやマジックジェムの射程距きよ離りが伸のび、緊きん急きゆう回かい避ひなどができるかもしれない。

「よし、俺はこのセンスに決めた！」

　俺は、新規センスに【念動】センスを取得し、ミュウたちにメニューを見せる。

　それを見たミュウとセイ姉ぇの表情は凍こおり付き、タクは軽く額に手を当てて天てん井じようを仰あおぐ。

　もしかして、またやらかした？　……と内心冷ひや汗あせを流していると──

「ユンお姉ちゃんの、馬ば鹿かっ！」

　ああ、なんかとても懐なつかしい言葉をミュウに言われる。

「なんでまた【念動】なんてゴミセンスを選ぶの！」

「や、やっぱり……」

　ミュウたちの反応から予想はしていたが、直接言われると、やっぱり多少は傷付く。

　俺が、涙なみだ目めでセイ姉ぇに助けを求めれば、セイ姉ぇは、困ったように眉まゆ尻じりを下げながら説明してくれる。

「えっと、【念動】センスは、超ちよう能のう力りよくっぽいけど、動かせる物の重さや動かせる範囲が決まっていて、レベルが低い段階だと、自分の周囲くらいしかセンスの効果が届かないかな。それに操作性が難しいの」

「えっと……つまり？」

「つまり、【念動】スキルなんて使わずに、普ふ通つうに殴なぐった方が早いってことだ」

　タクの分かりやすい説明に、ガクッと膝ひざを突つく俺。

「ま、まぁ、あまり使い道は多くないけど、色んなセンスと組み合わせれば、大だい丈じよう夫ぶよ。多分……」

　そう言って、目を泳がせながらも励はげましてくれるセイ姉ぇ。

「いいもん。育てればきっと、【付加エンチヤント】センスみたいに強くなるはずだ。極きわめれば絶対、みんなのサポートになるはずなんだ。だから、俺は最初からサポート役に徹てつしてやる」

「まぁ、レベルを上げれば、ＭＰを譲じよう渡とする《トランスファー》なんてスキルも覚えられるらしいからな」

「ホントか、タク!?」

　それなら第二の回復要員になれる、と俺は期待するが、ミュウの冷ややかな声に現実を思い知らされる。

「でも、ＭＰ譲渡の際のロスが大きいし、素す直なおにＭＰ回復アイテム使えば早いよね」

　ミュウに言われて、しょんぼりする俺を、セイ姉ぇが頭を撫なでて慰なぐさめてくれる。

「大丈夫よ。ユンちゃんは、やればできる子だから」

「もう、ユンお姉ちゃんは、そんなに落ち込まないの！　これでこの話は終わり！　折角、センス拡張クエストをクリアしたんだから、これから何かおいしいもの食べにいかない？」

「そうだな。それにセイさんが下宿に帰るまでまだ時間があるんだから、他ほかにもみんなでやれることを話し合おうぜ！」

　ミュウとタクが明るい声を上げる。

「そうだな。もう決めちゃったことだし、どうせなら前向きに考えないとな」

　取得してしまったゴミセンスのことは、今だけは忘れよう。

　そうして俺たちは、地下の【封ふう印いんの間】から出るとそのままログアウトし、リアルでクエストクリア記念のお祝いをするのだった。




　　　　●




　その後がまた大変だった。

　リアルでは、ミュウの要望を聞いて、セイ姉ぇと一いつ緒しよに買い物をしたり、食事を作ってタクを家に呼び、ゲーム大会をしたり──

　ＯＳＯでは、ギルド【ヤオヨロズ】の新年会に呼ばれたり、新たにアップデートで追加されたクエストや敵ＭＯＢとの戦せん闘とうをしたりして過ごした。

　また、仲間たちと楽しく騒さわいで遊んだ後は、ミュウとセイ姉ぇ、そして両親と一緒に、一日中、家族でまったりと正月を過ごした。

　いよいよセイ姉ねぇが下宿に帰る日、タクも含め家族全員で駅までセイ姉ぇを見送りに行った際、ミュウが駄だ々だを捏こねてちょっと困らせるなど色々あったが──




「ユンちゃん、ただいまー！」

「セイ姉ぇおかえり。無事に向こうに到とう着ちやくしたんだな」

「セイお姉ちゃん、おかえりー。会いたかった！」

「もう、ミュウちゃんったら」

　俺たちが居るのは、【アトリエール】の隣となりに建てたガラスハウスの中だ。

　まだガラスハウスの内装には着手しておらず、テーブルと椅い子すを用意して休めるようにしているだけだ。

「今から冒ぼう険けんに行く？」

「うーん。お姉ちゃん、今日はちょっと疲れちゃったから、また今度かなぁ」

　困ったように微ほほ笑えむセイ姉ぇに、ミュウは抱だき付いたまま上うわ目め遣づかいで不満げな声を漏もらすが、すぐに気持ちを切り替かえたのか、セイ姉ぇから離はなれた。

「またすぐに、一緒に冒険に出る機会が巡めぐってくるよね」

「そうね。ログインのタイミングが少し合わせにくくなっただけだもの」

　そう言って、セイ姉ぇは、テーブルに用意されたお菓か子しを手に取り、ただ談だん笑しように興じる。

　ミュウは、それぞれの家庭の事情で正月休みにログインできなかったルカートたちと冒険に出る予定があるらしく、タクは、近々ガンツたちと集まって、センス拡張クエストをもう一度やる予定らしい。

　セイ姉ぇも、ギルドの方で色々と企き画かくしているそうなので、俺は俺で自分の楽しめることを探そうと思う。

　そして、また今度みんなで集まった時、そのことを話しながらお茶会をするのも良さそうだ。








─ステータス─




　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉にく断だち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服）




　アクセサリー装備容量（２／10）

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）




　所持ＳＰセンスポイント15

【弓Ｌｖ54】【長弓Ｌｖ37】【魔ま弓きゆうＬｖ20】【空の目Ｌｖ20】【看かん破ぱＬｖ33】【俊しゆん足そくＬｖ25】

【魔道Ｌｖ26】【大地属性才能Ｌｖ７】【付ふ加か術じゆつＬｖ49】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ18】【念動Ｌｖ１】

　控ひかえ

【調薬師Ｌｖ15】【錬れん金きんＬｖ46】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ28】【調教Ｌｖ33】

【生産職の心得Ｌｖ10】【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】

【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】




　正月の成果──

・結けつ晶しよう柱ちゆうのお守りを購こう入にゆう

・名工の鍛か冶じ師しＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターを発見

・アイテム【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】をレシピに登録

・大型漁船の製造依い頼らいを仲ちゆう介かい

・第11センス装備枠わくが開放












　　　あとがき




　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座長です。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。現在、ＯＳＯシリーズは、ドラゴンマガジンにて、外伝・白銀の女神ミユーズを、ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん様によるコミカライズ版を連れん載さいしております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや、本編では描えがかれないミュウたちの可愛い姿やカッコイイ活躍を見ることができます。是ぜ非ひ、手に取って頂けたらと思います。




　今回11巻の内容は、Ｗｅｂ版の再編と加筆による書き下ろしの内容となっております。

　書き下ろしの飛ひ竜りゆう山脈での採取クエスト、投げっぱなしに終えたようなグランド・ロックの体内ダンジョンの再登場とその体内でのＮＰＣの登場、初登場である北の町の存在などなど、様々なネタを担当編集のＯさんと電話越ごしの打ち合わせを行って少しずつ決めて行きました。

　夜遅おそくに色々な相談に乗って頂いたＯさんには、感謝しております。

　そんなＯさんとの打ち合わせの中で、流石さすがに11巻も巻数を重ねるとＯＳＯの舞ぶ台たいである町やフィールド、ダンジョンの位置関係が分かり辛づらいなぁ、と思い、簡易的なマップを作ることになりました。

　そうしてみると、意外と気が付かなかったもので、簡易マップの中に空白地域ができ上がっておりました。自分ではバランスよくイベントと共に世界観を広げていたつもりですが、偏かたよった生み出し方をしていたことに気付かされました。

　Ｏさんとは打ち合わせで新たなフィールドデザインなどのアイディアを出し合ったりしたので、次巻あたりにマップを公開できたらと考えております。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一六年　一二月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：最近運動不足を感じるがズボラな自分はスクワットを始めました。食前、食後、レンジで温めの待ち時間に１セット15回。これが今のところ長続きしている運動です。

雑談：久しぶりに映画館に行って3D映画を見ました。映画のCG技術の進歩に一言で凄いと感じると共に、見る側の自分が進歩に追いつかずにただ圧倒されておりました。CGの空想生物が愛嬌があって可愛かったです。


















口絵・本文イラスト／ゆきさん

カバーデザイン／ムシカゴグラフィクス
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